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　愛知県立大学は、第3期中期目標・中期計画策定における改革のビジョンに則り、グ
ローバル化の課題に果敢に取り組む能力を備えた人材育成、各学部・研究科の専門
領域における高度な研究への挑戦、およびその成果に基づく地域貢献・地域連携に
向けて邁進しています。さらに、多様な専門分野を有する大学ならではの特色を生か
し、各学部・研究科の専門領域を横断する学際的な研究や、産学公連携による受託・
共同研究、国際戦略につながるようなプロジェクトも積極的に推進しています。
　『愛知県立大学地域連携研究シーズ集』は、これら本学で日々 創出されている研究
シーズを、地域の方々や地元自治体、産業界の皆様にわかりやすく紹介するものです。
このたび、2020年度に新たに着任した教員の研究シーズを加え、全体を更新しました。
『愛知県立大学地域連携研究シーズ集Vol.3』を、共同研究や地域社会の課題解決
のためにぜひご活用ください。

・愛知県立大学地域連携研究シーズ集Vol.3（2020年度版）Web公開版
・愛知県立大学地域連携研究シーズ集Vol.2（2019年度版）Web公開版
・愛知県立大学地域連携研究シーズ集Vol.1（2018年度版）冊子版+Web公開版

外国語学部……………

日本文化学部…………

教育福祉学部…………

看護学部………………

情報科学部……………

国際戦略室……………
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産・官・学を結ぶ架け橋として

『愛知県立大学地域連携研究シーズ集Vol.3』の
公開にあたって

2020 年 9月
愛知県立大学地域連携センター長　宇都宮みのり
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外国語学部
大森　裕實
梶原　克教
木全　滋
熊谷　吉治
久田　由佳子
広瀬　恵子
森田　久司
榎本　洋
奥田　泰広
菊池　好行
袖川　裕美
三原　穂
瀧内　陽
天野　知恵子
中田　晋自
長沼　圭一
岸本　聖子
白谷　望
奥野　良知
竹中　克行
谷口　智子
糸魚川　美樹
渡会　環
今野　元
人見　明宏
池田　利昭
川尻　文彦
工藤　貴正
黄　東蘭
月田　尚美
鈴木　隆
西野　真由
楊　明
袁暁今
エドガー・ライト・ポープ
亀井　伸孝
宮谷　敦美
秋田　貴美子
髙阪　香津美
福岡　千珠
藤倉　哲郎
山下　朋子
池田　周
石原　覚
村山　瑞穂
佐藤　雅哉
野内　美子
伊藤　滋夫
佐藤　久美子

（オオモリ　ユウジツ）
（カジハラ　カツノリ）
（キマタ　シゲル）
（クマガイ　ヨシハル）
（ヒサダ　ユカコ）
（ヒロセ　ケイコ）
（モリタ　ヒサシ）
（エノモト　ヒロシ）
（オクダ　ヤスヒロ）
（キクチ　ヨシユキ）
（ソデカワ　ヒロミ）
（ミハラ　ミノル）
（タキウチ　ハル）
（アマノ　チエコ）
（ナカタ　シンジ）
（ナガヌマ　ケイイチ）
（キシモト セイコ）
（シラタニ　ノゾミ）
（オクノ　ヨシトモ）
（タケナカ　カツユキ）
（タニグチ　トモコ）
（イトイガワ　ミキ）
（ワタライ　タマキ）
（コンノ　ハジメ）
（ヒトミ　アキヒロ）
（イケダ　トシアキ）
（カワジリ　フミヒコ）
（クドウ　タカマサ）
（コウ　トウラン）
（ツキダ　ナオミ）
（スズキ　タカシ）
（ニシノ　マユ）
（ヨウ　メイ）
（エン　ギョウキン）
（エドガー・ライト・ポープ）
（カメイ　ノブタカ）
（ミヤタニ　アツミ）
（アキタ　キミコ）
（コウサカ　カツミ）
（フクオカ　チズ）
（フジクラ　テツロウ）
（ヤマシタ　トモコ）
（イケダ　チカ）
（イシハラ　サトル）
（ムラヤマ　ミズホ）
（サトウ　マサヤ）
（ヤナイ　ハルコ）
（イトウ　シゲオ）
（サトウ　クミコ）

「通訳翻訳研究」とそれを支える「英語学研究」
現代文化の背景と可能性
ホイットマンと十九世紀英米社会
英語の情報構造と音韻構造
アメリカ社会の諸問題に関わる歴史的事象
英語ライティング力の発達指標の探求
日本語から見た言語の普遍性の研究
チャールズ・ディケンズと民間伝承

「英米特殊関係」と戦後アジア国際秩序
19・20世紀の日英文化交流、科学技術史
外国語教育、通訳、コミュニケーション論
18世紀英文学
現代イギリス児童文学
近現代フランス史における子どものイメージ
フランスの分権改革と都市自治体の市民参加政策
フランス語の冠詞の用法について
現代フランス語におけるモダリティ表現
モロッコを中心とした中東・北アフリカ政治研究
カタルーニャの独立問題とスペイン
地域の「らしさ」の可視化と共有―地理学からの試み
カナダ・アメリカ・中南米先住民の宗教・神話・儀礼
地域社会にみる多言語化
ブラジルおよび海外におけるブラジル人女性
ヨーロッパ国際政治史・ドイツ政治思想・日独関係史
初習外国語（ドイツ語）の教材開発
ドイツ中近世都市における暴力と暴力のコントロール
中国近代思想
中華民国期知識人における「大正主義」受容の研究
近代日本における中国史の通史的叙述
台湾の少数民族の言語セデック語の文法
Politics and China Studies　中国政治
アジアにおける農産物貿易と日本の食
現代中国語文法、日中対照言語学、中国語教育
現代中国語の語構成論、日中対照言語学
音楽におけるエキゾチズム
アフリカを中心とした異文化理解の研究と実践
外国人への日本語支援、プロジェクト型研修の設計
文化、人間関係、ジェンダー研究
ポルトガル語を学んで、使って、役立てて
アイルランドにおける文化ナショナリズム
高度経済成長下のベトナム農村の研究
国際投資仲裁（企業・投資先外国政府間の仲裁）

原　潮巳
江澤　照美
小池　康弘
田邊　まどか
櫻井　健
平井　守
山本　順子
杉原　周治
四ツ谷　亮子
小座野　八光
東　弘子
木下　郁夫
髙橋　慶治
半谷　史郎
アンドレア・カールソン
矢野　順子
山口　雅生

日本文化学部
伊藤　伸江
中根　千絵
福沢　将樹
宮崎　真素美
久保薗　愛
洲脇　武志
三宅　宏幸
本橋　裕美
若松　伸哉
大塚　英二
上川　通夫
川畑　博昭
丸山　裕美子
柴田　陽一
中西　啓太
服部　亜由未
樋口　浩造
井戸　聡
教育福祉学部

伊藤　稔明
内田　純一
田村　佳子
堀尾　良弘
丸山　真司
山本　理絵
大貫　守
瀬野　由衣
高橋　範行
宇都宮　みのり
田川　佳代子
湯　海鵬
橋本　明

（ハラ　シオミ）
（エザワ　テルミ）
（コイケ　ヤスヒロ）
（タナベ　マドカ）
（サクライ　タケシ）
（ヒライ　マモル）
（ヤマモト　ジュンコ）
（スギハラ　シュウジ）
（ヨツヤ　リョウコ）
（コザノ　ヤコウ）
（アズマ　ヒロコ）
（キノシタ　イクオ）
（タカハシ　ヨシハル）
（ハンヤ　シロウ）
（アンドレア　カールソン）
（ヤノ　ジュンコ）
（ヤマグチ　マサオ）

（イトウ　ノブエ）
（ナカネ　チエ）
（フクザワ　マサキ）
（ミヤザキ　マスミ）
（クボゾノ　アイ）
（スワキ　タケシ）
（ミヤケ　ヒロユキ）
（モトハシ　ヒロミ）
（ワカマツ　シンヤ）
（オオツカ　エイジ）
（カミカワ　ミチオ）
（カワバタ　ヒロアキ）
（マルヤマ　ユミコ）
（シバタ　ヨウイチ）
（ナカニシ　ケイタ）
（ハットリ　アユミ）
（ヒグチ　コウゾウ）
（イド　サトシ）

（イトウ　トシアキ）
（ウチダ　ジュンイチ）
（タムラ　ケイコ）
（ホリオ　ヨシヒロ）
（マルヤマ　シンジ）
（ヤマモト　リエ）
（オオヌキ　マモル）
（セノ　ユイ）
（タカハシ　ノリユキ）
（ウツノミヤ　ミノリ）
（タガワ　カヨコ）
（トウ　カイホウ）
（ハシモト　アキラ）

愛知県の文学
日本の説話文学
談話論的物語論的品詞分類
日本近現代詩に探る「不安」と「生」
方言を含めた日本語史研究
漢文学、中国古典学、中国中世の学術
日本近世の中後期小説研究
平安時代の皇女と王権の研究
無頼派を中心とした昭和文学
日本近世の地域秩序に関する研究
愛知・東海地域における歴史文化遺産の探究
列島の外からとらえる日本の憲法の過去と現在
日本の古代史
学問と戦争・社会との関係、中国地誌
日本史、日本近現代史
資源変動への地域の対応に関する研究

明治期における小学校理科の誕生
明治期の伝統的地場産業と実業教育機関の関係
EUおよび日本における成人教育の研究
非行少年の被害経験が心理特性と非行性に及ぼす影響
体育におけるカリキュラム開発と授業づくり
子育て・保育・教育における地域での連携
学校現場におけるカリキュラム・指導・評価方法の研究
幼児期における自他の心の理解の発達
音楽の創作を支える技能の獲得と発達
精神障害福祉史にみる受容と排除の論理構造
社会的ケアと高齢者ソーシャルワーク
身体運動、バイオメカニクス
精神医療ミュージアム移動展示プロジェクト

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46



－ 3－

教員紹介

教員紹介 フリガナ ページテーマ 教員紹介 フリガナ ページテーマ

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27
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三原　穂
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天野　知恵子
中田　晋自
長沼　圭一
岸本　聖子
白谷　望
奥野　良知
竹中　克行
谷口　智子
糸魚川　美樹
渡会　環
今野　元
人見　明宏
池田　利昭
川尻　文彦
工藤　貴正
黄　東蘭
月田　尚美
鈴木　隆
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福岡　千珠
藤倉　哲郎
山下　朋子
池田　周
石原　覚
村山　瑞穂
佐藤　雅哉
野内　美子
伊藤　滋夫
佐藤　久美子

（オオモリ　ユウジツ）
（カジハラ　カツノリ）
（キマタ　シゲル）
（クマガイ　ヨシハル）
（ヒサダ　ユカコ）
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（イケダ　トシアキ）
（カワジリ　フミヒコ）
（クドウ　タカマサ）
（コウ　トウラン）
（ツキダ　ナオミ）
（スズキ　タカシ）
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（ヨウ　メイ）
（エン　ギョウキン）
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（カメイ　ノブタカ）
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「通訳翻訳研究」とそれを支える「英語学研究」
現代文化の背景と可能性
ホイットマンと十九世紀英米社会
英語の情報構造と音韻構造
アメリカ社会の諸問題に関わる歴史的事象
英語ライティング力の発達指標の探求
日本語から見た言語の普遍性の研究
チャールズ・ディケンズと民間伝承

「英米特殊関係」と戦後アジア国際秩序
19・20世紀の日英文化交流、科学技術史
外国語教育、通訳、コミュニケーション論
18世紀英文学
現代イギリス児童文学
近現代フランス史における子どものイメージ
フランスの分権改革と都市自治体の市民参加政策
フランス語の冠詞の用法について
現代フランス語におけるモダリティ表現
モロッコを中心とした中東・北アフリカ政治研究
カタルーニャの独立問題とスペイン
地域の「らしさ」の可視化と共有―地理学からの試み
カナダ・アメリカ・中南米先住民の宗教・神話・儀礼
地域社会にみる多言語化
ブラジルおよび海外におけるブラジル人女性
ヨーロッパ国際政治史・ドイツ政治思想・日独関係史
初習外国語（ドイツ語）の教材開発
ドイツ中近世都市における暴力と暴力のコントロール
中国近代思想
中華民国期知識人における「大正主義」受容の研究
近代日本における中国史の通史的叙述
台湾の少数民族の言語セデック語の文法
Politics and China Studies　中国政治
アジアにおける農産物貿易と日本の食
現代中国語文法、日中対照言語学、中国語教育
現代中国語の語構成論、日中対照言語学
音楽におけるエキゾチズム
アフリカを中心とした異文化理解の研究と実践
外国人への日本語支援、プロジェクト型研修の設計
文化、人間関係、ジェンダー研究
ポルトガル語を学んで、使って、役立てて
アイルランドにおける文化ナショナリズム
高度経済成長下のベトナム農村の研究
国際投資仲裁（企業・投資先外国政府間の仲裁）

原　潮巳
江澤　照美
小池　康弘
田邊　まどか
櫻井　健
平井　守
山本　順子
杉原　周治
四ツ谷　亮子
小座野　八光
東　弘子
木下　郁夫
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日本文化学部
伊藤　伸江
中根　千絵
福沢　将樹
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樋口　浩造
井戸　聡
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伊藤　稔明
内田　純一
田村　佳子
堀尾　良弘
丸山　真司
山本　理絵
大貫　守
瀬野　由衣
高橋　範行
宇都宮　みのり
田川　佳代子
湯　海鵬
橋本　明

（ハラ　シオミ）
（エザワ　テルミ）
（コイケ　ヤスヒロ）
（タナベ　マドカ）
（サクライ　タケシ）
（ヒライ　マモル）
（ヤマモト　ジュンコ）
（スギハラ　シュウジ）
（ヨツヤ　リョウコ）
（コザノ　ヤコウ）
（アズマ　ヒロコ）
（キノシタ　イクオ）
（タカハシ　ヨシハル）
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（ヤマグチ　マサオ）
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（ミヤザキ　マスミ）
（クボゾノ　アイ）
（スワキ　タケシ）
（ミヤケ　ヒロユキ）
（モトハシ　ヒロミ）
（ワカマツ　シンヤ）
（オオツカ　エイジ）
（カミカワ　ミチオ）
（カワバタ　ヒロアキ）
（マルヤマ　ユミコ）
（シバタ　ヨウイチ）
（ナカニシ　ケイタ）
（ハットリ　アユミ）
（ヒグチ　コウゾウ）
（イド　サトシ）

（イトウ　トシアキ）
（ウチダ　ジュンイチ）
（タムラ　ケイコ）
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愛知県の文学
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コミュニケーション障害と権利擁護に関すること
保健医療福祉領域における支援者支援
国民皆年金の成立・展開・変容をめぐる政策史研究
多文化共生、コミュニティ、地域福祉
臨床心理学、家族心理学

看護・助産学実習に関する研究
外来通院するがん患者のエンパワーメント
自己免疫性甲状腺疾患とHLAの関連 
看護教育に関する研究、終末期ケアに関する研究
保育園・幼稚園の子どもたちの命を守る危機管理
精神科看護における患者アドボカシー
子どもに対するプレパレーションの研究
地域高齢者の摂食嚥下障害の早期発見・予防
高齢者の介護予防に関する研究
ICTを用いた看護技術教育の効率化
認知症高齢者ケア・高齢者の口腔ケアに関する研究
看護管理に関する研究
健診データによる若年性糖尿病予備群の要因分析
褥瘡の病創面評価・解析キットの開発
術後せん妄症状看護の質指標の構築
福島原発事故後の親子の生活と健康
医療の安全性と質評価
アイルランド文学、及び医療系英語研究
育児支援に関する研究
看護師の腰痛予防のための作業姿勢に関する研究
外国人の子どもと保護者への事故防止教育
看護アセスメントと看護援助技術教育の研究

「継続する絆」における記憶のはたらき
高齢者ケア領域における倫理的課題
地域における高齢者とその家族への支援
思春期のメンタルヘルスリテラシーに関する研究
認知症高齢者と家族に対するケア実践力の向上
新人看護師の患者との関わりに関する研究
科学的ヘルスケア改善システムの看護管理への応用
小児慢性疾患患者の「生活力」支援
がん患者の意思決定支援に関する研究
不妊治療を終結する夫婦への支援に関する研究
看護師・保健師の臨床研究支援
母性看護学
精神看護学

吉川　雅博
大賀　有記
中尾　友紀
松宮　朝
森川　夏乃
稲嶋　修一郎
久保田　貢
葛西　耕介
藤原　智也
三山　岳
渡邉　眞依子
野田　博也
村田　一昭
渡邊　かおり
看護学部

大原　良子
片岡　純
片平　正人
小松　万喜子
清水　宣明
戸田　由美子
服部　淳子
深田　順子
古田　加代子
箕浦　哲嗣
百瀬　由美子
森田　恵美子
柳澤　理子
米田　雅彦
石光　芙美子
牛島　佳代
宇城　令
片岡　由美子
神谷　摂子
佐藤　美紀
柴　邦代
曽田　陽子
田上　恭子
藤野　あゆみ
松岡　広子
山田　浩雅
天木　伸子
籠　玲子
賀沢　弥貴
汲田　明美
西尾　亜理砂
三尾　亜喜代
横山　加奈
勝村　友紀
加藤　宏公

（ヨシカワ　マサヒロ）
（オオガ　ユキ）
（ナカオ　ユキ）
（マツミヤ　アシタ）
（モリカワ　ナツノ）
（イナシマ　シュウイチロウ）
（クボタ　ミツグ）
（カサイ　コウスケ）
（フジワラ　トモヤ）
（ミヤマ　ガク）
（ワタナベ　マイコ）
（ノダ　ヒロヤ）
（ムラタ　カズアキ）
（ワタナベ　カオリ）

（オオハラ　リョウコ）
（カタオカ　ジュン）
（カタヒラ　マサヒト）
（コマツ　マキコ）
（シミズ　ノブアキ）
（トダ　ユミコ）
（ハットリ　ジュンコ）
（フカダ　ジュンコ）
（フルタ　カヨコ）
（ミノウラ　テツジ）
（モモセ　ユミコ）
（モリタ　エミコ）
（ヤナギサワ　サトコ）
（ヨネダ　マサヒコ）
（イシミツ　フミコ）
（ウシジマ　カヨ）
（ウシロ　レイ）
（カタオカ　ユミコ）
（カミヤ　セツコ）
（サトウ　ミキ）
（シバ　クニヨ）
（ソタ　ヨウコ）
（タガミ　キョウコ）
（フジノ　アユミ）
（マツオカ　ヒロコ）
（ヤマダ　ヒロマサ）
（アマキ　ノブコ）
（カゴ　レイコ）
（カザワ　ミキ）
（クミタ　アケミ）
（ニシオ　アリサ）
（ミオ　アキヨ）
（ヨコヤマ　カナ）
（カツムラ　ユウキ）
（カトウ　ヒロタダ）

金澤　美緒
近藤　三由希
佐々木　久美子
吉田　彩
米川　美那
渡邉　直美
岡田　悦政
黒川　景
広瀬　会里
尾沼　奈緒美
伊藤　裕子
杉山　希美
情報科学部

臼田　毅
太田　淳
奥田　隆史
何　立風
神山　斉己
小林　邦和
代田　健二
辻　孝吉
戸田　尚宏
村上　和人
吉岡　博貴
神谷　直希
神谷　幸宏
佐々木　敬泰
鈴木　拓央
田坂　浩二
小畑　建太
ジメネス・フェリックス　
小栗　宏次
永井　昌寛
山村　毅
山本　晋一郎
伊藤　正英
入部　百合絵
金森　康和
河中　治樹
平尾　将剛
大久保　弘崇
粕谷　英人
国際戦略室

桑村　昭

（カナザワ　ミオ）
（コンドウ　ミユキ）
（ササキ　クミコ）
（ヨシダ　アヤ）
（ヨネカワ　ミナ）
（ワタナベ　ナオミ）
（オカダ　ヨシノリ）
（クロカワ　ケイ）
（ヒロセ　エリ）
（オヌマ　ナオミ）
（イトウ　ヒロコ）
（スギヤマ　キミ）

（ウスダ　ツヨシ）
（オオタ　アツシ）
（オクダ　タカシ）
（カ　リフウ）
（カミヤマ　ヨシミ）
（コバヤシ　クニカズ）
（シロタ　ケンジ）
（ツジ　コウキチ）
（トダ　ナオヒロ）
（ムラカミ　カズヒト）
（ヨシオカ　ヒロキ）
（カミヤ　ナオキ）
（カミヤ　ユキヒロ）
（ササキ　タカヒロ）
（スズキ　タクオ）
（タサカ　コウジ）
（オバタ　ケンタ）
（ジメネス・フェリックス）　
（オグリ　コウジ）
（ナガイ　マサヒロ）
（ヤマムラ　ツヨシ）
（ヤマモト　シンイチロウ）
（イトウ　マサヒデ）
（イリベ　ユリエ）
（カナモリ　ヤスカズ）
（カワナカ　ハルキ）
（ヒラオ　マサタケ）
（オオクボ　ヒロタカ）
（カスヤ　ヒデト）

（クワムラ　アキラ）

前立腺全摘除術後患者のパートナーのレジリエンスに関する研究
成人慢性期看護学
患者が認識する術後回復マラソン大会救護に関する研究
がん患者を自宅で看取る家族への支援
生涯における女性のケアと継続的支援
喉頭全摘術を受ける患者に関する研究

量子通信・量子暗号・量子コンピュータの研究
離散事象システムの解析と応用
待ち行列モデリングと問題解決術
パターン認識に関する研究
生体機能の解析・診断技術に関する研究
自律ロボット(エージェント)の協調動作の獲得
波動方程式族の逆問題に対する数値解法の研究
コンカレントシステムのモデル化および解析
信号に加わっている雑音の除去
3次元空間センシング応用に関する研究
衛星画像解析手法に関する研究
人体数理モデル構築と医用画像情報処理技術
非接触生体情報センサとIoT
コンピュータアーキテクチャ、並列計算機システム
生活状態推定技術を応用した服薬管理支援システム
多重ゼータ値とモジュラー形式の研究
衛星観測データ統融合による環境データサイエンス
人の学習を支援するパートナーロボットの開発

大学教育の国際化と英語媒介授業（EMI）
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1. 機能主義的言語観に基づく英語学研究

・ 英語学研究 ： 英語動詞を取りまく文法カテゴリー （相 ・ 時制 ・ 法 ・ 態）

に関する総合的研究

2. 言語変化と辞書編纂学及びサミュエル ・ ジョンソン研究

・言語文化の研究：18 世紀の文豪サミュエル・ジョンソンの 『英語辞典』

編纂と同氏の思想を中心に

3. 大学英語教育の活性化研究 ： 「音声文法」 の構築

・ 応用音声学研究 ： 日本人英語学習者が自然な英語音声産出を可能

とする中核的要因は何かを明らかにし、 電子化支援ツールを活用した効

果的な自律型学習法の開発

・グローバル化時代の大学英語教育研究：大学英語教育学会 （JACET）

理事として、 精力的に当該分野の深化と進化に貢献

4. 「通訳」 に関する理論的基盤研究と実践的応用研究 ： サイトラ研究と

その応用

教授 大 森　 裕 實

外国語学部　英米学科

機能主義言語学　ジョンソン学　音声文法研究　通訳翻訳理論　

私の本来の専攻はケルト語 ・ 古英語 ・ 中英語を中心とする 「英語の歴

史的研究」 ですが、 英語音声学から音韻論 ・ 統語論 ・ 意味論 ・ 語用

論といった伝統的分野に加えて、 脳科学と臨界期仮説 ・ 心理言語学 ・

社会言語学まで幅広くカバーします。 言語のスキルと同時に、 それを裏

打ちする背景知識を併せもった国際的視野に立つ人材を育成することを

目的としています。  また、 最近は通訳翻訳研究所長として、 高度な言

語スキル獲得に応用できる通訳翻訳理論の研究も射程に含めています。

「通訳翻訳研究」 とそれを支える 「英語学研究」

（オオモリ　ユウジツ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

１. 環大西洋圏文化 （イギリス―アイルランド―カリブ―北アメリカ） の連

続性と差異

２. 映像文化学

３. ポストコロニアル文学

【主な研究内容】

・ トリニダードの知識人による詩 ・ 音楽 ・ 仮装を中心とした文化論の系譜

とその遺制 （2013-2016）

・ 「C. L. R. ジェームズの地理的移動と身体文化論との関連性およびその

影響 （2017- 継続中）」

「近代世界システムにおけるカリブ社会　―　グローバル文化と地域文化」

（2012 愛知県立大学公開講座）

「トリニダード、 イングランド、 クリケット　―　Beyond a Boundary に見ら

れる政治とスポーツを巡って」 2017 （MESA 第 28 回全国大会講演）

教授 梶 原　 克 教

外国語学部　英米学科

現代文化　映画 （視聴覚文化）　カリブ海　アイルランド

現代文化の歴史的社会的背景について、 とくに現代文化に多大な影響

を及ぼし、 新たな価値を創造してきた旧植民地 （アイルランドやカリブ）

の文化について研究しています。

また、 映画を中心とした視聴覚文化についても、 研究しています。 映像

文化は文字文化とは異なる発想でのアプローチが必要で、 たとえば感情

移入の形態などを含めメディア間の差について理論化を試みています。

現代文化の背景と可能性

（カジハラ　カツノリ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード



－ 7－

男性 女性
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1. ウォルト ・ ホイットマン研究

2. ホイットマンと十九世紀ヨーロッパ世紀末

3. ウォルト ・ ホイットマンとホレス ・ トローベルとの交友

【主な研究内容】

「ホイットマンの夜への賛歌― 「眠る人びと」 を読む―」 （『ホイットマンと

19 世紀アメリカ』　開文社 , 2005）

「19 世紀アメリカの文学者たちとヨーロッパ」 『MULBERRY』 （愛知県立

大学外国語学部英米学科） 第 59 号 , 2010）

「ホイットマン、フラー、メルヴィルと 1840 年代アメリカ」 『MULBERRY』 （愛

知県立大学外国語学部英米学科） 第 61 号 , 2012） 「ホイットマンの 『復

活』 と二月革命」 『MULBERRY』 （愛知県立大学外国語学部英米学科）

第 64 号 , 2015）

教授 木 全　 滋

外国語学部　英米学科

文学　十九世紀アメリカ文学と社会　ホイットマン　社会主義

　十九世紀のアメリカ詩人ホイットマンと晩年に交流のあったユダヤ人青

年ホレス ・ トローベルの関係について研究しています。 トローベルは社会

主義の支持者で、 英米の社会主義者たちとも交流がありました。

　十九世紀アメリカ文学、 世紀末における社会主義の様相、 ユダヤ系文

化人の活躍などに興味があれば、 お話ができると思います。

ホイットマンと十九世紀英米社会

（キマタ　シゲル）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1. 日英語における音象徴の類似点と相違点

（詳細は 「研究者からのメッセージ」 をご覧ください）

2. 文における新情報と旧情報の分布

言語は意味を伝えるための記号の体系ですが、 メッセージの中身は、 話

し手と聞き手が共有する情報、 そして聞き手がまだ知らないと話し手が想

定する情報から構成されていると考えられます。 後者 （= 新情報） は大

事な内容を伝えると考えられますが、 メッセージのどの部分に現れやすい

のか、 実際のデータをもとに研究しています。

3. 一定の長さを持った発音単位の文法構造

文字で書かれたメッセージの場合、句読点 （マルやピリオド） までが 「文」

という大きな意味のまとまりと考えられていますが、 私たちが普段言葉を

使ってコミュニケーションを行う場合、 メッセージ単位は必ずしも 「文」

に対応するとは限りません。 また、 単位の長さ （大きさ） は日本語と英語

で差があるようです。 その差はどこから来るのかを研究しています。

教授 熊 谷　 吉 治

外国語学部　英米学科

英語学　音韻論　語用論　談話分析

音声を発する行為を表す動詞の音韻構造には、 どのような聴覚的 ・ 調

音的特徴が組み込まれているのかを考えています。 笑い声を考えてみる

と、 日本語では笑い方によって 「ゲラゲラ」、 「クスクス」、 「クックッ」 の

ような言葉と、 「笑う」 という動詞を組み合わせて表現することが普通です

が、 英語では、 guffaw, titter, chuckle のように、 笑い方を示唆する音

の成分が動詞の中に組み込まれています。 音の特徴 （母音の明るさや

子音の有声 ・ 無声など） が何を表しうるのかを分析しています。

英語の情報構造と音韻構造

（クマガイ　ヨシハル）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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第二言語としての英語ライティングに関する以下の研究を行ってきまし

た。

・ 英語ライティング力の発達指標の探求

・ 英作文能力の説明要因の探究とその教育的応用

・ 英語ライティングプロセスを探る ： 日本語ライティングプロセスとの比較

・ 書くプロセス重視の英作文指導のための基礎研究 ： ライティング方略

育成をめざす

・ 英語ライティング指導におけるピアフィードバックの効果

・ ピアフィードバックを用いた英語ライティング指導のための基礎研究

・ 日英語の対照修辞学

この他、 現在協同学習理論を取り入れた英語指導法に関する以下の研

究に取り組んでいます。

・ 協同グループ学習による英語教育の有効性 ： 動機づけの観点から

教授 広 瀬　 恵 子

外国語学部　英米学科

第二言語ライティング研究　英語教育学　協同学習

外国語 （英語） の学習 ・ 教育に関する英語教育学を研究しています。

特に、 ライティングに関する研究を行ってきました。

現在は、 学習者同士の学びあい―協同学習とピア ・ ラーニング―に焦

点をあて、 協同グループ学習を用いた英語指導の有効性を実証的に調

べ、 さらに実施上課題となる点も明らかにした上でより効果的な英語指導

法を構築する研究に取り組んでいます。

英語ライティング力の発達指標の探求　

（ヒロセ　ケイコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

　　19 世紀前半のアメリカ北東部、 特にニューイングランドと呼ばれる地

域を中心に、 労働史、 家族史、 ジェンダー史、 人種問題および政治に

関わる研究をしています。 具体的には、 アメリカで最初に水力力織機が

導入された綿工場で働いた女性労働者の労働 ・ 生活 ・ 余暇に関する実

証的研究、 南部の奴隷制に基づく綿花栽培に依存しながらも、 なぜ北

部綿工業都市において奴隷制反対運動が盛んになったのかについての

研究や、 当時参政権を持たない女性たちがおこなった政治的行動に関

する研究などです。

　　他方、 共同研究では、 史跡 ・ 記念碑 ・ 歴史記念事業に関する研究

をおこなっています。 植民地時代、 現在のマサチューセッツ州セイラム

近郊にあたる地域でおこった魔女裁判 （1692 年） をめぐる顕彰行為と地

域アイデンティティに関する研究、 ニューヨークにおける奴隷制の歴史と

埋蔵文化財保存問題に関する研究、 アメリカ史におけるボストン茶会事

件の位置づけをめぐる研究などがあげられます。

教授 久田　由佳子

外国語学部　英米学科

史学　西洋史　アメリカ史

トランプ政権発足後、 様々な問題が噴出し、 南部連合軍を顕彰する銅

像の撤去問題は死者を出す暴動にまで発展しました。 南北戦争が 150

周年を迎えてもなお、 アメリカ社会を二分するほどの影響をもつことが見

て取れます。 現大統領はまた、 現地メディアでしばしばジャクソン大統領

と対比されてもいますが、 日本人にはあまりイメージできないかもしれませ

ん。 歴史を学ぶことによって、 現代社会の側面が見えてくると私は考えて

います。

アメリカ社会の諸問題に関わる歴史的事象

（ヒサダ　ユカコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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チャールズ ・ ディケンズは 19 世紀イギリスを代表する小説家ですが 『ク

リスマス ・ キャロル』 で有名です。 その創作において、 親しまれている御

伽噺が 『ディック ・ ウィッティントンと彼の猫』 という 14 世紀にロンドン市

長に三度までもなった、 立志伝中の人物のサクセス ・ ストーリーで、 作

家に格好の素材を提供しました。 研究ではそうした民間伝承を利用して

ディケンズが人々の夢、 野心をどう描き、 また社会を批判したかを考察

しています。 他にもヴィクトリア朝の歴史小説等を研究しています。

准教授 榎 本　 洋

外国語学部　英米学科

ディケンズ　サクセス ・ ストーリー　『ウィッティントンと彼の猫』

今の大学では、 文学などの人文系学問の疎外は甚だしいものです。 か

つて 『世界文学全集』 なるものが刊行され、 外国文学書が書店の書棚

を飾っていました。 今では問題にされてません。 しかし、 世界中の文学

作品が日本語で読めたのですから、 これはすごいことなのです。 外国文

学が自国語で（つまり翻訳で）読める国は日本だけです。 講演、レクチャー

でお役に立てる機会があれば、 イギリス文学 （小説） を中心に世界の文

学を愉しめたらと思っています。

チャールズ ・ ディケンズと民間伝承

（エノモト　ヒロシ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

日本語における疑問文、 接続詞、 指標表現における統語的意味的研究

　日本語は他の言語と比べて、 特殊なのだろうか？詳細に研究していく

と、 日本語で見られる文法現象が日本語と歴史的、 地理的に関係のな

い言語でも見られることがある。 このことから人間の話すことばには普遍性

の存在を感じざるを得ない。 逆に、 日本語は多くの興味深い言語現象を

示し、 言語学全体に対する知見にも大きな貢献をしてきている。 このこと

からもわかるように、他言語を念頭に置きながら、日本語を探求することで、

大きな発見があると考えている。

教授 森 田　 久 司

外国語学部　英米学科

indexicals ／ coordination ／ intervention effects ／ focus

生成文法という枠組みで言語学、 特に統語論や意味論を研究していま

す。 一見、 言語学を研究をしているというと、 方言研究とか辞書編纂と

か未知の言語の研究だと思われるかもしれませんが、 それだけでなく、

自分が普段何気なく話す日本語の文をもとに仮説を提唱し、 それが日本

語だけでなく、 他の言語でも当てはまる規則だと分かると、 とても興奮し

ます。 なぜかというと、 それが言語の普遍性だけでなく、 人としての特性

を理解するヒントになるかもしれないからです。

日本語から見た言語の普遍性の研究

（モリタ　ヒサシ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

CP（文の種類）

TP（時制の決定）

VP（動詞句）
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19 世紀以降の科学の社会史、 特に科学技術分野での日英交流史を主

な研究テーマとしています。 あわせて幕末 ・ 明治期以降の日本科学史、

ヴィクトリア期以降のイギリス科学史、 高等教育史、 実験室の設計思想、

科学研究が営まれる 「場」 の展開、 科学の国際交流の発展についても

研究を進めています。 2007 年より分子科学研究所 （愛知県岡崎市） の

アーカイブ調査に従事していて、 第二次世界大戦後の日本の分子科学、

物理化学、 化学物理の展開にも興味を持っています。 また愛知県の大

学への就職を契機として、 お城で有名な犬山およびその周辺地域の科

学技術にも関心を持ち始めています。

准教授 菊 池　 好 行

外国語学部　英米学科

科学の社会史　日英交流史　化学史　科学史　大学史

科学技術分野、特に化学における日英交流史を研究しています。カリキュ

ラムや実験室の設計、 学会の組織の在り方など、 科学の研究教育体制

を形作る様々な要素は国境を越えて伝播します。 その一方、 移植の過

程で送り手、 受け手の国の文化的特徴が刻印され変容もします。 明治

期以降、 活発に交流した日英の科学技術者の営為に着目しながら、 そ

の伝播と変容のメカニズムの解明を目指しています。

19・20 世紀の日英文化交流、科学技術史

（キクチ　ヨシユキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

「英米特殊関係」 と戦後アジア国際秩序の形成

イギリス外交史 ・ 情報史の総合的研究

イギリスにおける対外戦略の形成システムの変容　―第一次世界大戦前

後を中心として―

情報機関をいかに民主的にコントロールするか　―インテリジェンス・オー

バーサイト論の構築―

准教授 奥 田　 泰 広

外国語学部　英米学科

西洋史　政治学　国際関係論　イギリス政治外交史　情報史

私はイギリス外交史を研究対象にしており、 近年は特にインテリジェンス

問題を考察してきました。 その経験を踏まえて、 現在ではインテリジェン

ス問題をも含み込む形で、 「戦後アジア国際秩序の形成」 のあり方を再

検討しています。 単にイギリスの外交だけにとどまらず、 国際秩序全般を

扱っています。 とくにイギリスとアメリカの世界的な影響力に着目していま

す。

「英米特殊関係」 と戦後アジア国際秩序

（オクダ　ヤスヒロ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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外国語教育、 通訳研究、 コミュニケーション論
・ 誤訳の研究 （2015）
・ 何がよく伝わるコミュニケーションか （2016）
・ 通訳エッセイ 『同時通訳はやめられない』 （平凡社新書） （2016）
・ The Economist に見る風刺画のコミュニケーション力 （2016）
・ The Economist に見る風刺画のコミュニケーション力　II （2017）
・ The Economist に見る風刺画のコミュニケーション力　III （2018）
・ 学生が選ぶ今週のニュース （2017）
・ ロンドン大学 SOAS （創立 100 周年 ・ 写真上） ATT8 で "Students'
Picks: News of the Week" を発表 （2017）

『同時通訳はやめられない』 を出版後、 朝日新聞天声人語、 読売新聞
よみうり寸評など各紙および 『翻訳者 ・ 通訳者になる本』 で取り上げられ
た。 「道上洋三の健康道場」（ABC 放送）、「たけしのニッポンのミカタ」（テ
レビ東京） に出演。
朝日カルチャーセンター （新宿） ( ２０１７) や通訳フォーラム２０１８ （東京）
で講演、　朝日教育会議 （二松学舎大学） パネリストとして登壇 （２０１８）
通訳エッセイの執筆も行なっている。

准教授 袖 川　 裕 美

外国語学部　英米学科

英語教育　通訳論　コミュニケーション論

放送 （NHK、 BBC、 CNN など） や会議の同時通訳に従事してきました。

現在は放送通訳も行ないつつ、英米学科で EIC （異文化コミュニケーショ
ンのための英語） を担当しています。 世界での発信力を高めるために、
英語力だけでなく、 日本語力も重視しています。

なお、 通訳エッセイや講演などもお受けしています。

外国語教育、 通訳、 コミュニケーション論

（ソデカワ　ヒロミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

研究テーマ ( 専門的助言が可能なテーマ )

18 世紀英文学、 前ロマン主義、 ロマン主義、 文献書誌学、 シェイクス

ピア関連の書誌学、 トマス ・ パーシー、 ジェイムズ ・ マクファーソン、 エ

ドモンド ・ マローン、 18 世紀のシェイクスピア受容、 18 世紀の好古学、

編集に関わる研究、 夏目漱石のオシアン詩翻訳、 ショパンのスコットラ

ンド紀行など

共同研究希望テーマ

センティメンタリズム、 偽作文学、 人生に役立つ英文学作品の実用的活

用 ( 特に希望 )

准教授 三 原　 穂

外国語学部　英米学科

口承文化と文字文化　18 世紀のシェイクスピア　学術編集

編集や文献学に関心をもちながら 18 世紀英文学研究を行っております。

文学的創造が、 材料を集めた後、 必要なものをつけ加えて、 不要なも

のを削ぎ落して、 材料どうしを結びつけたり、 引き離したり、 組み換えたり

する編集行為であるとすれば、 文学は編集と強く結びつくものであると言

えるでしょう。 編集研究から切り離された文学研究では、 作品が生み出

される前にみられた、 そして印刷紙面の外で展開された、 編集に関わる

動きは研究の対象外にされてしまう傾向が強いように思われます。 しかし、

その前と外にこそ、 文学の根本と直結する重要なものが存在するはずで、

編集をキーワードにした研究によってこのことを明らかにすることができると

確信しています。

18 世紀英文学

（ミハラ　ミノル）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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男性 女性

男性 女性

外
国
語
学
部

　近現代フランス史における子どものイメージについて研究しています。

ある時代の子ども、 家族、 教育などの視点から、 その社会の特徴を読み

解いていきます。

　具体的には次のようなテーマに関して、 これまで業績を発表しています。

　（１） 17 ～ 18 世紀フランスにおける学校と家族の変容

　（２） フランス革命期の子ども ・ ジェンダー ・ 家族

　（３） 子どもからみる 19 世紀近代フランス社会

　（４） 第一次 ・ 第二次世界大戦期フランスにおける子どもたち

教授 天野　知恵子

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

史学　西洋史　フランス近代史　フランス子ども史

女性や子どもに着目して歴史をふりかえると、 通常の歴史とはまた違う興

味深い過去をかいまみることができます。 そこには、 思いがけないたくさ

んの発見があります。 女性や子どもに何が期待されたのかその変遷の過

程をたどりながら、 社会の中で 「家族」 や 「教育」 が担った役割につい

て考える－私はその意義とおもしろさを広く語り伝えていきたいと思ってい

ます。 　　

近現代フランス史における子どものイメージ

（アマノ　チエコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

　20 世紀のイギリス児童文学、 特に労働者階級、 黒人 ・ アジア系等の

マイノリティ作家の作品やヤングアダルト小説 （18 歳くらいまでの十代の

少年少女を対象とする児童文学） を中心に研究しています。 最近は、

そのようなイギリス児童文学作品の日本での翻訳と受容についても研究し

ています。

講師 瀧 内　 陽

外国語学部　英米学科

イギリス児童文学

　20 世紀後半のイギリス児童文学の多様性や多文化主義の発展に注目

して研究しています。 日本で翻訳が出ている有名作家だけでなく、 イギリ

スでも忘れ去られているような作家についても研究しています。

現代イギリス児童文学

（タキウチ　ハル）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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外
国
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学
部

　中央集権国家の典型とされるフランスでの地方分権化に向けた法改革

について歴史的に整理するとともに、 同国の都市自治体における代表制

民主主義の機能不全問題を念頭に置いた参加民主主義の取り組みにつ

いて、 現地調査を交えながら研究しています。

【主な研究テーマ】

中央集権国家フランスにおける地方分権改革 （1994-2005 年）

フランスの 「近隣民主主義」 と住区評議会制 （2005-2015 年）

フランスにおける基礎自治体の 「広域化」 政策 （2016 年以降）

【主な学術書の出版 ・ 学術論文】

単著 『フランス地域民主主義の政治論―分権・参加・アソシアシオン―』

（御茶の水書房、 2005 年 11 月、 第 32 回東京市政調査会藤田賞）

単著 『市民社会を鍛える政治の模索―フランスの 「近隣民主主義」 と

住区評議会制―』 （御茶の水書房、 2015 年 1 月）

教授 中 田　 晋 自

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

フランス　地方分権改革　都市政治　地域民主主義　近隣民主主義

自治体間協力　市町村合併

　多様な言語 ・ 文化をもった人々を 「国民」 として統合するため、 フラ

ンス革命以来、 強力な中央集権体制をとってきたフランスが、 地方分権

化を求める声の高まりを受けて、 地方分権改革を実施したのは 1982 年

のことでした。 ただし、 同国の分権改革論議には、 国から自治体への権

限委譲だけでなく、自治体に委譲された権限をいかにして住民と 「分有」

するのかという問題意識がみられる点に特徴があり、 「地域民主主義」 と

呼ばれるこの改革課題が、 同時に実行されてきました。

フランスの分権改革と都市自治体の市民参加政策

（ナカタ　シンジ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

フランス語における定冠詞の特殊用法について (1996-2001)

フランス語における無冠詞名詞について (1999-2010)

フランス語における不定名詞句について (2010-2015)

フランス語における部分冠詞について (2015-)

教授 長 沼　 圭 一

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

フランス語学

フランス語の冠詞の用法を専門としておりますが、 出張講義等ではむし

ろ、 フランス語から入った日本語や日本でよく耳にするシャンソンなどに

触れ、 フランス語をより身近に感じていただくよう心がけております。 一方

で、 フランス語は世界の多くの国々で公用語や通用語として話されてい

る国際的な言語でもあります。 そんな身近でもあり国際的でもあるフラン

ス語を学ぶお手伝いができれば幸いです。

フランス語の冠詞の用法について

（ナガヌマ　ケイイチ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード



－ 14 －

男性 女性

男性 女性

外
国
語
学
部

　モロッコを中心に、 中東 ・ 北アフリカ地域の権威主義体制の研究をし

ています。

・ モロッコのイスラーム主義運動の研究 （2008 － 2014 年）

・ モロッコ君主制を支える政治制度の研究 （2013 年－）

・ アラブ君主制諸国の比較研究 （2013 年－）

・ モロッコ君主制の宗教 ・ 伝統儀礼の研究 （2014 － 2016 年）

・ 権威主義的君主制下の議会 ・ 政党の機能に関する研究 （2018 年－）

准教授 白 谷　 望

外国語学部　ヨーロッパ学科　フランス語圏専攻

政治学　地域研究　中東 ・ 北アフリカ　モロッコ　イスラーム

　専門は、 モロッコを中心とした中東 ・ 北アフリカ地域の研究です。 主に

比較政治学の手法を用いて、 「同地域ではなぜ、 権威主義体制が長期

間維持されるのか」 という問題関心のもと、研究を進めています。 現在は、

2011 年からの 「アラブの春」 で共和制以上の安定性を見せた君主制諸

国 （モロッコ、 ヨルダン、 湾岸諸国） に注目しています。

モロッコを中心とした中東 ・ 北アフリカ政治研究

（シラタニ　ノゾミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1. 現代フランス語におけるモダリティ表現について ： 本来モダリティを表

すいくつかのフランス語表現が事実を表すときにも使用されることに着目

し、 そのメカニズムと意味効果を認知語用論の観点を取り入れながら明

らかにする。  意味論と語用論のインターフェイス。

2. 公共掲示物に現れる行為促進型文の特性分析、 言語間比較 （日本

語 ・ 中国語 ・ フランス語） : 言語景観的な背景から収集した公的掲示

物を中心に特定の表現を選定し、 それぞれの言語の行為促進型文にど

のような社会的文化的特徴が反映されているかを考察。  

【主な著作】

『モダリティ表現にまつわる事実性の意味論』 (2018)、 弘学社

「法助動詞 devoir と pouvoir の陳述に関わる意味効果 : 語用論的観点

からの分析」 (2015)、 フランス語学研究第 49 号、 pp. 43-64

准教授 岸 本　 聖 子

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

フランス語学　認知言語学 意味論 語用論

言語について、 私たちが持っている認知能力との関わりから観察していく

ことで、 私たちが世界をどのように捉えているのか、 またそれをどのように

表現しているのかを明らかにすることができます。 特に一見大きく異なる

言語間においてその違いがどのように現れるのかを考察することは、 言語

の普遍性と個別言語の相違を審らかにすることに繋がり、 今後さらに深化

させたいテーマです。

現代フランス語におけるモダリティ表現

（キシモト セイコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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外
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１． カタルーニャはなぜ独立を望むのか？　スペイン ・ カタルーニャ問題

はどうなっていくのか？

２． カタルーニャの集合的アイデンティティはどのように形成されたのか？

３． カタルーニャの集合的アイデンティティと同地の産業革命 （工業化）

４． スペインの一体性は人間の基本諸権利に優先するとするスペイン ・

ナショナリズムはなぜ、 どのように形成されたのか？

教授 奥 野　 良 知

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

カタルーニャ　地域研究　集合的アイデンティティ　国民国家

専門は、 地中海に面しスペインとフランスにまたがって存在しているカタ

ルーニャ地方の研究です。 独自の言語 ・ 文化 ・ 歴史を持ち、 スペイン

のなかでは極めて珍しく、 議会主義 ・ 民主主義 ・ 共和主義の伝統や商

工業の伝統があり、 比較的強い集合的アイデンティティを有する （だが

閉鎖的な訳では決してない）地域です。 カタルーニャという地域を通して、

国民国家を再考することが私の根本的な問題関心です。

カタルーニャの独立問題とスペイン

（オクノ　ヨシトモ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

●地理学を基礎として、 景観に表出する地域の来歴から今を生きるわれ

われにとっての資産を見つけ出し、 将来に繋ぐための手助けとなる方法

論の構築を進めています。 変化を重ねるなかで育つ個性にこそ、 生きた

地域の魅力があるというのが、 研究の基本的な視点です。

●これまで、 名古屋 ・ 中川運河をフィールドとして、 地域の 「らしさ」 を

可視化 ・ 共有するためのコミュニケーションツールにあたる 「空間コー

ド」 を開発しました （左図参照）。 今後、このツールに改良を加えながら、

他の地域にも応用していきたいと考えています。

●主な連携先として、 地域らしさの継承と進化に関心をもつ自治体を想

定しています。 景観デザインなどの外形的側面にとどまらず、 土地利用

計画を柱として、 都市政策の各分野の連携を模索したいと考えています。

教授 竹 中　 克 行

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

地理学　都市論　地域づくり　地中海ヨーロッパ

大学院時代からの私の専門のフィールドは地中海ヨーロッパです。 外国

でのアカデミックな研究を基礎として、 そこで得た知見を日本での研究実

践にいかすべく努力してきました。 異なる地域の現実から学ぶ国際性の

ある研究教育を大学における自分の行動指針としています。 研究の中長

期的目標としては、 地理学の視点 ・ 方法を基礎としつつ、 都市計画や

建築などの計画論への橋渡しの方法論を構築したいと考えています。

地域の 「らしさ」 の可視化と共有―地理学からの試み

（タケナカ　カツユキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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1.2008- 現在 「スペイン植民地における魔術師 ・ 魔女狩りに関する研究」

（平成 20 年度科学研究費補助金基盤 （C） 研究代表者 谷口智子）

2.2008 「古代メソアメリカの宗教的世界観の視覚化」 （平成 20 年度大学

教育の国際化加速プログラム、 杉山三郎、 谷口智子、 河中治樹との共

同研究）

3.2010 「中米古代都市チョルーラのモニュメントと表象 ： データベースと

学術ネットワークの構築」 （平成 20 年度頭脳循環を活性化する若手研

究者海外派遣プログラム　杉山三郎、 谷口智子、 嘉幡茂、 小林貴徳と

の共同研究） 

4. カナダ ・ アメリカ ・ 中南米先住民の世界観の研究 （神話、 儀礼）

5. 地球環境問題と宗教、 アートとパーマカルチャー、 エコビレッジ、 自然

農

6. キリシタン研究

教授 谷 口　 智 子

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

ラテンアメリカ研究　宗教学　先住民　環境　パーマカルチャー

教員生活１5 年目に突入し、 １００人近くのゼミ卒業生を輩出しています。

私の専攻は宗教学。 カナダ、 北米、 中南米の先住民宗教とヨーロッパ

人の接触に関して研究しています （近世初期スペイン植民地の異端審

問や魔女狩りはその中の一例です） が、先住民の知恵に学ぶことは多く、

近年は地球環境問題に関連し、 パーマカルチャーや自然農にも関心を

持っています。 パーマカルチャーのワークショップも企画しています。

カナダ ・ アメリカ ・ 中南米先住民の宗教 ・ 神話 ・ 儀礼

（タニグチ　トモコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

スペイン語医療通訳勉強会

「スペイン語と社会」 が研究テーマです。 「なぜスペイン語？」 と問われ

ることがあります。 まずその問い自体が意味することを問うことから研究が

始まりました。 スペイン語から出発して、ジェンダー、多言語社会、言語権、

情報保障、 医療通訳という分野に研究対象を広げています。

＜共同研究＞①科研費基盤研究 (c) 「地域の多言語化促進要因と担い

手に関する国際比較研究」 (2016 ～ ) 研究代表者、 ②厚生労働行政推

進調査事業費補助金 「医療通訳認証の実用化に関する研究」 (2017)

研究分担者など

＜学術論文＞単著 「法律における 『性』 の記述」 堀田英夫編 『法生

活空間におけるスペイン語の用法研究』 ひつじ書房 (2016)、 単著 「文

化の仲介者たち　－スペインにおける公共サービスの実践と課題－」 竹

中克行編 『グローバル化と文化の境界』 昭和堂 (2015) ほか

＜社会活動＞あいち医療通訳システム通訳養成専門会議委員

准教授 糸魚川　美樹

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

スペイン語　多言語化　情報保障　言語権　医療通訳

世界中に多くの話者がいるという理由で、 スペイン語を学び始める人が

多いようです。 それだけでなく、 スペイン語を使ってどんなことをしたいの

か、 だれとどんなコミュニケーションをとりたいのかなどもいっしょに考えて

みてください。 スペイン語を例に、 社会とことばの関係を考えていきたい

と思います。

地域社会にみる多言語化

（イトイガワ　ミキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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男性 女性

外
国
語
学
部

1. ブラジルにおける人種 ・ エスニシティの問題

2. ブラジルにおけるジェンダーの問題

3. 海外におけるブラジル人女性移民の生活世界の構築過程

在仏ブラジル人女性の生活世界の構築過程に関する研究 （2016 －継

続中）

現代ブラジルのジェンダーに関する研究 （2015 －継続中）

在日ブラジル人女性の生活世界の構築過程に関する研究 （2012 －継

続中）

国際移動によるブラジル人女性の 「人種化」 の研究 （2008 － 2014）

准教授 渡 会　 環

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

ブラジル地域研究　ジェンダー　インターセクショナリティ

専門はブラジル地域研究です。 ブラジルが私にとって特に魅力的に映る

のは、 多民族社会であるために多様な文化があり、 ダイナミックに文化そ

して社会が形成され続けている点です。 多文化化が進む日本社会はこ

のブラジルから学ぶことが多いと思います。 この数年は、 海外に移住した

ブラジル人女性の生活世界について社会学と人類学の立場から研究を

しています。

ブラジルおよび海外におけるブラジル人女性

（ワタライ　タマキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1. ヨーロッパ国際政治史 ： ヨーロッパの国家がどのように形成され、 どの

ような歴史を辿り、 どのように変容したのかを、 神聖ローマ帝国末期 （マ

インツ大司教ダールベルクを中心に）、 ドイツ帝国におけるプロイセン王

国 （ポーランド系貴族フッテン＝チャプスキ伯爵を中心に） などを題材

に描く。

2. ドイツ政治思想 ： ドイツにおけるアイデンティティ思想がどのように展開

したかを、 政治評論家マックス ・ ヴェーバーやバイエルン出身のローマ

教皇ベネディクトゥス一六世などを題材に描く。

3. 日独関係史 ： ドイツの政治や政治関係諸学が近代日本にどのような影

響を与えたかを、 吉野作造、 上杉慎吉、 神川彦松、 大串兎代夫、 矢

部貞治、 安井郁などを題材に描く。

4. 愛知県の民俗祭礼 ： 県内各地の祭礼を見て回り、 愛知県の人間や

風土を描く。

教授 今 野　 元

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

ヴェーバー　　フッテン＝チャプスキ　ベネディクトゥス一六世

学問は政治の道具ではありません。 何にでも 「説明責任」 を求めるのが

昨今の風潮ですが、 学者に即効性があり見栄えがする 「社会貢献」 ば

かりを求めるなら、 学問の発展は歪になるでしょう。 逆説的なことですが、

学者とは一般社会から距離を置いて自分の世界を極めることによって、

却って一般社会の中にいる人々が気付かないことを、 一般社会の人々

にも伝えるという職業だと思います。 その意味で、 曲学阿世は学者の社

会的責任の抛棄になると思っています。

ヨーロッパ国際政治史 ・ ドイツ政治思想 ・ 日独関係史

（コンノ　ハジメ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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男性 女性

男性 女性

外
国
語
学
部

　人間の歴史は暴力のコントロールの歴史でした。 私はこれまで、 正当な

暴力の行使を独占する近代国家が出現する以前、 すなわち中世および

近世のドイツの都市社会をおもな対象に、 都市住民が日常生活におい

てふるう暴力と、 それをコントロールしようとする統治権力の政策について

考察してきました。 現在は、 日常的な暴力のみならず、 都市騒擾のよう

なより集団的で大規模な暴力も対象として、 統治権力がどのような方法で

暴力のコントロールに成功したか、 あるいは失敗したかを考察しています。

准教授 池 田　 利 昭

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

ドイツ中近世史　都市　暴力　

　近年、 暴力のコントロールがどのような方法でなされるかが経済発展に

計り知れない影響を与えるという、 仮説を提示した画期的な研究が現れ

ました。 私のこれまでの研究には、 暴力のコントロールと経済発展という

視点が欠けていました。 今後は、 かかる仮説をドイツ史上の具体例を通

じて論証できるか、 検討してみたいと思います。

ドイツ中近世都市における暴力と暴力のコントロール

（イケダ　トシアキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

　私の主な研究分野は、 ①ドイツ語教育、 ②ドイツ語学、 ドイツ語文法

です。

　①ドイツ語教育の分野では、 動詞の人称変化、 名詞の性、 名詞の複

数形など、 初学者にとって覚えるのが困難な文法事項を整理して、 本学

外国語学部ドイツ語圏専攻の文法 （1 年次） の教科書などに活かしてい

ます。 その際、 既習文法事項の知識を活かして、 新しい文法事項を学

習することに留意しています。

　②ドイツ語学、 ドイツ語文法の分野では、 伝達価値と言語表現、 テク

ストの構造、 文の統語構造について考察しています。 近年は、 特に形容

詞について、 具体的には、 形容詞とその目的語、 特に前置詞格目的語

の語順、 述語形容詞を伴った結果構文、 述語内容語的付加語などを

研究しています。

教授 人 見　 明 宏

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

ドイツ語学　ドイツ語文法　ドイツ語教育

　初学者にとって、 分かりやすく、 かつ内容的にも十分なドイツ語文法の

教材開発を目指しています。 その際、 学習者が苦手な文法項目を自分

で把握し、 学習を進めていけるような、 自律学習がキーワードになってい

ます。

初習外国語 （ドイツ語） の教材開発

（ヒトミ　アキヒロ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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外
国
語
学
部

清末から民国初期にいたる中国の思想史を研究しています。 西洋列強

による 「半植民地」 化の危機にさらされた中国が改革への模索を行った

時期です。 日清戦争の敗北も大きなきっかけになり、 思想界では王朝体

制を支える伝統儒教への批判と 「再解釈」 が試みられ、 同時に中国を

強国にするための西洋の思想や学術の導入が叫ばれました。 一足早く近

代化に成功した日本は、 西洋の学術や思想――当時の言葉で 「西学」

――を紹介する書籍を豊富にもっており、 そのような日本語の書籍は中

国人にとって 「東学」 と呼ばれ （中国共産党の成立に寄与した社会主

義思想の伝播もその一つでした）、 西洋近代文明のエッセンスを導入す

る際に重視されました。 明治日本は近代中国における近代的な知識や

制度の生成に大きな影響をもたらしたのです。 以上の見取り図を踏まえ、

より大きく 「中国の近代とは何か」 を思想史研究の立場から問いつづけ

ています。

教授 川 尻　 文 彦

外国語学部　中国学科

近代　思想史　清末中国　明治日本　中国哲学　梁啓超　東学

「改革開放」 の 1980 年代から今日まで日本人の中国イメージは大きく変

わりました。 当時、中国が 「経済大国」 になると誰が予想できたでしょうか。

また日中関係は悪化の一途をたどっています。 現実の中国の変化は私

たちの予想を裏切るほど激しく、 専門家ですら予測がつきません。 今こそ

10 年、 20 年ではなく、 100 年、 150 年の視野で中国や日中関係を考察

する必要性を痛感します。

中国近代思想

（カワジリ　フミヒコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

「大正主義」 とは、 明治 ・ 大正期の知識人に風靡した教養主義に支えら

れた 「大正生命主義」 と 「大正民主主義」 を指し、 この理念を受容し

た留学生の帰国後の活動と思想的な展開を研究しています。

【書籍出版】

1.( 単著 )『厨川白村現象在中国与台湾』台湾・秀威資訊出版、全 330 頁、

2017 年

2.( 共著 ) 『世界各国魯迅研究精選集 日本魯迅研究精選集』 「作爲表

現主義戯劇的 《鋳剣》」 北京 ・ 中央編譯出版社、 286-307 頁、 2016 年

3.( 共著 ) 『現代の日本における魯迅研究』 「近代的 < 鬼 > 概念の成立

―周作人 『孤児記』 から魯迅 『狂人日記』 への系譜」 『言語文化論

叢』 第 22 巻、 九州大学大学院言語文化研究院、 77-112 頁、 2016 年                                                                                                   

4.( 単著 ) 『中国語圏における厨川白村現象―隆盛・衰退・回帰と継続』

思文閣出版、 全 386 頁、 2010 年

5.( 単著 ) 『魯迅と西洋近代文芸思潮』、 汲古書院、 2008 年、 全 430 頁

教授 工 藤　 貴 正

外国語学部　中国学科

民国期知識人　台湾変革期　魯迅　周作人　雷震　厨川白村

魯迅、 周作人、 馮乃超、 張我軍、 雷震などの大正期に活躍した中華

民国期知識人と、 厨川白村、 芥川龍之介、 谷崎潤一郎、 吉野作造な

どの大正期に活躍した日本の知識人の知識交流の関係を専門にしてい

ます。

また、 漢族における 「神」 と 「鬼」 について、 思想的概念と民間信仰

的な概念を近現代文学との関りから考察しています。

講演やレクチャーなどで、 お役に立てるかと思います。 　　　　　　　　

中華民国期知識人における 「大正主義」 受容の研究

（クドウ　タカマサ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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男性 女性

男性 女性

外
国
語
学
部

専門は言語学です。 台湾の少数民族言語の一つ、 セデック語の文法を

研究しています。

台湾の少数民族の言語は、 長年の国語中心政策のために、 若い世代、

子供たちへの継承が途絶えかけ、 絶滅の危機に瀕しています。 現在は

民進党政権下で再活性化のための政策が採られています。

【著書】

2009 年 「セデック語」 『ニューエクスプレス ・ スペシャル 日本語の隣人

たち』 中川裕監修、 白水社

【現在の研究課題】

セデック語の文法の記述

教授 月 田　 尚 美

外国語学部　中国学科

言語学　台湾原住民族　セデック語　文法

台湾の少数民族の言語について、 彼らの言語が絶滅の危機に瀕してい

る状況について、 再活性化運動について、 お話できるかと思います。

台湾の少数民族の言語セデック語の文法

（ツキダ　ナオミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

東アジアにおける 「近代知」 の形成という問題は、 近年、 日本や中国、

韓国、 台湾の学界において関心を集めています。 私は、 明治期に近代

的学校制度が導入された後に刊行された漢史、 支那史、 東洋史の通史

書を体系的に分析しています。 この研究から、 江戸時代の藩校の漢史

教育で培われた漢学的中国史叙述が、 ヨーロッパ近代の学問の影響の

下で、 いかに文明史、 東洋史といった 「近代知」 に転換したかを明らか

にしたいと考えています。

これまでに明治初期の漢文・和文の中国史関係の歴史教科書、 ヨーロッ

パ文明史の影響を受けた田口卯吉の 『支那開化小史』、 明治期東洋史

学の代表的成果とされる桑原隲蔵の 『中等東洋史』 の中国史叙述につ

いて分析し、 国内外の学術誌や講演などを通じてその成果を発表しまし

た。 現在は、 那珂通世や宮崎市定の支那史、 東洋史の通史書のテク

スト比較を通じて、 「支那史」 から 「東洋史」 への転換にともなう中国史

叙述の変化を実証的に解明する作業に取り組んでいます。

教授 黄　 東 蘭

外国語学部　中国学科

支那史　東洋史　中国史叙述　明治日本

街に行くと、 本屋の店頭には中国史関係の書物が多く並んでいます。 そ

のなかには、 中国崩壊論や中国脅威論を唱える文句が目に付きます。

多かれ少なかれ、現実の中国と表象された中国との間に開きがあるのは、

今の時代に限ることではありません。 私が研究の対象とする明治時代の

日本も同じ状況でした。 明治の知識人たちがいかに現実の中国と向き合

いながら中国の歴史を書き続けていたかを考察するのが私の研究テーマ

です。

近代日本における中国史の通史的叙述

（コウ　トウラン）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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男性 女性

外
国
語
学
部

1. Politics and China Studies

2. Chinese Domestic Politics (esp. CCP organization, ideology, and 

leadership)

3. International Relations on East Asia

1. 中国政治

2. 中国内政 （特に中国共産党、 イデオロギー、 リーダーシップ）

3. 東アジアの国際関係

准教授 鈴 木　 隆

外国語学部　中国学科

Area Studies ／ Chinese Politics　地域研究　中国政治

My current research interests include the prospects for Chinese 

internal politics and its national security trend. 

中国政治と中国の安全保障政策が主な研究テーマです。

Politics and China Studies　中国政治

（スズキ　タカシ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

近年、 日本の 「食」 は世界各地で注目を集め、 海外での和食人気が

拡大しています。 日本の農林水産物 ・ 食品の輸出は伸び、 海外におけ

る日本食レストランの数は大幅に増加しており、 なかでもアジアはその中

心地といえ、 日本の食文化は、 健康、 安心 ・ 安全をキーワードに広がり

を見せています。 そうした状況のなか、 日系の食品産業 （ここで食品産

業とは、 農業企業、 食品加工企業、 外食産業、 食品小売業等をさす）

はどのような戦略のもと海外進出を行っているか研究を行っています。

【書籍出版 ・ 学術論文】

・「アジアの「和食」と日系外食チェーンの展開」鈴木隆・西野真由編『現

代アジア学入門』 芦書房、 2017 年 4 月

・ 「外食企業のグローバル化と海外進出戦略」 『日系食品産業における

中国内販戦略の転換』 日本農業市場学会研究叢書

筑波書房、 2015 年 4 月

准教授 西 野　 真 由

外国語学部　中国学科

農産物貿易　日系食品産業　販売戦略　中国　香港　台湾

主にアジアにおける農産物貿易、 外食企業、 食品加工業、 農業企業

のアジア地域への進出について調査 ・ 研究を行っています。 日本の食

品産業の海外進出は、 1990 年代以降中国を中心に大きく進展しました

が、 2000 年代以降は、 中国におけるコスト上昇等の要因により、 日本へ

の原材料供給基地としての役割は低下し、 消費者の購買力の向上にとも

ない市場としての存在感を増しています。 企業は新たな販売戦略の構築

を求められています。

アジアにおける農産物貿易と日本の食

（ニシノ　マユ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

海外で販売される日本産農産物
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男性 女性
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現代中国語の 「語構成論」、特に 「三字名詞」 が主な研究分野である。

現代の中国語学においては、 「語」 の研究は 「文」 の研究ほどには盛

んではない。 「名詞」 研究もほかの品詞に比べ、乏しい。 また、「三字語」

研究については、中国では 「対を良しとし、偶を尊ぶ」 という通り、「二字語」

研究ほどには重視されていない。 しかし、 私はこれらの研究分野は今後

大いに深められ、 重要性を増していくだろうと確信している。 また新たな

研究分野として、 世界における中国語の言語景観、 日中対訳、 社会言

語学なども射程に入れている。

●論文

・从 “门帘” “门帘子” “门帘儿” 的语义和结构谈起， 『中国語研究』，

白帝社 , 第 59 号， 67-82， 2017 年 

・ 「2+1」 型三音節複合名詞の二音節語基， 『杉村博文教授退休記念

中国語学論文集』 白帝社， 236 ‐ 257， 2017 年

講師 袁 暁 今

外国語学部　中国学科

語構成論　語構造　クオリア構造　現代中国語の三字名詞

言語景観　日中対訳　日中対照研究

計量分析の手法で得られた中国語の三字名詞の語構造と意味構造の規

則性に対して、言語使用者の認識度合いを測定するため、（三字限定の）

命名実験を行っていた。 今後、 語彙意味における日中両言語の類型を

見るため、同じ指示物に対し、（字数制限無の） 中国語と日本語との間で、

クオリア構造 （＝修飾部は中心部のどの役割を特定化しているか） の異

同を対照したい。

現代中国語の語構成論、日中対照言語学

（エン　ギョウキン）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

　主として現代中国語に関する言語学で、 特に認知言語学のパラダイム

で現代中国語の語彙 ・ 文法を中心とし、 日本語との比較研究も視野に

入れた研究を行っています。

　これまでは、 中国語における動詞や可能表現や結果構文を中心に研

究を行ってまいりました。 現在、 主に取り組んでいる研究課題は下記のと

おりです。

・ 中国語の二重主語構文に関する共時的 ・ 通時的な研究

・ 中国語の把構文に関する語用論的な研究

・ 中国語の文末語気助詞 「了２」 に関する語用論的な研究

准教授 楊 　 明

外国語学部　中国学科

言語学、 外国語教育、 中国語学

本学の中国学科では、 学生が中国語を専攻として学んでいます。 学生

が中国語や中国語圏の国々に関する知識を武器にして就職活動時や就

職後の競争に勝ち抜かなければなりません。 そのような学生に中国語の

文法や語彙が実際にどのように使われているのかについてわかり易く且つ

正確に解説できるように、 日々研究を重ねてきました。

現代中国語文法、 日中対照言語学、 中国語教育

（ヨウ　メイ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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　これまで、 おもにフランス語圏の西 ・ 中部アフリカの九つの国ぐにで、

狩猟採集社会の子どもと遊びの調査 （写真上）、 手話に関するフィール

ドワーク （現地調査） などを行ってきました。

　大学では、 異文化理解の基礎理論である文化人類学、 アフリカ地域

に関する講義などを担当するほか、 フィールドワークの技法を学生たちと

共有する社会調査実習に取り組んでいます。

　多文化 ・ 多言語の共存という観点から、 外国人や障害をもつ人たちを

包摂する社会を目指すことに関心があり、 研究テーマにするほか、 大学

では障害学生支援の業務にも取り組んできました。

【研究テーマ】 狩猟採集社会の文化人類学的研究／ろう者と手話に関

する人類学的研究／アフリカ子ども学／遊びの人類学　ほか

【教育上の取り組み】 社会調査実習／映像制作実習／旅の写真展／食

文化で学ぶアフリカ／バナナ料理教室 （写真下） ほか

教授 亀 井　 伸 孝

外国語学部　国際関係学科

文化人類学　アフリカ地域研究　フィールドワーク　子ども　手話

　「学問は、 足で歩き、 手を動かしながらするもの」 という側面を大切に

しています。 学生たちにも、 本やウェブの情報だけに頼るのではなく、 現

地を訪れ、 自分の手で写真や動画を撮り、 あるいは実際に料理を作りな

がら世界の食文化への理解を深めるなど、 体験に基づいた学びを推奨し

ています。 市民のみなさんにも、 体験に基づいた異文化理解のスタイル

を提案していければと願っています。

参考サイト ： 「亀井伸孝の研究室」　http://kamei.aacore.jp/

アフリカを中心とした異文化理解の研究と実践

（カメイ　ノブタカ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

音楽におけるエキゾチズム （異国情緒 ・ 異文化情緒）

戦前 ・ 戦時中日本のポピュラー音楽における大陸アジアの表象

明清楽 （日本における中国系音楽） の明治時代から昭和初期にかけて

の変遷、 日本のポピュラー音楽との関係

日本と欧米の音楽における中東に対するエキゾチズム

戦前日本のジャズ、 日本で流行したアメリカの 「ジャズソング」

教授 エドガー ・ ライト ・ ポープ

外国語学部　国際関係学科

芸術学　美術史　ポピュラー音楽史　文化人類学　民族音楽学

音楽におけるエキゾチズム

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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女性学、 文化人類学の領域で主に日本の文化と人間関係を研究してい

ます。 また、日米文化比較、メディア研究 （米国のハリウッドやディズニー

映画）、 マンガ・アニメ研究もしています。  文化の中で、 文化的価値観、

偏見、 差別はどのように生まれ、 人の考え方や生き方、 人間関係を左

右するのかを研究しています。 文化的価値観、 ステレオタイプ、 偏見が

生まれる時のメディアの役割も研究しています。

単著 “Japanese women’s suicide and depression”

 『Communicating Women’s Health』 Routledge, 2016

共著 “Mixing man and monkey in Planet of the Apes” 『Tim 

Burton』 McFarland & Co., 2016

単著 “Queer male TV commentators” 『Queer media images』

Lexington Books, 2013

共著 “A ‘vexing implication’ : Siamese cats” 『Diversity in 

Disney films』 MacFarland & Co., 2013

准教授 秋田　貴美子

外国語学部　国際関係学科

ジェンダー　日米文化　人間関係　メディア　マンガ　アニメ

米 国 の 大 学 ・ 大 学 院 （Saint Mary’s College 及 び University of 

Central Florida にて） で合計 13 年間教鞭を執り、 2014 年に帰国し、

愛知県立大学にて英語科目を担当しています。 在米期間は合計 20 年

です。 米国ではコミュニケーションの授業 （異文化、 ジェンダー、 非言

語、 家族）、 マンガ・アニメ学、 研究セミナー （国際コミュニケーション、 

異文化コミュニケーション、方法論） を担当しました。  審議委員の依頼、

講演、 レクチャーなど可能な限り対応します。

文化、 人間関係、 ジェンダー研究

（アキタ　キミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

外国人とのコミュニケーション場面における問題解決 （例 ： 日本人と外

国人が共に働く組織における問題解決、 外国人に対する （主に日本語

を使っての） 窓口業務での改善） など、 グローバル化が進んだ業務の

現場で実際に起きる問題について、 日本語教育の立場から、 解決する

方法を探っていきます。 これまで、 地域での日本語ボランティアの育成

や日本語の教材開発などを手掛けた経験があります。 外国人の日本語

能力を向上させるという観点だけでなく、 日本人が外国人や世代の異な

る日本人に対してどのように話せばわかりやすいかという点も重視していま

す。

もう一つのテーマは、 地域、 産業界、 自治体など複数の団体の連携に

よる協働教育プログラムの開発です。 これまで、 地域の企業や自治体と

協力した多言語プロジェクトを実施してきました。 人材育成のための実践

的なプログラムを、 インタラクショナル ・ デザインの観点から共に設計す

ることが考えられます。

教授 宮 谷　 敦 美

外国語学部　国際関係学科

日本語教育 外国人住民支援　多文化共生　アクティブラーニング　

大学生と若手職員 （企業人） との共同研修の設計や、 自治体における

「やさしい日本語」 による広報作成のための指針作り、 日本語ボランティ

ア研修設計などの活用が考えられます。

外国人への日本語支援、 プロジェクト型研修の設計

（ミヤタニ　アツミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容
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　日本に暮らす外国人住民の中で第５番目に位置づけられるブラジル人

に着目し、 多文化化する日本社会における外国語としてのポルトガル語

教育をテーマに研究しています。 こうした中、 日本人の高齢化とともに、

外国人住民にも高齢化の波が押し寄せています。 そこで、 日本社会と同

様、 多文化化する介護現場において、 日本人介護従事者がブラジル人

介護利用者にサービスを提供する際、 また、 ブラジル人介護従事者が

日本人介護利用者にサービスを提供する際、 どのような知識を身につけ

ておくべきかを探ることが現在の私の関心事です。

准教授 髙阪　香津美

外国語学部　国際関係学科

ポルトガル語教育　多文化共生　外国人住民の高齢化

　これまで様々な学部 ・ 学科の学生に対するポルトガル語教育を担当し

てきました。 その中で感じるのは、 地域に多くのブラジル人が暮らしてい

るものの、 街で突然、 声をかけることは不自然であるため、 実際にブラ

ジル人と会う、 あるいは、 ポルトガル語を用いるというある種特別な機会

を設け、 学生のポルトガル語の学習動機を高めることが教員の果たす役

割の一つであるかもしれないなということです。 そこで、 多文化化する介

護現場を学生とともに訪問できたらと思います。

ポルトガル語を学んで、 使って、 役立てて

（コウサカ　カツミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

社会学的観点から、 アイルランド共和国および北アイルランドにおける文

化ナショナリズムの研究をしています。 近年はとりわけ後者を主に対象と

しています。 北アイルランドでは長く紛争が続いていましたが、 1998 年に

ベルファスト合意が成立しました。 その後の社会では、 対立する考え方

や文化に 「価値の同等性 (parity of esteem)」 を認めることが目指され

ました。 しかし、 紛争が続いていた社会では、 「文化」 は政治と不可分

であり、 他者の文化の 「価値」 を認めることは容易なことではありません。

また、 「文化」 をめぐる議論が、 北アイルランドの自治政府の存続をも揺

るがす事態となっています。 本研究では、 北アイルランドの 「文化」 を

めぐる言説を分析するとともに、 異なるものの見方を共有する手段として

のメディアの多様化にも焦点を当てています。

写真 ： ストーモント国会議事堂

准教授 福 岡　 千 珠

外国語学部　国際関係学科

社会学　ナショナリズム　アイルランド

社会学的な観点から、 アイルランドの文化ナショナリズムを研究していま

す。 とくに近年は、 和平成立後も変化を続けている北アイルランド社会に

注目しています。

アイルランドにおける文化ナショナリズム

（フクオカ　チズ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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1. 国家間法としての一般国際法規則の現代グローバル法秩序への適用

（科学研究費若手研究 B ： 2017 年 -2020 年）

2. 現代グローバル法秩序における投資家の慣習法規範形成に与える役

割 (2016 年度サントリー文化財団 「若手研究者のためのチャレンジ研究

助成」 )

【主な研究内容】

・ 外交的保護制度の理論と実際 （2007- 現在）

・ 国際人権法と国家責任法との交錯―外交的保護制度の新展開の可能

性 （2009-2012）

・ 主権概念の再構築による 「法的」 人道的介入―国際司法裁判所にお

ける個人の保護― （2013-2014）

・ 投資紛争における損害と責任の国際公法的評価 （2014- 現在）

准教授 山 下　 朋 子

外国語学部　国際関係学科

国際法学　国際公法　外交的保護　管轄権　国際投資

私が現在注目している国際投資仲裁は、 企業が投資先の外国政府を直

接相手取り、 国際投資紛争解決センター （ICSID） 等の国際的な場で

仲裁を行うという制度です。 国際法の中では新しい制度で、 2000 年以降

に爆発的に利用されるようになりました。 ものづくり県と呼ばれる愛知県で

は、 多くの企業が海外との取引を行っているため、 今後このような制度が

積極的に活用されていくことになるでしょう。

国際投資仲裁 （企業 ・ 投資先外国政府間の仲裁）

（ヤマシタ　トモコ）

研究者からのメッセージ
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もともとベトナムの労働問題の研究をしていました。 企業 ・ 労働調査を繰

り返すなかで、 工場ではたらく不熟練青年労働者と農村社会とのつよい

結びつきに気づかされました。 現在、 就労と家計に着目して農村調査を

実施しながら、 近年、 変化の著しいベトナム社会を理解することをめざし

ています。

【主な著作】

　◆　『ベトナムにおける労働組合運動と労使関係の現状』

　　　（2017） 東海大学出版部

　◆　「ベトナムにおける地方雇用機会と農村世帯の就業 ・ 家

　　　計構造」 （2013） （『高度経済成長下のベトナム農業 ・ 農

　　　村の発展』 アジア経済研究所 所収）。

【現在の研究課題】

　メコンデルタにおける非農業部門の発達と農村世帯の経営 ・ 家計 ・ 就

労の戦略 （科学研究費助成事業 ・ 若手研究 B）

准教授 藤 倉　 哲 郎

外国語学部　国際関係学科

ベトナム地域研究　農村社会経済論　労働問題

経済成長著しいベトナムも、 とくに農村での高齢化が進むなど、 日本とも

共通の課題を抱えつつあります。 環境 ・ 社会 ・ 経済など様々な側面か

らの社会の丸ごと理解を目指してきた農村研究の経験が、 日本の農村

問題や地域振興の課題にも役立てられればと願っています。

高度経済成長下のベトナム農村の研究

（フジクラ　テツロウ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容
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現在の研究課題
教授 石 原 　 覚

（イシハラ　サトル）

外国語学部　英米学科

古英語の聖書的表現に関する研究

現在の研究課題
教授 村 山　 瑞 穂

（ムラヤマ　ミズホ）

外国語学部　英米学科

1. 日系二世知識人とアフリカ系アメリカ新聞―異人種間共闘をめぐる

語りの比較分析 2. アジア系アメリカ文学とトランス ・ ナショナリズム 3. 

ハリウッド映画にみる日本人の表象 （アメリカ文学作品の映画化につい

ての考察）

現在の研究課題
教授 池 田 　 周

（イケダ　チカ）

外国語学部　英米学科

1.  小学校英語教育における音韻認識および初期リテラシー指導の意

義と方法 2.  小 ・ 中 ・ 高等学校の英語科教員養成と研修のあり方 3.  

英語リーディングにおけるテクスト中の論理関係の把握

現在の研究課題
教授 野 内　 美 子

（ヤナイ　ハルコ）

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

EU における通貨 ・ 財政政策の改革

現在の研究課題
准教授 伊 藤　 滋 夫

（イトウ　シゲオ）

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

1. 中世後期 ・ 近世フランスにおける地方財政、 とくに直接税徴税シス

テムの形成 2. １８世紀フランスにおける公債制度と金利生活者の社会

的様相 3. １８世紀フランスにおけるフィナンシエ （財務官僚・金融業者）

の人脈関係

現在の研究課題
准教授 佐 藤　 久 美 子

（サトウ　クミコ）

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

1. フランス文学作品における文体、 文学的技巧の効果について 2. 文

学批評の可能性と課題 3. 日仏文化交流の歴史と意義

現在の研究課題
講師 佐 藤　 雅 哉

（サトウ　マサヤ）

外国語学部　英米学科

アメリカ現代史 （アラブ ・ イスラエル紛争、 国際女性運動）
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現在の研究課題
准教授 原 　 潮 巳

（ハラ　シオミ）

外国語学部　ヨーロッパ学科フランス語圏専攻

1. マルセル ・ プルースト 2. 第３共和政下の小説と音楽 3. ベル ・ エポッ

クの文化

現在の研究課題
教授 江 澤　 照 美

（エザワ　テルミ）

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

日本における外国語としてのスペイン語教育 (ELE 教育 ) と効果的なス

ペイン語教授法の追求、 MCER 及び PCIC ・ NRE 研究

現在の研究課題
教授 小 池　 康 弘

（コイケ　ヤスヒロ）

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

1. キューバ現代政治 （ナショナリズムと社会主義の関係を軸に 1990

年以降のキューバ社会の動態および革命体制の継承と変容について）

2. ソフトパワー外交 （キューバを中心に） 3. ラテンアメリカにおける社

会発展と民主化、 あるいは国家と社会の関係 4. 海外 （特にメキシコ）

での長期インターンシップを通じた人材育成

現在の研究課題
教授 櫻 井 　 健

（サクライ　タケシ）

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

1. 言語変化 2. 言語接触

現在の研究課題
教授 平 井 　 守

（ヒライ　マモル）

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

1. ヴァルター ・ ベンヤミンのモナドロジーについての研究　2. 「秘められ

たドイツ」 とゲオルゲ ・ クライスについての研究　3. マックス ・ コメレル

の批評活動についての研究

現在の研究課題
教授 山 本　 順 子

（ヤマモト　ジュンコ）

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

1. 表現主義とダダイズム 2. 知覚変容論 3. メディア論

現在の研究課題
講師 田 邊　 ま ど か

（タナベ　マドカ）

外国語学部　ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻

1. スペイン黄金世紀 （16， 17 世紀） 文学

2. ルイス ・ デ ・ ゴンゴラ
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現在の研究課題
准教授 杉 原　 周 治

（スギハラ　シュウジ）

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

1. 基本権競合論 2. 放送法制と放送の自由 3. インターネットと法

現在の研究課題
准教授 四 ツ 谷　 亮 子

（ヨツヤ　リョウコ）

外国語学部　ヨーロッパ学科ドイツ語圏専攻

・ 地域活性化のプラン策定におけるパフォーミングアーツの可能性に

ついて ・ 日独における劇作品の翻訳と俳優の身体の変遷について

現在の研究課題
准教授 小 座 野　 八 光

（コザノ　ヤコウ）

外国語学部　中国学科

1. 大恐慌期・第２次大戦期前後のジャワ村落社会の変容プロセス 2. 第

２次大戦期との関わりにおける東南アジア地域社会研究

現在の研究課題
教授 東 　 弘 子

（アズマ　ヒロコ）

外国語学部　国際関係学科

社会制度の中での言語学。 日本社会における情報保障と 「日本語」

の権力に関する考察。 新しいメディアにおける表現の日本語教育への

活用の研究。 とくに海外での日本ポップカルチャー作品 ( アニメ ･ マン

ガ等） の受容の中での言語と文化。

現在の研究課題
教授 木 下　 郁 夫

（キノシタ　イクオ）

外国語学部　国際関係学科

1. 外交関係 2. 国際ガバナンス 3. 国際仲裁

現在の研究課題
教授 髙 橋　 慶 治

（タカハシ　ヨシハル）

外国語学部　国際関係学科

1. キナウル語記述研究 2. チベット語構文論

現在の研究課題
教授 半 谷　 史 郎

（ハンヤ　シロウ）

外国語学部　国際関係学科

日本人の見たソ連 （特に 1956 年の日ソ国交回復後の戦後期）
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現在の研究課題
准教授 山 口　 雅 生

（ヤマグチ　マサオ）

外国語学部　国際関係学科

1. 最低賃金の政策効果 2. 長期停滞と経済成長 3. 金融政策と為替レー

トの動向

現在の研究課題
准教授 矢 野　 順 子

（ヤノ　ジュンコ）

外国語学部　国際関係学科

ラオスの国民国家建設と在外ラオス人

現在の研究課題
准教授 アンドレア ・ カールソン

（アンドレア　カールソン）

外国語学部　国際関係学科

多様なコミュニティのソーシャルエモーショナルサポート
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古来、 愛知県は東海道の要地として、 多くの文学者たちが旅をしました。

古くは在原業平から、 西行も、 宗祇も、 そして、 芭蕉もその足跡を記し

ています。 東海道のみならず、 三河国から知多半島、 渥美半島経由で

伊勢国に至る道筋を連歌師や俳人が旅をし、 水辺の自然を題材に豊か

な文学が生まれています。 旅に生きた歌人、 連歌師、 俳人たちの残し

た紀行文や和歌、 連歌、 俳諧作品から、 尾張国、 三河国の各地の先

人の営みを探っています。

　【書籍出版】

共著　『心敬連歌 訳注と研究』　( 平成 27 ・ 笠間書院 ) 平成 28 年度文

部科学大臣賞受賞

共著　『中世日記紀行文学全評釈集成　第 7 巻』 ( 平成 16 ・ 風間書房 )　

等

教授 伊 藤　 伸 江

日本文化学部　国語国文学科

和歌 ・ 連歌 ・ 俳諧 ・ 俳句　心敬　宗祇　芭蕉　紀行　日記

現代の日本文化の源流であり、 今も変わらぬ価値を持つ古典の魅力を

引き出し、 伝えることを目的として、 カルチャーセンターなどの講座で、

百人一首や徒然草についてお話ししています。 古典の思想を読み直す

ことが、 個人にとって、 新たな明日を生きる力になるようにと願いお話しし

ています。 また、 愛知のさまざまな地域の自然をテーマにした先人の文

化の豊穣な蓄積に改めて目を向けることで、 地域への愛着と誇りを共有

できることもすばらしいと思っています。

愛知県の文学

（イトウ　ノブエ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1. 『今昔物語集』 諸本の成立の様相

2. 医事説話の注釈

3. いくさの物語の研究

上の写真は、 『今昔物語集』 に由来の話が載る愛知県豊川市にある犬

頭神社です。

下の写真は、 浄瑠璃姫物語に関連する愛知県岡崎市の碑です。

説話文学は、 こうした地域の伝承に基づいた話も多くあります。

こうした観点から、 初学者向けの本 『愛知で知る読む日本文学史１５講』

（三弥井書店、 二〇一七年九月刊） を刊行しています。

教授 中 根　 千 絵

日本文化学部　国語国文学科

日本文学　中世説話文学　医書と説話　１７世紀の中世文学受容

『今昔物語集』 などの説話文学を専門にしています。 講演やレクチャー

などお役にたてるかと思います。

日本の説話文学

（ナカネ　チエ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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学校の国語の時間に習った品詞分類は、 抜本的な見直しが求められて

います。 特に 「ねえ、 ちょっと」 のような呼びかけや、 「んー」 のようなあ

まり意味のなさそうな、 言葉のような言葉でないような存在については未

開拓の領域です。

同じ 「ちょっと」 という言葉であっても、 用法によってさまざまな品詞へと

転成します。

話し手 ・ 聞き手 ・ 傍観者たちの間で談話が繰り広げられる中で、 談話の

開始 ・ 継続 ・ 終了といった側面から品詞を見直してみましょう。 また日常

会話も 「物語」 を語っているという側面を持つことから、 文学論的な視

点も合わせて考えてみましょう。

教授 福 沢　 将 樹

日本文化学部　国語国文学科

文学　各国文学 ・ 文学論　日本語学　物語論　文法

学校で習ったことは、 そのままにしておいては勿体ないです。 卒業後も一

生かけて 【個人的に】 アップデートし続け、 【自分だけの】 ものを創り上

げていくのがよいと思います。 ことに日常の言葉というものは、 素人でも深

い考えができそうに思えないでしょうか。 私の研究が何かのヒントになれば

と思います。

談話論的物語論的品詞分類

（フクザワ　マサキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

　戦争、 病い、 不況、 災害など、 社会事象や自然現象による 「不安」

は、 人にさまざまな表現をもたらしてきました。 自身を取り巻く不安な事象

を、人はどのように内面化し、相対化し、また、乗りこえてゆこうとするのか、

その際の表現行為は、 人にどのような意味や力をもたらすのか、 日本の

近現代詩に象られた 「不安」 から考えます。

【関係著書】　

『鮎川信夫研究―精神の架橋』 （2002 日本図書センター）

『戦争のなかの詩人たち― 「荒地」 のまなざし』 （2012 学術出版会）

『言葉の文明開化』 （共著） （2007 学術出版会）

『コレクション・都市モダニズム詩誌 〈第 13 巻〉 アルクイユクラブの構想』

（編著） （2010 ゆまに書房）　

『コレクション・都市モダニズム詩誌 〈第 30 巻〉 戦後詩への架橋 〈2〉』 （編

著） （2014 ゆまに書房）　ほか　　　　　　　　　　　　　　　　　

教授 宮崎　真素美

日本文化学部　国語国文学科

文学　日本文学　近 ・ 現代詩

　「不安」 は、 私たちの 「生」 の感覚を揺るがしますが、 「不安」 に基

づく表現を追究することは、 同時に 「生」 の諸相をあぶり出すことにもつ

ながります。 作品の中のたった一語に注がれた眼差しから、 世界が大き

く拡がってゆくような対象との向き合い方をとおして、 このテーマを捉えて

ゆきたく思います。

日本近現代詩に探る 「不安」 と 「生」

（ミヤザキ　マスミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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1. ロシア資料による鹿児島方言史研究

2. 日本語史研究

3. 現代方言の記述研究

写真 （上） ： 方言調査で訪れた宮崎県東臼杵郡椎葉村 （柳田国男ゆ

かりの地 ・ 中瀬邸）

写真（下）：ロシア資料（18 世紀の鹿児島方言をキリル文字で写した資料）

の調査で訪れたロシア ・ サンクトペテルブルク （エルミタージュ美術館冬

宮）

准教授 久 保 薗　 愛

日本文化学部　国語国文学科

言語学　日本語学　日本語史　方言　鹿児島方言　方言史

日本語史として記述される多くは中央語の歴史であり、 方言の歴史はあ

まり明らかになっていません。 日本には多様な方言が存在しており、 各方

言には現在に繋がるそれぞれの歴史があるはずです。 僅かに残った方言

文献と、 現代方言からその歴史の一端を明らかにすること、 そして日本

語史を複線的に捉えることを目指しています。 方言の担い手である地域

の皆さんとともに言葉の歴史を考えて行きたいと思っています。

方言を含めた日本語史研究

（クボゾノ　アイ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

〈専門〉

中国南北朝隋唐時代の学術

〈主な研究課題〉

南北朝隋唐時代における学術 （主に礼学） の展開とその継承

儒教における服喪儀礼の理論とその実際の運用

『漢書』 及び 『文選』 の注釈の受容 （含む日本）

〈主な書籍〉

・ 単著 『漢書注釈書』 （遊学社、 2017 年）

・ 共訳 『全訳顔氏家訓 』 （汲古書院、 2018 年）

・ 共訳 『中国史書入門 現代語訳 隋書』 （勉誠出版、 2017 年）

・ 共訳 『朱子語類』 訳注 巻八四～巻八十六 』 （汲古書院、 2015 年）

准教授 洲 脇　 武 志

日本文化学部　国語国文学科

唐代　経学　儒教　『論語義疏』　『漢書』　『隋書』　『文選』

　先人は漢文で書かれた中国の書籍から多くの知識を学び、 それらを取

捨選択したりアレンジしたりして自国の文化を発展させてきました。 中国

の文化を知ることで、より深く日本文化を知ることができるのではないでしょ

うか。 また、 先人は漢文で数多くの文章を書いてきました。 漢文で書か

れた文書や碑文なども積極的に読解し、 郷土史などにも貢献したいと考

えております。

漢文学、中国古典学、中国中世の学術

（スワキ　タケシ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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平安文学における女王と王権についての総合的研究

・ 斎宮の文学史 （2011 ‐ 2016）

・ 皇女 ・ 女王と王権に関する文学史的研究 （2014 ‐ 2016）

准教授 本 橋　 裕 美

日本文化学部　国語国文学科

斎宮　中古文学　日本文学

平安文学、 特に 『源氏物語』 を中心に研究しています。 平安文学に

は、 たくさんの女性たちが登場します。 天皇家の姫君である 「皇女 ・ 女

王」 はとりわけ身分が高く、 さまざまな役割を担っていました。 政治に利

用されることがあっても、 気高く生きた彼女たちの姿を物語文学を読むと

いうところから分析します。 女性の在り方を考える上でも、 皇女 ・ 女王の

活躍を知っていただけたら幸いです。

平安時代の皇女と王権の研究

（モトハシ　ヒロミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

・ 曲亭馬琴を中心とする近世中後期小説の研究

・ 通俗軍談の受容に関する研究

・ 〈宮本武蔵もの〉 実録に係る研究

　曲亭馬琴の読本を中心に、 作品の成立過程や作者の工夫などを研究

しています。 また、 近世前期に多く刊行された中国講史小説の翻訳で

ある 「通俗軍談」 が後世の文芸にいかに利用されたかといった研究や、

近世期に写本で流布した宮本武蔵の 「実録」 についての研究を行って

います。

【上】 馬琴作 ・ 歌川豊広画 『朝夷巡島記全伝』 六編

【下】 旧 ・ 弘前市立図書館 （撮影 ： 三宅宏幸）

　　　＊弘前市立図書館では宮本武蔵もの実録を含む、

　　　　多くの近世期の文芸が所蔵されています。

准教授 三 宅　 宏 幸

日本文化学部　国語国文学科

文学　日本文学　近世文学

　日本の江戸時代は庶民に文化が花開いた時代です。 この時代の文芸

は、 混沌とした現代を生きる我々にとって 〈再発見〉 の場であり、 また一

方で 〈新発見〉 ができる場でもあります。 近世の庶民達が何をどのように

楽しんでいたのか、 その一端を探っていくと、 現代社会と通じるところが

あると感じることがあります。

日本近世の中後期小説研究

（ミヤケ　ヒロユキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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①石川淳や太宰治を中心とした昭和初期から戦時下の日本近代文学研

究

②虚構としての文学作品と現実の同時代社会の関連についての考察

③ 〈不安〉 から照らす 〈生〉 の諸相についての考察

主に昭和期の文学を中心として、 虚構である文学作品と現実の社会との

関連を考えており、 文学作品が人間社会をどのように虚構面で支えてい

るか、 ということを研究テーマとしています。 それはまた人間の 〈生〉 と

いう根源的な局面に文学がどのように影響を与えるかという問題でもあると

考えています。

写真上 ： 昭和初期の文芸雑誌 『作品』

写真下 ： 文芸雑誌 『文学界』 創刊号 （昭和 8 年 10 月） 目次

准教授 若 松　 伸 哉

日本文化学部　国語国文学科

日本文学　日本近代文学　昭和文学　石川淳　太宰治

昭和期の日本近代文学を専門としており、 太宰治や石川淳といった作家

に関しての講演や、 文学研究から見た国語教科書についての講演など

をこれまでにも行ってきており、 こうした活動を通して地域に貢献できると

考えています。 また、本学において舞台演出家をお招きして 「不安と生」

をテーマにした学術講演会も企画しました。

無頼派を中心とした昭和文学

（ワカマツ　シンヤ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

１． 日本近世の地域秩序に関する研究

２． 日本近世社会における金融構造に関する研究

３． 日本近世の用水 ・ 治水技術に関する研究

４． 大航海時代のイベリアンインパクトと日本民衆の意識に関する研究

【主な研究テーマ】

・近世農村社会における土地所有と金融構造の特徴に関する研究 （1985

－継続中）

・近世地域社会における水利秩序の構造に関する研究 （1990 －継続中）

・近世の山林支配と山入会地の秩序構造に関する研究 （1999 －継続中）

・ 尾張藩山方同心の職務と生活に関する研究 （2000 － 2005）　

・ 大航海時代のイベリアンインパクトと日本における民衆意識形成に関す

る研究 （2013 －継続中）

教授 大 塚　 英 二

日本文化学部　歴史文化学科

豪農　報徳仕法　郡中議定　家政改革　郡中惣代　大航海時代

近世の古文書資料をたくさん調査してきました。 その結果、 それぞれの

地域的な特質もよく見えるようになりました。 いわゆる東海地域といわれる

ところの行政機構の歴史的な特徴、 経済的なまとまり、 人々の意識のあ

り方などは決して単純ではなく、それぞれに個性があります。 愛知、東海、

日本、 そして地球規模で、 地域にこだわって歴史や社会について、 一

緒に考えてみませんか。

日本近世の地域秩序に関する研究

（オオツカ　エイジ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

「金子借用証文」

『吉利支丹抄物』（一部）
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　日本史、 特に中世 （平安時代後期、 鎌倉時代、 室町 ・ 戦国時代）

の歴史について、 地域史や民衆生活史に重点を置いて研究しています。

世界史のなかの日本中世民衆生活史という視野で、 愛知 ・ 東海地域の

歴史を探っています。

　その場合、 古文書や古記録といった史料に基づいて、 歴史上における

ナマの声を探るよう努めています。 『愛知県史』 『瀬戸市史』 『三重県史』

『亀山市史』 などの編纂に携わってきました。 地元にはほかにも自治体

史がとても充実しています。それらをじっくり活用することが大事です。また、

寺院などで調査することも必要で、 愛知ないし東海地域の豊かな文化遺

産をさらに見出そうとしています （左下写真は学生との古文書調査）。

　専門書として 『東アジア世界における日本中世仏教』 (2012 年 ) など

がありますが、上に挙げた自治体史のほか、　『国境の歴史文化』　( 編著、

2012 年 ) が直接関係します。

教授 上 川　 通 夫

日本文化学部　歴史文化学科

史学　日本史　中世史　地域史　民衆史　仏教史

地域の民衆生活史には、 先人たちが苦闘の歩みの中で見出してきた、

生きる希望とその継承 ・ 発展を後世に託す思いとが含まれています。 そ

れらを埋没させず、 しっかり聞き取る必要があります。 歴史を考えることは

地道かつ主体的な知的創造活動です。 それは趣味や懐古ではなく、 人

間存在の本質的な理由をヒューマンな見地から探究する営みです。 身

近な歴史にそれらを実感することは、 私たちの未来を理想に近づける第

一歩でしょう。

愛知 ・ 東海地域における歴史文化遺産の探究

（カミカワ　ミチオ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

【主たる関心領域】

1. 君主制 （天皇制） と共和制 （大統領制） からの国民主権

2. 軍事主義との対抗のなかでの平和主義の比較憲法史

3. 「法と開発」 「法の移植」 をめぐるの歴史と理論

【これまでの研究】

・ ラテンアメリカにおける共和制と大統領制の歴史と意義に関する比較憲

法研究

・ 外国からみた天皇制の意味

・ ラテンアメリカにおける開発のための法に関する歴史と理論

・ スペインの君主制と日本の天皇制

・ 近代以前の人民主権に関する憲法史研究

【以上を踏まえた、 これからの研究】

・ 平和主義と日常の憲法意識

・ 土着性 （人間と自然） と憲法の関わり

教授 川 畑　 博 昭

日本文化学部　歴史文化学科

憲法　大統領制　天皇制　平和主義　国民主権　法の移植

ペルーやブラジルを中心とした中南米の共和制の国々から憲法の研究を

始め、 イベリア半島の君主制スペインと共和制のポルトガルを主たる研究

の対象に含めながら、 憲法をめぐる過去と現在を日常から発して考えて

きました。 日頃から、 日本列島の外に出て、 そこで得られる眼を大切に

したいと思っています。 「同じ」 ではなく 「違う」 ことを大切にする発想から、

「より良い社会」 への展望は拓けると思うのです。

列島の外からとらえる日本の憲法の過去と現在

（カワバタ　ヒロアキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

スペイン領グラン・カナリア島テルデ市「ヒロシマ・
ナガサキ広場」にある日本国憲法 9条の碑



－ 37 －

日
本
文
化
学
部

1. 日本古代と中国唐の制度 ・ 文化の比較研究

2. 正倉院文書と敦煌 ・ トルファン文書についての研究

3. 平安時代の貴族社会についての研究

4. 愛知 ・ 東海地方の古代史研究

【書籍】

・ 単著 『正倉院文書の世界』 （中公新書、 2010 年）

・ 共著 『日本の歴史 08　古代天皇制を考える』 （講談社学術文庫、

2009 年）

・ 単著 『清少納言と紫式部』 （山川出版社、 2015 年）

・ 共著 『愛知県史　通史編　原始 ・ 古代』 （愛知県、 2016 年）

【新聞など】

・『朝日新聞』 土曜版 be に 4 週ごとに 「表裏の歴史学」 を連載中 （2015

年 10 月～）

教授 丸山　裕美子

日本文化学部　歴史文化学科

日本古代史　律令制　神祇祭祀　正倉院文書　天皇制

日本古代史、 7 世紀～ 11 世紀 （飛鳥 ・ 奈良 ・ 平安時代） の制度や

文化を中心に研究しています。

日本古代史全般、 愛知 ・ 東海地域の古代史や、 古代天皇制について、

また正倉院文書から読み解く古代の生活、 平安時代の貴族の日記 （御

堂関白記など） の講読などをテーマにした講演やレクチャーに対応可能

です。

日本の古代史

（マルヤマ　ユミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

　専門は人文地理学です。 なかでも、 ①地理学史、 ②中国地誌を主に

研究しています。

　①これまで、 近代の日本 （植民地を含む） と中国において、 地理学

（者） が戦争や社会とどのように関わったのかを研究してきました。 そのう

ち、 アジア ・ 太平洋戦争期における日本と満洲の地政学についての研

究は、著書 『帝国日本と地政学』 （清文堂出版、2016 年） にまとめました。

現在は、 地理学とその隣接分野を視野に入れて、 日本と中国の比較研

究に取り組んでいます。

　②これまで、 中国東北地方や華南地方でフィールドワークを行い、 地

方都市のアイデンティティ形成プロセス、 都市部における学区再編と学

校間格差、 香港への越境通学児童の発生要因などを論じてきました。

今後は、 北京大都市圏の空間構造の再編について調査する予定です。

准教授 柴 田　 陽 一

日本文化学部　歴史文化学科

人文地理学　地理学史　中国地誌　地政学　満洲

　日本のことを理解するためには、 もちろん日本の歴史 ・ 社会 ・ 文化な

どを必死に勉強しなくてはなりません。 しかし、 それだけではなく、 比較

の視点を持つことが、 より深い日本理解を可能にします。

　日本で当たり前になっていることは、 他の国でも当たり前でしょうか。 も

しそうでないなら、 その理由は何でしょうか。 人文地理学はこういう視点を

大切にしています。

学問と戦争 ・ 社会との関係、 中国地誌

（シバタ　ヨウイチ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

著書『帝国日本と地政学』の表紙

2017 年 8月、建設中の蓮塘口岸（国境検問所）
中央の川より左は香港、右は広東省深圳市
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日記を読み解くことで、当時の様子が見えてきます。
（服部の家に残っていた大正期の日記）

「語り」も重要な資料です。
（東南海地震・三河地震の経験者への聞き取り調査風景）

男性 女性

日
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部

専門は歴史地理学です。

地域に刻まれたさまざまな歴史を、 空間的展開も視野に入れて読み解い

ています。

特に、 資源変動への地域や人々の対応について研究しています。 史料

や古地図、 聞き取りや現地調査等から得られる情報を組み合わせ、 その

地域に何が起こったのか、 どのように対応したのかを考えています。

教養教育の授業（「地域に学ぶ」）では、毎年 2 つの地域を対象とし、フィー

ルドワークを通して、 対象地域の魅力を探すと共に、 現代において歴史

的な町並みをいかに保存、 活用すれば良いのかといった問題を学生と議

論しています。

准教授 服部　亜由未

日本文化学部　歴史文化学科

人文地理学　歴史地理学

日本には、 その土地もしくは遠く離れた結びつきのある土地の歴史を伝え

る史料が、 各地に眠っています。 同時に、 消えていく史料があることも事

実です。 各地に残っている史料を、 丁寧に読み解くことで新たな事実の

発見にもつながります。 史料や語りから見いだされる新たな地域像を読み

解くことに貢献したいと考えています。

資源変動への地域の対応に関する研究

（ハットリ　アユミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

１. 明治～大正期における地方行財政の歴史

２. 地域社会と企業の関係史

1. 戦前における基本的な地方制度が、 行財政の現場となる地域社会に

おいてどのように機能したのか、 そのために国との間ではどのような相互

作用があったのか、 という点に注目しています。

2. 研究シーズ１から派生して、 地域社会と企業との間にどのような関係が

取り結ばれたのか、 特に非都市部における変化を取り上げています。 具

体例としては、 近代化の推進を文字通り支えた商品を生産し、 大量生産

に際して原土採掘という局面で農村地域との関係を取り結ぶ必要があっ

た、 煉瓦製造業者の事例を最近では研究しています。

准教授 中 西　 啓 太

日本文化学部　歴史文化学科

日本史　近現代史　地方行財政　地域経済

当時の人々が遺した史料から出発して、 近現代日本の様々な側面を捉

えていきたいと考えています。 また、 一から歴史史料を整理する史料調

査にも積極的に参加しています。

日本史、 日本近現代史

（ナカニシ　ケイタ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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現在の研究課題
教授 樋 口　 浩 造

（ヒグチ　コウゾウ）

日本文化学部　歴史文化学科

1. 日本近現代思想史 2. 東アジアから考える日本ナショナリズム論 3. 

東アジア、 国内各地の戦争遺跡の調査、 掘り起こし

現在の研究課題
准教授 井 戸 　 聡

（イド　サトシ）

日本文化学部　歴史文化学科

1. 地域社会における近現代化による変動と再構成についての社会学的

把握 2. 都市―農村間の社会文化的関係についての構造的把握 3. 現

代地域社会の人々の社会的な生についての社会学的把握



－ 40 －

男性 女性

教
育
福
祉
学
部

明治１０年代の終わり、 未曽有の経済不況のなかで、 教育の再改正が行

われました。 その再改正教育令の実施施策のなかで、 初等教育の教科

としての理科は誕生しました。 松方財政進行のなかでの事象は経済的な

視点なしには考察することができません。 我国初等教育史上唯一、 職業

小学校を規定した 「小学校及小学教場教則綱領」 をはじめ、 この時期

には初等教育のなかに実業教育が台頭してきています。 これらを背景に、

小学校における理科が誕生してきた訳であるものの、 そうした初等教育に

おける実業教育の展開の背景は充分な解明がされていないので、 ここを

解明する研究を続けております。

教授 伊 藤　 稔 明

教育福祉学部　教育発達学科

理科教育史

理科という教科とは、 そもそも何なのか、 について考察していきたいと考

えています。

明治期における小学校理科の誕生

（イトウ　トシアキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

明治期における伝統的地場産業と実業教育機関の関係について、 ①西

洋の知識 ・ 技術を導入して近代化を図る地元産業界の動向、 ②その過

程で設立されることになる実業教育機関の果たした役割、 ③実業教育

機関に対して寄せられた地元の期待と現実をみます。 実業教育 （特に

工業教育） の振興を目指した 「実業教育費国庫補助法」 （明治 27 年）

の公布を契機に、 全国各地で実業教育機関が設立されることになったた

め、明治 30 年前後に設立された、初期の実業教育機関 （窯業、繊維業、

漆工など） に焦点を当てます。 設立された実業教育機関には、 ①地元

産業界の近代化に貢献し、 現在に至るまで存続しているものと、 ②大き

な期待を受けながらも、 短い期間で廃校になってしまうものとがあるので、

存続／廃止の要因を明らかにしたいと考えています。

教授 内 田　 純 一

教育福祉学部　教育発達学科

日本近代教育史　伝統的地場産業　実業教育機関　学校と地域の連携

「ものづくり大国」 日本のルーツについて、 教育史の立場から研究してい

ます。 特に、 昔から地域に根ざしている伝統的地場産業に注目し、 ①明

治維新 （近代化） という大きな時代の変化に対する、 地元の苦労 ・ 努

力と教育の役割、 ②近年大きな課題になっている、 地域社会と学校との

関係の在り方について、考える素材を提供できればと思っています。なお、

これまでに、 『愛知県教育史』 『名古屋教育史』 などの地方教育史編纂

にも関わっています。

明治期の伝統的地場産業と実業教育機関の関係

（ウチダ　ジュンイチ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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『平成 24 年度　文部科学白書』90 頁
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成人の学習および子どもを含む地域における学習

【諸外国における成人の学習】

・ EU における生涯学習政策

・ 英国大学成人継続教育研究

・ アメリカ合衆国における働く女性の学習の歴史

・ 占領下日本における社会教育研究

【地域における学び】

・ 男女共同参画と学習

・ 子どもと地域社会

・ 子どもと図書館 ・ 博物館

教授 田 村　 佳 子

教育福祉学部　教育発達学科

教育学　社会教育　継続教育　成人教育　コミュニティ教育

社会教育 ・ 成人教育の研究をしています。 人は一生学び続ける存在で

あり、 無限の可能性を秘めています。 地域の皆さんとともに学んでいきた

いです。

EU および日本における成人教育の研究

（タムラ　ケイコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

【研究テーマ】

　1. 問題行動を起こす児童生徒の心理とその対応

　2. 非行少年の心理特性

　3. 無気力と疎外感の分析

【主な研究内容】

　1. 非行少年の被害者性―被害経験と加害行為

　2. スクール ・ カウンセリングの現状と課題

　3. 生徒指導 ・ 教育相談の理論と事例分析

教授 堀 尾　 良 弘

教育福祉学部　教育発達学科

非行心理、 被害経験、 問題行動

児童生徒の理解や教育心理相談に有効な心理検査法、 思春期 ・ 青年

期の心理的危機のアセスメント、 非行少年の被害経験と心理特性の分

析などを研究しています。 これらは臨床心理学、 人格心理学、 犯罪心

理学の融合的専門領域です。 大学院では専門的な心理検査法の研究、

心理臨床現場の具体的な事例分析、 研究誌掲載論文の読解 ・ 批判的

検討などを通じて研究指導をしています。

非行少年の被害経験が心理特性と非行性に及ぼす影響

（ホリオ　ヨシヒロ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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現在、 主に以下の 3 つの研究課題について研究を進めています。

①体育におけるカリキュラム開発の理論的 ・ 実践的解明。

　とりわけ、 学校現場における教師による体育カリキュラム開発の方法や、

体育教師のカリキュラム開発能力の形成に関する研究をおこなっていま

す。

②体育の授業づくり ・ 教材づくりに関する教授学的解明。

　幼稚園 ・ 保育園から高校、 特別支援学校における体育の授業づくりを

現場の教師とともに研究しています。

③ドイツにおけるスポーツ教育に関する研究

　とくにドイツの学校スポーツ改革に着目し、 カリキュラム開発やスポーツ

授業に関する研究を進めています。

教授 丸 山　 真 司

教育福祉学部　教育発達学科

体育科教育　スポーツ教育　カリキュラム開発　授業づくり

研究分野は体育科教育学、 スポーツ教育学です。 なぜ学校で体育をす

るのか、 子どもたちがスポーツ文化や遊び文化を学ぶ意味は何かを常に

問いながら、 障がいをもつ子どもも含め 「すべての子どもが輝く体育の創

造」を目指した研究活動を現場の先生方と共同して行っています。スポー

ツは本来 "culture of peace"(UNESCO) です。 この視点から日本の体育

の新たな展望を切り拓こうと考えています。 体育や子どもスポーツに関し

て困ったことがあればできる限り協力いたします。

体育におけるカリキュラム開発と授業づくり

（マルヤマ　シンジ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

①幼児の人間関係の発達とその援助に関する研究 （とくに集団保育の場

における発達障害の傾向のある子どもたちの支援）

②学童期の子どもの自立と人間関係の指導方法や支援体制の検討

③親の子育て不安と子育て困難、 子育て支援 ・ 地域ネットワークづくりに

関する研究

・ 多動 ・ 衝動的傾向を示す 幼児 ・ 児童の発達と育児困難状況及び援

助方法

・ 人間関係に困難を抱える幼児の小学校への移行期における異年齢保

育による援助方法 

・ 教育と福祉の連携による人間発達の保障に関する理論と実践の研究－

地域ネットワークづくりを中心に

・ 自治体における次世代育成支援対策の地域的特性

・ 特別支援教育における学校の支援及びスクールボランティアに関する

研究

教授 山 本　 理 絵

教育福祉学部　教育発達学科

教育学　特別支援教育　幼児教育　保育学　教育方法

近年、 保育所 ・ 幼稚園 ・ 小学校等では、 落ち着きがなかったり友達と

の関係がうまく結べなかったりする子どもたち （なかには発達障害が疑わ

れるケースもあります） の指導が大変になってきています。 また、 親の子

育ての不安や困難も年々増していますが、 それらの背景にある問題や支

援方法について、 広く社会に目を向けて探究していきたいと思います。

子育て ・ 保育 ・ 教育における地域での連携

（ヤマモト　リエ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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　幼児がどのような過程を経て、 自分と他者が異なる心の世界 （表象世

界） をもつことに気づいていくのかに関心をもって研究を進めています。

ここ数年は、 2 ～ 3 歳児の仲間同士の相互作用に着目した観察研究を

行っています。 2 歳児クラスでの観察から、子ども同士の 「通じあい」 は、

まず、 身ぶりや言葉の繰り返しを通してなされていくこと、 その後、 2 歳

児クラス後半に言葉を軸にしてテーマを立ち上げ、 ごっこあそびを展開

するようになることがわかってきました。 様々な理論的見解に学びながら、

この転換期に子どもたちの中に何が起こっているのか、 その不思議に迫り

たいと考えています。

准教授 瀬 野　 由 衣

教育福祉学部　教育発達学科

発達心理学　幼児  2 歳児　自己　表象　自他関係　シンボル

発達心理学は、 人間の原点に迫ることが出来る学問領域だと考えていま

す。 子どもが発達していく過程は、未だ不思議に満ち溢れています。 「発

達の不思議」 と、 それを支える 「他者とのかかわり」、 この二つの視点を

大事にして、 教育や研究活動を行っています。

幼児期における自他の心の理解の発達

（セノ　ユイ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

・初等・中等教育学校におけるカリキュラムづくりや授業づくり （教育目標・

教育内容 ・ 教材 ・ 教具 ・ 学習形態 ・ 教育評価） に関する研究

・ 高等学校における探究学習の評価に関する研究

理科に留まらず、 様々な教科の授業において、 どのような子どもの姿を

目指し （教育目的）、そこに向けてどのような内容 （教育内容） をカリキュ

ラムとして組織し、 どのような深さでそれらを学ぶことを目標とし （教育目

標論）、 その目標に向けて、 すべての子どもたちの発達をどのように助成

していくのか （教材 ・ 教具 ・ 指導過程 ・ 学習形態）、 そして子どもたち

の到達をどのように評価し、 目標に向けて授業を改善していけるのか、 も

しくは目標自体を改訂していけるのか、 ということに焦点を合わせて、 授

業やカリキュラムづくりに学校現場の先生方と共同研究に取り組んでいま

す。

准教授 大 貫　 守

教育福祉学部　教育発達学科

教育評価論、 教育課程論、 教育方法論

探究することは、観察や実験のプロセスを学ぶことと捉えられがちですが、

そのようなプロセスを学ぶことだけが探究的な学習ではありません。 より広

い視点から探究ということについて考え、 学校において探究はどのように

指導し、 評価をすることができるのか、 一緒に考えてみませんか。

学校現場におけるカリキュラム ・ 指導 ・ 評価方法の研究

（オオヌキ　マモル）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

↑初等・中等教育学校において進めている、ICT 機器を
用いた授業づくりや評価のあり方に関する研究の一場面
です。実際に学校現場に赴いて、授業研究やそれ以前の
段階での指導案づくりやその検討等を共同で行い、一緒
に授業づくりに取り組んでいます。
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上記のテーマを達成するために、 以下のような研究を進めています。 主

に近代日本を対象とする歴史研究です。

①精神障害者関連法案審議過程にみる法改廃過程分析

②慢性三疾病 （精神疾患、 ハンセン病、 結核） の処遇史の比較分析

③養生から健康への 「健康観」 の変化と 「有疾観」 の形成過程

④衛生行政が果たした保護機能と統治 ・ 管理的機能

⑤精神障害者関連法改正と社会的事件との因果関係

⑥家族が果たした役割としての保護と社会防衛の二重拘束性

⑦精神保健福祉専門職の保護機能と管理的機能

⑧市民による精神保健福祉活動の歴史的展開とその意義

⑨当事者の語りにみる当事者にとっての受容と排除の意味

⑩医療保護制度 ・ 事業等に関する史資料の調査と保存

教授 宇都宮　みのり

教育福祉学部　社会福祉学科

精神病者監護法　医療保護制度 ・ 事業史　社会福祉事業史　

＊医療保護制度 ・ 事業、 精神病院 ・ 療養所、 ハンセン病問題、 結核

療養所 ・ 保養所等に関する史資料の保存、 整理にご協力ください。

精神障害福祉史にみる受容と排除の論理構造

（ウツノミヤ　ミノリ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

音楽の学びにおいて 「創る」 活動は極めて重要であるにも関わらず、 音

楽教育においては必ずしも積極的に実践されていません。 創る活動に比

重を置いた音楽教育を展開する上では、 音楽の創作がどのような技能に

よって支えられているのか、 創作によって学習者と指導者の双方にどのよ

うなどのような変化がもたらされるか、 を明らかにすることが必要です。 こ

れらについて、 可能な限り実証的に検討したいと考えています。

准教授 高 橋　 範 行

教育福祉学部　教育発達学科

音楽創作　音楽構造の学習　技能の発達と獲得　音楽教育観　学習観

自ら音楽を創ることの価値と面白さを共有できるような音楽教育観を定着

させていきたいと考えています。

音楽の創作を支える技能の獲得と発達

（タカハシ　ノリユキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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高齢者の社会的ケア領域におけるソーシャルワーク実践について調査研

究を行うとともに、 ソーシャルワーク理論について研究を行っています。

最近の論文 「オランダの社会的ケアとアクティヴ・シティズンシップ」、「オ

ランダのアムステルダムにおけるアウトリーチワーク」、 「ソーシャルワーク

の倫理と社会正義への責任」

学会報告 「抑圧を焦点としたクリティカル ・ ソーシャルワーク― 「境界」

から問いなおす―」

過去の主な論文 「高齢者ケアマネジメントにおける倫理的意思決定―

ソーシャルワークにおける道徳的推論の適用に関する議論からの一考察

―」　( 受賞論文 )、 「介護サービス計画の決定作成における倫理的ディ

レンマ―ケアマネジャーに対する訪問面接調査から―」 など。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教授 田川　佳代子

教育福祉学部　社会福祉学科

ケア　アクティヴ ・ シティズンシップ　ソーシャルワーク　高齢者

国から地方へ、 自治体から民間へ、 政府から市民へ分権化、 民営化が

進められるなか、 市民と行政、 市民と専門職の関係がより自律的である

こと、 また、 社会的ケア政策において市民の選択と発言力が高められる

ことが重要となってきます。 市民の参加とパートナーシップによる協働の

創出を焦点として研究を進めています。

社会的ケアと高齢者ソーシャルワーク

（タガワ　カヨコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

身体運動のメカニズムの究明を試み、加齢による身体動作の衰退、下肢・

上肢における動作の左右差、 下肢動作の安定性、 疲労特性、 身体動

作の開始時と終了時における不安定性、 動作の個人差及び義足動作の

完成と改善、 スポーツにおける予測能力の発達などが主な研究のテー

マである。

・ 身体運動における上肢と下肢の左右差に関する研究

・ 走動作のメカニズム

・ 体操の空中動作における捻りと宙返り

・ バドミントンにおける上腕と前腕の三次元運動解析

・ 高齢者における歩行動作の衰退と増進

教授 湯　 海 鵬

教育福祉学部　社会福祉学科

バイオメカニクス　身体運動学　スポーツ科学

人の身体的健康は、 必ず心の健康と結ばれます。

健康ダイエット、 楽しい身体運動の実践から、 心の健康を考えましょう。

身体運動、 バイオメカニクス

（トウ　カイホウ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

「オランダのアムステルダムにおけるアウトリーチ
ワーク」の現場を自転車で訪問しているところです。

イタリアのトレビゾにある市民の手によるホスピス
“ADVAR”で、バザーの品物をボランティアたちが準備
しているところです。
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市民の精神障害への関心と理解が深まることをめざして、 精神医療に関

する歴史を素材にした教育的プログラムの開発をしています。 その重要

な柱と位置づけているのが、 「精神医療ミュージアム移動展示プロジェク

ト」 です。 2014 年秋からこれまでに、 日本国内・国外の各地を移動して、

小規模ながらも計 9 回の精神医療の歴史展示を行ってきました。

教授 橋 本　 明

教育福祉学部　社会福祉学科

精神医療史　ミュージアム　展示

移動展示ですので、 どこにでも出張いたします。 もし、 ご希望があればご

連絡ください。 写真で紹介しているのは、 2017 年 3 月に京都 （ひと ・ ま

ち交流館） での展示の様子とチラシです。

精神医療ミュージアム移動展示プロジェクト

（ハシモト　アキラ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

障害者や高齢者が暮らしやすい社会 （共生社会） はだれにとっても暮ら

しやすい社会です。 共生社会の実現をめざした実践的な研究をしてい

ます。 福祉サービスは、 充実してきましたが、 障害者は未だに偏見の対

象です。 多くの健常者は、 これから先、 自分は障害者にならないはずと

思っています。 しかし、 実際は障害者の多くは後天性です。 障害の種類

は多いですが、 障害を知ることから共生社会の実現は始まると考えていま

す。多くの人に障害について理解を深めていただきたいと思います。また、

判断能力が低下した、 障害者や高齢者を護る仕組みは成年後見制度な

どがあり、権利擁護と呼ばれていますが、まだまだあまり知られていません。

多くの人に知っていただきたいと思います。

【著書】 「障害を知り共生社会を生きる」　２０１７年３月２０日、 放送大学教

育振興会など

教授 吉 川　 雅 博

教育福祉学部　社会福祉学科

障害者福祉　コミュニケーション障害　権利擁護

高齢になれば耳が遠くなることは当たり前ですが、 その状態が 「障害」

に相当することが多いことは、 あまり知られていません。 そして多くの方は

補聴器を装用すれば聞こえるようになると思われていますが、 それは大き

なまちがいです。 このようなちょっとした豆知識をご紹介できればと思いま

す。

コミュニケーション障害と権利擁護に関すること

（ヨシカワ　マサヒロ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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日本の公的年金制度の政策史を研究しています。

日本初の一般労働者を対象とした公的年金である労働者年金保険 （厚

生年金保険の前身となった年金保険） については、 公文書等を分析し

ています。 また、 国民年金の創設、 厚生年金保険を含むその後の展開、

変容をめぐる年金制度改正については、 公文書等に加えて、 直接それ

に携わった元厚生事務次官らから直接聞き取ったオーラルヒストリーを参

考に分析しています。

日本の公的年金制度の特徴のひとつは、 創設当初から保険給付に国庫

負担が規定されていることです。 そこで、 年金給付への国庫負担を手が

かりに、 公的年金制度は、 日本の社会保障体系において、 どのような役

割が期待されているのか、 検討しています。

准教授 中 尾　 友 紀

教育福祉学部　社会福祉学科

労働者年金保険　厚生年金保険　国民年金　年金制度改正

社会福祉学を修め、貧困問題に関心があります。日本の公的年金制度も、

そもそもは貧困問題の解決手段として構想されました。

日本の公的年金制度は、 「経路依存性」 が高いといわれています。 現

在の制度が過去の制度に制約を受けているのだとすれば、 創設時まで

歴史を遡って、 制度のあり方を解明する意義は、 大いにあるのではない

でしょうか。

国民皆年金の成立 ・ 展開 ・ 変容をめぐる政策史研究

（ナカオ　ユキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

医療ソーシャルワーク ・ 医療福祉を専門としています。

主な研究テーマは、 保健医療福祉領域における支援者支援です。 特に

独居高齢者の在宅療養や看取りにかかわる支援者のバックアップ体制に

ついて研究しています。

【主な書籍出版 ・ 学術論文】

・ 『ソーシャルワーク支援の発展的二重螺旋構造－役割喪失にともなう悲

嘆作業過程の分析』 相川書房， 2014 年 （単著）

・ 「医療ソーシャルワーカーの役割のあいまい化からみる専門職性につい

ての検討－役割理論と組織システム論の観点から」 『社会福祉学評論』

13， 57-68.2014 年 （単著）

・ 「地域におけるデスカンファレンスの専門職役割遂行サポート機能－文

献レビューからの考察」 『人間発達学研究』 8， 23-36. 2017 年 （単著）

准教授 大 賀　 有 記

教育福祉学部　社会福祉学科

医療ソーシャルワーク　看取り　悲嘆

人は誰でも病気やけがをする可能性があり、 いつか必ず最期を迎えます。

人が人生の最期まで尊厳を保持して住みなれたまちで生きていくために

はどんな支援が必要か、 また支援者のバックアップ体制として何が必要

かについて研究しています。 これらの研究を通じ、 支援現場のバックアッ

プに努めたいと思っています。

保健医療福祉領域における支援者支援

（オオガ　ユキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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家族成員間コミュニケーションや、 家族関係が子どもの心理に与える影

響といった、 家族の心理に関する基礎的研究をしています。 また、 家族

への臨床的支援に関する研究として、 心身症の子どもを持つ家族への心

理支援に関する研究をしています。

１ ： 夫婦関係や親子関係が青年期のきょうだい関係に与える影響

２ ： 心身症の子ども （特に起立性調節障害の子ども） を持つ家族におけ

る、 親子関係と子どものストレスとの関連や、 親が抱えるストレスに関する

研究

講師 森 川　 夏 乃

教育福祉学部　社会福祉学科

短期療法　家族療法　家族心理学　臨床心理学

家族は、 人が最初に出会う最も身近な集団です。 人の心にとって、 家

族という存在はどのように関わっているのでしょうか。 家族が多様化してい

る現代において、 一つの価値観にとらわれることなく、 様々な家族に目を

向け理解を深めていくことが求められるでしょう。

臨床心理学、家族心理学

（モリカワ　ナツノ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

・地方都市におけるソーシャル・キャピタル構築に関する研究 (2007-2009)

・ 外国人と地域の共生に関する研究 (2001- 継続中 )

・ 都市農業の展開に関する実証研究 (2006- 継続中 )

・地域福祉とコミュニティ・ソーシャルワークに関する研究 (2011- 継続中 )

・ 孤独死 ・ 孤立死をめぐる研究 (2007- 継続中 )

・ 貧困と社会的排除に関する研究 (2009- 継続中 )

准教授 松 宮　 朝

教育福祉学部　社会福祉学科

多文化共生　コミュニティ　都市の農　地域福祉

地域、 コミュニティに関する実践的な研究を進めています。

多文化共生、 コミュニティ、 地域福祉

（マツミヤ　アシタ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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現在の研究課題
教授 稲 嶋　 修 一 郎

（イナシマ　シュウイチロウ）

教育福祉学部　教育発達学科

1. 走、 跳、 投、 打、 蹴等の動作について、 合理的な身体の動かし方

の探究　2. 幼児、 児童の身体活動、 生活習慣等の実態と改善に関す

る研究　3. 障害のある児童生徒の体育に関する研究

現在の研究課題
教授 久 保 田　 貢

（クボタ　ミツグ）

教育福祉学部　教育発達学科

1. 平和教育 2. 教師教育 3. 社会科教育

現在の研究課題
准教授 藤 原　 智 也

（フジワラ　トモヤ）

教育福祉学部　教育発達学科

1. カリキュラム編成論 ・ 教授 - 学習方法論 ・ 授業構成論 2. 造形美術

に関する認知発達 3. 教育改革と美術科教育

現在の研究課題
准教授 三 山 　 岳

（ミヤマ　ガク）

教育福祉学部　教育発達学科

1. 特別な支援が必要な子どもに対する巡回相談 2. 保育 ・ 教育現場

における気になる子への発達支援 3. 被虐待児に対するケア

現在の研究課題
准教授 渡 邉　 眞 依 子

（ワタナベ　マイコ）

教育福祉学部　教育発達学科

主な研究課題は、 1. 幼小接続期の教育方法とカリキュラム編成、 2. プ

ロジェクト型保育 ・ 教育実践の開発研究、 3. ドイツにおける学力向上

政策と教育方法 ・ カリキュラム改革の解明です。

現在の研究課題
准教授 葛 西　 耕 介

（カサイ　コウスケ）

教育福祉学部　教育発達学科

教育行政、 学校経営、 教育制度論を専門にし、 特に、 親の教育権

に基づく学校参加制度をイギリスやドイツと比較しながら研究していま

す。 日本では PTA や学校運営協議会制度がありますが、 諸外国に

比べて親 ・ 保護者が権利として学校に発言し要求していく制度が十分

ではありません。 その理由、 歴史、 学説、 展望を研究しています。

現在の研究課題
准教授 野 田　 博 也

（ノダ　ヒロヤ）

教育福祉学部　社会福祉学科

1. 貧困対策におけるストック資源充足の意義と課題 2. 日米における公

的扶助の諸条件とその正当性に関する研究 3. 社会的排除を助長する

福祉政策
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現在の研究課題
准教授 村 田　 一 昭

（ムラタ　カズアキ）

教育福祉学部　社会福祉学科

1. 子ども虐待に関する研究 2. 児童養護施設の専門性に関する研究 

3. 児童相談所におけるソーシャルワーク実践に関する研究 4. 社会福

祉実習教育に関する研究

現在の研究課題
准教授 渡 邊　 か お り

（ワタナベ　カオリ）

教育福祉学部　社会福祉学科

1. 社会福祉教育におけるソーシャル ・ アクションの位置づけに関する

研究 2. 地域組織化活動に関する研究
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1. 広島の被爆者救護に関する看護師の口述史

2. 子どもを亡くした女性とその家族への支援

3. 助産師教育の国際比較

4. 看護 ・ 助産学実習に関する研究

5. 日露戦争時に来日した米国看護師について

【主な研究内容】

自己実現理論を応用した長期固定型看護学実習の構築 （2015 －）

避妊 ・ STD 予防カウンセリングの開発とウェブを用いたサポートシステム

の構築 （2007 － 2009）

児を亡くした家族への助産師による地域拠点型支援プログラム及びシス

テムの開発 （2005 － 2007）

熟練助産師の技としての分娩時モニタリングケアの構造化とその検証

（2004 － 2005）

リハビリテーション専門看護師養成カリキュラムの開発 （2003 － 2004）

被爆者看護にあたった看護婦の体験 （2001 － 2002）

教授 大 原　 良 子

看護学部　看護学科

母性看護 ・ 助産学　臨床看護学　看護学実習　地域母子保健

看護師は世界で最も多く存在する専門職の１つです。 どの国にも必要な

職業です。 グローバル化の中ぜひ、 日本だけでなく海外にも目を向けて、

看護師として世界を目指してください。 また、 助産師という職業は主に母

親と赤ちゃんのお世話をする看護職です。 思春期から、 老年期の女性

の健康問題や疾病の予防などに関わる職業でもあります。

看護 ・ 助産学実習に関する研究

（オオハラ　リョウコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

がんの治療の場は入院から外来へと移行し、 高齢のがん患者が増えて

います。 外来治療を受けながら、 通常の生活の営みをするためには、

患者さん自身が病気や治療に伴う様々な問題に主体的に取り組むことが

求められます。 患者さんやご家族が、問題に取り組むことを支援する （エ

ンパワーメント） 看護について探求しています。

[ 研究課題 ]

・ 外来通院するがん患者エンパワーメントを促進する看護モデルの開発

・ 外来通院がん患者の主体性を活かして行う実践のための外来看護師

育成プログラム （共同研究者）

・ 高齢がん患者向けの教育マテリアルの作成

・ がん薬物療法をうける高齢者の療養生活を支援する看護師育成プログ

ラムの開発

教授 片 岡　 純

看護学部　看護学科

がん看護　外来　エンパワーメント　外来化学療法看護

がん専門病院での看護師経験を経たのち、 がん患者の看護の研究を継

続しています。 また、 がん看護に携わる看護師の養成もしています。 「大

変な病気にかかったとしても人は誰もが自分らしく生きようとする力を潜在

的に持っている。 看護師は人の持つ力を信じること、 そして、 その人が

力を十分に発揮できるよう生活の営みを整えることが看護の役割である」

と伝えることを大切にしています。

外来通院するがん患者のエンパワーメント

（カタオカ　ジュン）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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1. 自己免疫性甲状腺疾患と HLA （ヒト白血球抗原） の関連 

2. 1 型糖尿病と HLA の関連

3. 糖尿病 ・ 内分泌疾患における臨床検査

4. 糖尿病 ・ 内分泌疾患をもつ患者の心理 ・ 背景

【主な研究内容】

・ 1 型糖尿病と HLA の関連に関する研究 （2001―2014）

・ 橋本病と HLA の関連に関する研究 （2012―継続中）

・ バセドウ病と HLA の関連に関する研究 （2014―継続中）

・ 糖尿病の臨床検査に関する実証的研究 （2000―継続中）

・サイトカインによる下垂体 POMC 遺伝子発現の調節に関する研究（1995

―1998）

・ 糖尿病 ・ 内分泌疾患をもつ患者の心理 ・ 背景 （2017―継続中）

教授 片 平　 正 人

看護学部　看護学科

内分泌学　甲状腺　糖尿病　バセドウ病　橋本病　HLA

これまで一般病院で医師として勤務し、 自身が臨床医として感じた疑問

を基に臨床研究の形へと発展させてきました。 これまでの研究分野につ

いての研究を継続する一方、 今年からは看護学分野と関連のある糖尿

病 ・ 内分泌領域の研究を始めています。

自己免疫性甲状腺疾患と HLA の関連

（カタヒラ　マサヒト）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1. 看護基礎教育の教育方法に関する研究

　看護学実習指導に関する研究、 リフレクション、 看護教員の教育力向

上に関する研究などを行っています。

2. 看護実践能力の育成に関する研究

　学士課程卒業者の看護実践能力の獲得に関する研究、 新人看護師

の教育に関する研究、 看護師の継続学習支援に関する研究などを行っ

ています。

3. ターミナルケア ・ 死生観に関する研究

　がん患者の終末期ケア、 高齢者の終末期ケアに関するテーマを取り上

げて研究を行っています。 また、 ケアを受ける人 ・ ケアを提供する人の

基底にある日本人の死生観やスピリチュアルペインに関する研究も行っ

ています。

教授 小松　万喜子

看護学部　看護学科

看護教育　死生観　高齢者　終末期　スピリチュアルケア　

　看護学生、 看護職者の学習支援に貢献できる研究をめざして様々な

テーマの研究に取り組んでいます。 臨床現場での教育や教育評価など

の課題に関する相談などがあれば、 できるだけ対応したいと考えます。

　超高齢社会、 多死社会となり、 病院だけでなく、 在宅や施設における

看取りも増えています。 そうした場で役割を担うケア提供者からの講演や

相談にも応じたいと思います。

看護教育に関する研究、 終末期ケアに関する研究

（コマツ　マキコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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＜研究内容＞

１． 地震災害の事前対策、 発生時の対応および避難

２． 津波災害の事前対策、 発生時の対応および避難

３． 豪雨災害の事前対策、 発生時の対応および避難

４． 不審者侵入事案の事前対策、 発生時の対応および避難

５． インフルエンザ流行の事前対策および発生時の対応

６． ノロウイルス （感染性胃腸炎） の事前対策および発生時の対応

< 実績 >

名古屋市の複数のエリア支援保育所や幼稚園と連携して、 子どもたちの

危機管理の研究、 教育、 実践を行っています。 それらの活動について、

テレビや新聞等で多数紹介されました。 「津波避難学」 （すぴか書房）

を出版しました。

教授 清 水　 宣 明

看護学部　看護学科

保育園　幼稚園　危機管理　防災　インフルエンザ

名古屋市の保育園や幼稚園と共同して大規模災害時に子どもたちを守

るための研究や対策の策定と教育実践に取り組んでいます。 講演会、 研

修会、 勉強会、 相談会、 共同研究などを多数実施しています。 興味の

ある方はご連絡ください。

保育園 ・ 幼稚園の子どもたちの命を守る危機管理

（シミズ　ノブアキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

精神科看護における患者アドボカシーに関する研究 （2009 ～ 2017）

精神科看護における退行への看護介入 （2003 ～ 2006）

へき地の診療所における看護介入 （2009 ～ 2012）

精神科看護実習における学生の患者理解の仕方 （2000 ～ 2003）

教授 戸田　由美子

看護学部　看護学科

看護倫理　精神看護学　アドボカシー　看護介入　質的研究

精神看護学の魅力や面白さを探究しています。 患者さんの権利や利益

を護る看護はなんだろうかと日々考え奮闘しています。 精神疾患を患っ

た人々を護る看護がケアの質を向上させると考えます。 また、 患者さん

としっかり向き合い１対１の関係を築いていくことにも力を注いでいます。 そ

こに精神看護学の魅力や面白さを感じています。 その喜びは成長の糧に

なりますし、 二人でしか為し得ないアートだと思います。

精神科看護における患者アドボカシー

（トダ　ユミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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No. 質問項目

1 水分や食べ物が鼻にあがる

2 食べ物をいつまでも飲み込まずに噛んでいる

3 水分が飲み込みにくい

4 ご飯が飲み込みにくい

5 食べ物がのどにひっかかる感じがする

6 食べ物がのどに残る感じがする

7 食事中や食後に濁った声に変わる

8 水分や食べ物が口に入ったとたんにむせたりせきこんだりする

9 水分や食べ物を飲み込む時にむせたりせきこんだりする

10 水分や食べ物を飲み込んだ後にむせたりせきこんだりする

11 水分を飲み込むときにむせる

12 ご飯を飲み込むときにむせる

13 噛むことが困難である

14 硬い食べ物を避け、軟らかい食べ物ばかり食べる

15 口がパサパサしていると感じる

16 パサパサ、モサモサした食べ物は飲み込みにくい

17 口から食べ物がこぼれる

18 ことばが明瞭でない

19 食べ物を飲み込んだ後に舌の上に食べ物が残る

20 食べるのが遅くなる

21 食べ物や酸っぱい液が胃からのどに戻ってくる

22 食べ物が胸につかえる感じがする

23 胸やけがする

嚥下障害リスク評価尺度改訂版

　あなたのここ３ヶ月くらいの食事中に出現する症状についてお
たずねします。次の症状がどれくらいあったか「いつもある」
「時々ある」「まれにある」「ほとんんどない」の中から１つ選
んで○をつけてください。

看
護
学
部

1. 入院児の発達段階と性差に則してカスタマイズ可能なプレパレーショ

ン ・ ツールの開発 ： 入院している子どもたちの不安やストレスを少しでも

軽減するために、 子ども向けの説明用パンフレットを作製しました。 この

パンフレットは、 折りたたむと花びらの形になり、 遊びの要素と頑張ったこ

とを可視化できる勲章的な要素を取り入れています。 手術や採血といっ

た検査 ・ 処置の 12 種類を開発しました。 (2012 ～ 2015 科研費挑戦的

萌芽 24660011）

2. 発達障害児の種類や程度に則しカスタマイズ可能なプレパレーション・

ツールの開発 ： 発達障害児に対して、 安全にケアを提供するためには、

障がいの程度や内容に応じた説明が重要となります。 そこで、 発達障害

児に必要なプレパレーション内容を調査し、 効果的なツールを検討し、

視覚的な理解を促すツール （写真左側） と視覚的理解だけでなく、 触

覚的に感覚を理解できるようなツール （写真右、 下側） を開発しました。

（2015 ～ 2017 科研費基盤研究 C15K11718）

教授 服 部　 淳 子

看護学部　看護学科

心理状態の評価　プレパレーション　発達障害　小児看護学

子どもの入院 ・ 治療に対する恐怖や不安を軽減するために、 様々なプレ

パレーション・ツールを開発し、効果を検証しています。 有効なプレパレー

ション ・ ツールは無料ダウンロードシステム （http://kansei-interaction.

com/feeling/） を通して、 臨床の皆様に還元しています。

子どもに対するプレパレーションの研究

（ハットリ　ジュンコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

専門は、 周術期看護と摂食嚥下障害看護です。

高齢者の死因第 3 位の肺炎の誘因でもある摂食嚥下障害 （飲み込みの

問題） の早期発見 ・ 予防のための研究を行っています。 主な関連論文

と著書は以下のとおりです。

1. 高齢者における嚥下障害リスクに対する他者評価に関する研究， 日本

摂食 ・ 嚥下リハビリテーション学会雑誌， 10 （3） ： 220 － 230， 2006

2. 高齢者における嚥下障害リスクに対するスクリーニングシステムに関す

る研究， 日本摂食 ・ 嚥下リハビリテーション学会雑誌， 10 （1） ： 31-42，

2006．

3． 嚥下障害ナーシング フィジカルアセスメントから嚥下訓練へ , 医学書

院 , 2000.

教授 深 田　 順 子

看護学部　看護学科

看護学　臨床看護学　周術期看護　摂食嚥下障害看護

地域で生活する高齢者が、 加齢に伴う摂食嚥下 （飲み込み） 障害をき

たさないように、 左記に示した評価尺度を用いて異常の早期発見のため

のスクリーニングや予防のための体操などについて研究をしています。 ま

た、 現在、 食道がんで手術を受ける高齢者に対し、 術後合併症等を予

防するための看護プログラムついて研究をしています。

地域高齢者の摂食嚥下障害の早期発見 ・ 予防

（フカダ　ジュンコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード



－ 55 －

男性 女性

看
護
学
部

公衆衛生看護学を専門として、 高齢者の介護予防に関する研究に取り

組んでいます。 人生を全うするまで、 できるだけ自立して生き生きとした

生活を送りたいという事は高齢者に共通した願いであり、 家族の願いでも

あります。 この願いを叶えるために高齢者個人への働きかけにとどまらず、

家族、 そして地域全体で介護予防について考え、 実践できるシステムを

構築したいと考え、 研究を進めています。

【研究テーマ】

1. 高齢者のヘルスプロモーションに関する研究

2. 高齢者の閉じこもりおよびその予防に関する研究

3. 閉じこもり高齢者への災害支援に関する研究

4. 高齢者の転居後の生活適応に関する研究

教授 古田　加代子

看護学部　看護学科

公衆衛生看護学　介護予防　高齢者　閉じこもり　転居　

閉じこもり高齢者を中心とした介護予防に関する研究を 20 年近く続け、

ここ数年は主に転居高齢者の問題をに取り組んでいます。 子供との同居・

近居等を目的に転居する高齢者に対しては、 Relocation damage を小さ

くし、 転居後の生活適応を促すための支援が必要です。 共同研究の他、

高齢者の介護予防、 転居高齢者への支援などに関心のある自治体、 団

体等からの相談、 講演などに可能な限り対応します。

高齢者の介護予防に関する研究

（フルタ　カヨコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1. 箕浦哲嗣 ： 紙媒体資料の自動採点の試み －授業支援ボックスを

利用して－． 大学 ICT 推進協議会 2015 年度年次大会 （名古屋市），

2015.12.

2. 橫井達枝 1, 箕浦哲嗣 , 大津廣子 （1 愛知医科大学看護学部） ： 危

険場面における看護学生と熟練看護師の注視の比較． 日本看護技術学

会誌， 13(2) ： 132-139, 2014.

3. 箕浦哲嗣 , 大林陽子 , 大橋幸美 ： Moodle を用いた母性看護学実習

の事前学習ツール．大学ICT推進協議会2014年度年次大会（仙台市），

2014.12.

教授 箕 浦　 哲 嗣

看護学部　看護学科

ICT　LMS　看護技術教育　効率化　可視化

サーバ管理者として長年様々な取り組みを行ってきました。 スマートフォ

ンでアンケートを収集したり、 予習復習サイトへアクセスすることが当たり

前になってきています。 質問等ございましたら、 お気軽にお問い合わせく

ださい。

ICT を用いた看護技術教育の効率化

（ミノウラ　テツジ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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1. 認知症高齢者ケアの質向上をめざした研究 ： 　認知症高齢者の数は

急増していますが、 適切なケアが受けられないために症状が悪化する場

合もあります。病院や高齢者施設、在宅ケアに携わる看護職やケアスタッ

フも認知症高齢者への対応に多くの困難を抱えていることをこれまでの研

究で明らかにしてきました。 それらを踏まえて、 臨場感のある教育が必要

と考え、 認知症模擬患者を活用した教育プログラムを開発しています。

平成 27 年度から認知症模擬患者の養成講座を始め、 現在は施設や病

院の看護職等の認知症高齢者への対応力の向上をめざした研修会を企

画 ･ 実施し、 教育効果を検証する研究を継続的に行っています。

2. 高齢者の口腔ケアに関する研究 ： 　死因第３位は肺炎で、 その予防

に重要な口腔ケアの実施方法について、 高齢者自身と家族、 ケアスタッ

フを対象とした研究をしています。

教授 百瀬　由美子

看護学部　看護学科

認知症高齢者看護　高齢者の口腔ケア　看護倫理

住み慣れた地域で人生の最終段階まで、 その人らしく暮らせるために高

齢者や家族への支援や質の高いケア方法の開発について、 対象者自

身や実践する人々とともに取り組んでいきたいと考えています。

大学内の教育活動、 大学運営などの専任業務に支障のない範囲で研

修会や、 ともに話し合える機会を共有できればと思っています。

認知症高齢者ケア ・ 高齢者の口腔ケアに関する研究

（モモセ　ユミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

・ 転倒防止対策に関する研究

・ 中途採用看護師に関する研究

・ コンフリクトマネジメントに関する研究

・ 医療メディエーションに関する研究

教授 森田　恵美子

看護学部　看護学科

人的資源管理　コンフリクトマネジメント　医療安全管理

長い臨床現場での経験より、 患者の安全 ・ 医療従事者の安全を考え、

双方が満足し、 良質な医療・看護が提供できることを常に考えたいと思っ

ています。 そして、 看護職が高いモチベーションを持ち、 自律し活躍で

きる支援がしたいと考えています。 さらには、 幅広い視野を持ち新たなこ

とに挑戦できる能力を有する看護管理者の育成を目指しています。

看護管理に関する研究

（モリタ　エミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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糖尿病の有病率が高い市の保健師さんたちと共同で、 糖尿病予備群、

特に若いうちから HbA1c （糖尿病の指標） が高くなる人々、 やせている

のに HbA1c が高くなる人々の要因の探索をしています。 行政の保健師

さんだけでは難しい分析を、 大学の統計ソフトを使って行ったり、 地理的

な分布を検討したりすることを通して、 効果的な糖尿病予防プログラムの

開発を目指しています。

そのほかに、 下のような研究もしています。

・ タイにおける特別な保健医療ニーズをもつ児の養育者のニーズ

・ 体圧計測ウェアを用いた褥瘡予防支援

・ 開発途上国の母子保健 ・ 母子健康手帳の効果測定

・ 在留外国人保健

・ 生活習慣病とその要因

教授 柳 澤　 理 子

看護学部　看護学科

母子保健　生活習慣病　感染症対策　在宅看護　在留外国人

公衆衛生看護学、 在宅看護学、 国際看護学を教授しています。 保健

師や訪問看護師の方々との共同研究や事業評価、 看護分野の国際協

力、 在留外国人などをテーマにした大学院生の研究指導をしています。

既存のやり方を踏襲するだけではなく、 理想の看護や保健のあり方を目

指して、 新しい考えや方法を開拓していくような方々との協働を期待しま

す。

健診データによる若年性糖尿病予備群の要因分析

（ヤナギサワ　サトコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

創傷治癒関係

1. ヒアルロン酸およびヒアルロン酸結合タンパク質の機能

2. 褥瘡の病態解析と創面評価 ・ 解析キットの開発

がん転移関係

1. 癌の転移 ・ 浸潤メカニズムの解析

2. がん細胞が周囲の正常細胞に及ぼす影響の解析

教授 米 田　 雅 彦

看護学部　看護学科

ヒアルロン酸　グルコサミノグリカン　プロテオグリカン　創傷治癒

ヒアルロン酸に関することで、サプリメント以外であれば、ご相談にのります。

褥瘡の病創面評価 ・ 解析キットの開発

（ヨネダ　マサヒコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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　せん妄は軽度の注意障害と意識レベルの低下が主な症状で、 非常に

強いねぼけのような状態です。 70 歳以上の高齢者に発症しやすく、 手術

や全身麻酔、 薬剤などの身体的な要因で起きます。 また子供の場合、

インフルエンザによる高熱で発症することもあります。

　せん妄は一時的に発症するもので、 その後多くの方が元の状態へと回

復しますが、 せん妄が遷延化した場合、 その後に認知症を発症するリス

クを高めます。 したがって、 せん妄自体の発症を回避する手立てを確立

することが重要な課題となっています。 これまで取り組んできた課題は次

の内容です。

①術後せん妄の前駆症状を観察するツールの開発

②高照度光療法を用いた術後せん妄発症回避手法の効果

③閾値下せん妄から捉えたせん妄ケア構築に関する研究

④“せん妄からの回復” を支援する看護師の臨床知

准教授 石光　芙美子

看護学部　看護学科

術後せん妄　閾値下せん妄　看護介入　質指標　睡眠障害

これまでは臨床現場を中心に、 患者様にご協力をいただきながら、 せん

妄ケアの構築を進めてきました。 現在は、 手術を受ける患者様とご家族

へ向けた、“術後せん妄” に関するパンフレット （写真） を作成しています。

せん妄は認知症と同じく、 身近にある症状です。 最終的には、 一般の方

にも “せん妄” について知って頂く取り組みをしていきたいと考えています。

（パンフレットの内容は JSPS 科研費 JP22792199、 JP26463320 の助成を

受けたものです）

術後せん妄症状看護の質指標の構築

（イシミツ　フミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1. 福島原発事故後の親子の生活と健康に関する研究

2. 水俣病被災地域住民の健康度を規定する社会的要因の検討

3. 環境災害後の地域 ・ 家族 ・ 個人の回復過程に関する研究

【主な研究内容】

・ 水俣病被災地域の社会的環境と健康度に関する社会疫学研究

・ 社会環境 ・ 育児支援ネットワークと母親の健康 ・ 子どもの発達に関す

る研究

・ 災害ストレスに脆弱な母子に対する心理社会的支援とそのためのシス

テム構築

准教授 牛 島　 佳 代

看護学部　看護学科

社会医学　環境災害　親子の Well-being

環境災害、 特に人為起源の環境災害を経験した個人、 家族、 地域の

Well-being に必要な条件とは何かについて社会学的、 そして公衆衛生

学的観点から研究を続けています。

福島原発事故後の親子の生活と健康

（ウシジマ　カヨ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード



－ 59 －

男性 女性

男性 女性

看
護
学
部

主に、 医療の安全性と質評価について研究をしています。

以下の URL より、 左記の DVD などにアクセスできます。

http://reimdsc1w.wixsite.com/mysite

［研究課題］

・ 転倒 ・ 転落事故予防をめざす患者 ・ 家族と医療者による協働的リスク

回避システムの開発 （2009-2012）

・ レジリエンス ・ エンジニアリングによる新たな医療安全文化を醸成する

システムの開発 （2014-2017）

・ 大規模医療データベースを用いた看護実践データが予測する患者ア

ウトカムモデルの開発 （2018- 継続）

准教授 宇 城　 令

看護学部　看護学科

医療安全　チーム医療　転倒 ・ 転落　医療の質　DPC

看護職が提供した看護や医療について、 できる限り客観的に評価してい

くことが重要と考えています。 そのためには、 看護職は何をし、 対象者へ

の影響はどうであったのか可視化する必要性を感じています。

医療の安全性と質評価

（ウシロ　レイ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

アングロ＝アイリッシュ文学文化研究

医療英語　身体医文化論

海外留学と異文化コミュニケーション

アイルランド詩人 W.B. イェイツの作品とポップカルチャーの領域における

影響に関する研究 (2010-2014)

アイルランド人劇作家 J.M. シングの日本上演に関する傾向と特徴に関す

る研究 (2014)

看護学部生の海外研修プログラムの開発と検討 （2005-）

看護学部生の海外体験と異文化コミュニケーション上の問題点 （2007-) 

准教授 片岡　由美子

看護学部　看護学科

英文学　英語圏文化 ・ 国際交流

英語担当教員として教養英語を、 また看護学部教員として看護学部生

のための専門科目を担当しています。 特に 「日本と世界」 という視点か

ら、 グローバルな問題を扱っています。 医療関連の英語講読に加え、 英

語圏の文化を扱った授業を専門科目の中で行い、 英語を通じて看護の

専門知識にプラスとなるような文化論に接し、 医療者としての人間性の涵

養を目指しています。

アイルランド文学、 及び医療系英語研究

（カタオカ　ユミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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１． 育児期の継続した育児支援及び虐待予防に関する研究

２． 母乳育児支援に関する研究

３． 妊娠 ・ 出産 ・ 産褥期の国際比較に関する研究

４． 助産師教育に関する研究

５． 産後ケアに関する研究

【主な研究内容】

大学の子育て広場を活用した妊娠期から育児期までの継続支援教育プ

ログラムの作成 （２０１７～）

妊娠 ・ 出産 ・ 産褥期のケアおよび助産師教育についての国際比較に関

する研究 （２０１４～）

大学院の助産師教育における乳児期の継続家庭訪問支援教育プログラ

ムの開発 （２０１０～２０１３）

母乳育児継続に関連する要因 （２００９～２０１７）

大学を拠点とした子育て支援事業に関する研究 （２００７～）

准教授 神 谷　 摂 子

看護学部　看護学科

育児支援　産後ケア　虐待予防　助産師教育　母乳育児支援

少子化となった日本において、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児を楽しむことができる

ような支援をしたいと考えています。 女性に寄り添い、 女性自身が持って

いる力を引き出すこと、 そして家族も含めた支援ができる助産師でありた

いと思っています。 また、 助産師教育に関して、 女性の持つ力を最大限

に活かし、 女性とその家族を中心とした妊娠期から育児期まで継続した

支援が提供できるような助産師の育成を目指しています。

育児支援に関する研究

（カミヤ　セツコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

看護師の職業病といわれて久しい腰痛について、 予防策を講じるための

研究を作業姿勢の観点から行っています。

現場の実態調査から始め、 その結果をふまえた具体的な改善策を臨床

の方々と検討していけたらと考えています。

准教授 佐 藤　 美 紀

看護学部　看護学科

看護師の姿勢　腰痛予防

作業姿勢の観点からは、 車椅子移乗の際の介助動作について、 三次元

動作解析装置を用いて、 看護師および看護学生の姿勢を解析したこと

があります。

姿勢や動作について計測してみたいなどありましたら、 応じることができる

かもしれません。

看護師の腰痛予防のための作業姿勢に関する研究

（サトウ　ミキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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近年、 小児医療現場では日本語でのコミュニケーションが困難な外国人

の子どもと保護者 （以下、 外国人親子） に対応する機会が増加してい

ます。 重要な場面では、 通訳者や日本語のわかる家族が立ち合います

が、 彼らは常駐しないので、 看護場面では不十分な状況です。 通常、

看護者は入院中に多い事故に関する事故防止教育を子どもと保護者に

行いますが、 外国人親子への介入は不十分な状況です。 そこで、 外国

人親子への事故防止教育の媒介となる汎用性の高い危険回避教育ツー

ルの開発を進めています。

【学術論文】　小児看護学実習における学生と患児との関係形成支援教

授活動尺度の開発 , 柴邦代 ・ 山口桂子 ・ 大津廣子 , 日本看護研究学

会雑誌 , 38, (4) ， 47 - 59, 2015. ほか

【他の研究テーマ】

小児看護学実習における学生と患児との関係形成プロセス

学生と患児との関係形成を支援するための教授活動

准教授 柴　 邦 代

看護学部　看護学科

事故防止教育　看護教育　小児看護　家族看護

発達途上にある子どもは、 危険から身を守る能力が未熟なため、 日常

生活においても事故防止は重要な課題です。 事故防止対策として安全

な環境を整えるのと同時に、 子ども自身と保護者への事故防止教育が不

可欠です。 看護学生への教育においても、 「事故防止」 を強調するとと

もに、 臨床の声を反映し、 臨床に還元できる研究を目ざしています。 研

究を通して人とつながることに魅力を感じる日々です。

外国人の子どもと保護者への事故防止教育

（シバ　クニヨ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

看護アセスメント、 つまり看護師が行う臨床推論と判断の的確さは、 有効

な看護ケアを提供する上で重要です。 エキスパートナースは患者さんの

状況をどのように理解して必要な看護を判断しているのか、 新人ナース

はエキスパートナースの思考と何が違い、 どこを支援 ・ 強化すればよい

のかを検証し、 看護師のアセスメント能力を強化するためのプログラムづ

くりの研究に取り組んでいます。

さらに、 的確な判断に基づいて有効な看護ケアを提供するための看護

援助技術と、 その教育の研究にも取り組んでいます。

准教授 曽 田　 陽 子

看護学部　看護学科

看護アセスメント　看護師の臨床推論　臨床判断　看護援助技術教育

患者さんの多様なニーズを判断し効果的な看護ケアを提供することは、

看護師に求められる重要な実践能力ですが、 一朝一夕で身につくもので

はありません。 臨床家の方々と協力し合いながら、 忍耐強く、 その能力

向上のお手伝いができればと考えています。

看護アセスメントと看護援助技術教育の研究

（ソタ　ヨウコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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愛する者を喪うことは、 誰もが体験し得ることと思われます。 そして多くの

人々は専門的な支援がなくとも喪失に適応していきます。 この適応プロセ

スについて明らかにすることを目的として研究を進めています。

中でも、 「継続する絆 （continuing bonds）」 という日本に特徴的とされ

る適応のあり方に着目し、 喪失対象にかかわる記憶がそこでどのような役

割をはたしているのかを明らかにしていくことが現在の研究テーマです。

准教授 田 上　 恭 子

看護学部　看護学科

継続する絆　記憶　臨床心理学

記憶に関する臨床心理学的研究をこれまで主として行ってまいりました。

広く喪失に関して、 さまざまな領域にわたる共同研究ができたらと願って

おります。

「継続する絆」 における記憶のはたらき

（タガミ　キョウコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

高齢者ケア領域における倫理的課題に関する研究

  近年、 高齢者の生活の場は多様化し、 自宅ではなく、 高齢者ケア施

設で暮らす方も多くなっています。 どこで暮らしていても、 高齢者ご本人

が 「私は尊重されている」 と実感し、 安心して過ごせることを目指して、

倫理教育プログラムの開発に取り組んでいます。

　現在、 高齢者ケア施設のスタッフの方と共に 「介護老人保健施設の

多職種を対象にした倫理教育プログラムの開発と縦断的評価 （2016- 継

続中）」 に関する研究を行っています。

准教授 藤野　あゆみ

看護学部　看護学科

老年看護学　高齢者ケア施設　倫理

高齢者ご本人とそのご家族が尊厳を保持し、 その人らしい生活を送れる

ようにするためのお手伝いをしたいと考えています。 現在、 高齢者ケア施

設の入所者の方々への支援を中心に取り組んでいますが、 地域で暮ら

す高齢者の方とそのご家族への支援も行っていきたいと思っています。

高齢者ケア領域における倫理的課題

（フジノ　アユミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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世界中で人口の高齢化と核家族化が進んでいます。 高齢者とその家族

をどのように支えていくかは地域の課題であると同時に世界が直面してい

る課題でもあります。 介護予防から認知症介護における家族支援までを

研究テーマとしています。

【学術論文】

・ メキシコシティ高齢者文化センター利用者の生活意識―自らの老年期

に対する意気込み― 「月間総合ケア」 17(6) 2007.

・ メキシコにおける高齢者社会参加のための公的支援―首都高齢者文

化センターの事例― 「国際保健医療」 23(3) 2008.

・ Path dependence in social and psychological risk factors for 

dementia. Dementia & Neuropsychologia 5(1) 2011.

・ 開発途上国における認知症高齢者とその家族に対する社会的支援―

メキシコシティの民間団体主導の事例― 「応用老年学」 11(1) 2017.

准教授 松 岡　 広 子

看護学部　看護学科

高齢者　介護予防　認知症　家族支援　メキシコ　

大学近隣の高齢者サロンで学生とともにお手伝いをしています。 そこで作

成した作品の展示会 （写真上） をメキシコの高齢者文化センター （写

真下） で開きました。 メキシコにはわが国ほど恵まれた医療や介護の制

度はありませんが、 力強く “人生のデザート” を楽しんでいる高齢者がた

くさんいます。 ひとりでも多くの人にそのような老年期を享受していただくた

めに、 介護予防や認知症予防の地域活動に貢献したいと思います。

地域における高齢者とその家族への支援

（マツオカ　ヒロコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

・ 思春期のメンタルヘルスリテラシーを実施する教員に関する研究

（2017 －　）

・ メンタルヘルスの早期教育に対する当事者家族の望み （2016）

・ 「精神保健に関する早期教育介入」 研究

・ 思春期のメンタルヘルスに関する早期教育的介入に関する実証的研

究 （2010 － 2014）

・ 小 ・ 中学校における精神疾患教育の導入について－当事者家族の面

接調査から－ （2010 － 2014）

・ 慢性統合失調患者のセルフケアエージェンシーの評価的操作能力に

関する質的記述的研究 （2008 － 2011）

准教授 山 田　 浩 雅

看護学部　看護学科

メンタルヘルスリテラシー　思春期　精神保健　啓発活動

H23 年厚労省が重点的に取組む疾患 「がん ・ 脳卒中 ・ 心臓病 ・ 糖尿

病」 の 4 大疾病に、 「精神疾患」 を加え、 5 大疾患となりました。 近年、

職場でのうつ病や高齢化に伴う認知症の患者が増加し、 予防対策や治

療的な対応の必要性が高くなってきています。 精神疾患の予防や偏見

の改善のためには、 精神保健教育が必要であり、 小 ・ 中学生の時期か

ら正しい知識を得て、 継続的に安心して取組める工夫が大切であると思

います。

思春期のメンタルヘルスリテラシーに関する研究

（ヤマダ　ヒロマサ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

“ 学校に通う15歳のすべての若者が、精神病に
対処しうる知識を身につけるべきである ”



－ 64 －

男性 女性

看
護
学
部

認知症高齢者に対する看護方法、 専門職への教育方法について研究を

行っています。

（主な研究内容）

一般病院の認知症看護における質評価に関する研究 （2010-2012）

医療施設における認知症高齢者看護の教育方法に関する研究 （2013-

2015）

介護保険施設における認知症ケアの質評価に関する研究 （2016-2019）

講師 天 木　 伸 子

看護学部　看護学科

高齢者看護　認知症ケア　質評価指標　

高齢者看護に関する研究に取り組んでいます。 その中でも認知症ケアや

専門職への認知症ケア教育を主軸として、 高齢者の終末期ケアなどの

研究にも携わっています。

認知症高齢者と家族に対するケア実践力の向上

（アマキ　ノブコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

現在取り組んでいる研究はテーマは、

1. 徳の倫理の視点からの新人看護師の患者との関わりに関する研究です

が、

2. 看護師の自律性に関する研究

3. 基礎看護教育に関する研究

の研究も実施しており、 研究分野として関心があります。

講師 籠　 玲 子

看護学部　看護学科

看護師－患者関係　徳の倫理

看護師が患者さんとどのように関係を形成するかに関心があり、 現在、

倫理の側面から研究を行っています。

看護学生から看護師となる段階の基礎教育に役立つ研究、 看護師とし

て働く中で成長を支援できるような研究をしたいと思っています。

新人看護師の患者との関わりに関する研究

（カゴ　レイコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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〈書籍出版〉

・ナーシング・グラフィカ 看護の統合と実践 (1)：看護管理 第 3 版、 メディ

カ出版 （共著） 

・ 看護学実践 Science of Nursing- 看護管理学、 日本放射線技師会出

版会 （共著）

・ 知る ・ 活かす看護管理学、 ピラールプレス （共著）

〈研究テーマ〉

・ 医療専門職における組織的人材育成

・ 看護管理学の教育方法の開発と評価

・ 看護職の多様な雇用形態の活用モデル

・ 医療安全対策と医療の質評価

・ 医療専門職のキャリア開発が病院経営に与える影響

・ 看護師人員配置と看護の質評価

・ バランスド ・ スコアカードの看護管理への適用

講師 賀 沢　 弥 貴

看護学部　看護学科

人材育成　医療安全　質評価　病院経営

科学的ヘルスケア改善システムの看護管理への応用を基盤とし、 患者

アウトカムの向上を目指しております。

科学的ヘルスケア改善システムの看護管理への応用

（カザワ　ミキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

小児慢性疾患患者の 「生活力」 支援プログラムの作成および実施と評

価 （2015-2019）

小児炎症性腸疾患 (IBD) 患者の 「生活力」 調査 （2014-2017）

母親が認識した、 思春期発症 SLE 患者の行動 （2012-2013）

思春期患児の成長過程における母子の相互作用により慢性疾患患児の

親が子離れを余儀なくされるプロセス （2010-2011）

講師 汲 田　 明 美

看護学部　看護学科

看護学　生涯発達看護学　小児慢性疾患児の支援

思春期の小児慢性疾患患者は、 「思春期を過ごす」 ことや 「病気である

自分の思春期を過ごす」 ことの両方に取り組みます。 先行研究の結果か

らは、 「病気と付き合いながら、 どうやってすごすか」 「病気をもっている

自分は将来どうやって過ごすか」 など自分の将来に向けて自身で考える

ことが重要とされています。 医療者にできる、 彼ら彼女ら自身で考える基

となる 「生活力 ｣ の支援プログラムを考えています。

小児慢性疾患患者の 「生活力」 支援

（クミタ　アケミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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　不妊に悩み ・ 心配している夫婦は増加 （第 15 回出生動向基本調査）

し、 現在 6 組に 1 組 （2010 ： 国立社会保障人口問題研究所） のカップ

ルが不妊ともいわれています。

　不妊治療も高度化 ・ 多様化していますが、 先端の治療を長期にわたり

受療しても出産に至ることができないカップルも存在しています。 治療が

長期化することで精神的 ・ 身体的な不調を来す場合もあります。

　私は、 子どもを授かることなく不妊治療の受療を終結するカップルに対

して、 治療終結後の心身の健康も見越した支援の在り方を検討していま

す。

【学術論文】

　子どもを得ず不妊治療を終結する女性の意思決定プロセス - 複線径

路・等至性モデル（TEM)- による分析 ，日本看護科学会誌 Vol. 37 (2017) 

p. 26-34.

講師 三尾　亜喜代

看護学部　看護学科

看護学　生涯発達看護学

不妊に悩み ・ 不安を抱えるカップルを支えるためには、 医療職のみなら

ず心理職の連携、 治療体験のあるピアサポーターとの協同が不可欠で

す。

支援に関して興味・関心のある方、 ご協力願える方はぜひご連絡下さい。

不妊治療を終結する夫婦への支援に関する研究

（ミオ　アキヨ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

がん患者の意思決定に関する研究や基礎看護技術に関する研究を行っ

ています。

がんと診断された患者さんは、 治療法の選択や治療中止の決定、 療養

場所の選択など様々な意思決定場面に遭遇します。 病気を抱えながら、

人生における重大な選択を行う患者さんやご家族の負担は大きく、 その

負担を少しでも軽くするために何ができるのかを考えています。

【主な研究内容】

がん患者の治療法の意思決定支援に関する研究 （2007- 継続中）

基礎看護技術に関する研究 （2009- 継続中）

新人看護師に対する看護技術研修に関する研究 （2009-2013）

講師 西尾　亜理砂

看護学部　看護学科

看護学　がん　意思決定　看護技術

現代は 2 人に 1 人ががんに罹患すると言われています。 がん患者さんひ

とりひとりが、 自身が望む人生や価値観に沿って意思決定するために必

要な支援を考え、 保健医療福祉分野に貢献したいと思っています。

がん患者の意思決定支援に関する研究

（ニシオ　アリサ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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臨床研究の支援 （論文になったもの）

　　ICU における鎮痛優先の鎮静の実践

　　離島への派遣看護師の経験

　　ステロイド治療を行う若い女性患者の思い

　　電子カルテ導入に伴う困難とその経過

　　看護師の環境整備に関する意識と看護理論の関係

過去 ・ 現在の研究テーマ

　　離島 ・ へき地の看護

　　脳卒中後の摂食嚥下リハビリテーション

　　特定健診 ・ 特定保健指導が対象者にもたらす影響

　　社会的役割の負担と健康行動との関連

　　幼児健康度調査に関する研究

　　国保データ解析による糖尿病関連因子の研究

講師 横 山　 加 奈

看護学部　看護学科

臨床研究支援　離島 ・ へき地の医療 ・ 看護　QOL　GIS　

看護師 ・ 保健師に対する臨床研究の要求は増しています。 現場はたくさ

んの問題を抱え、 研究のテーマには事欠きませんが、 それを形にしてい

く方法については、 困難を感じているスタッフ、 指導者が多い現状です。

臨床現場の想いを、 学会発表、 論文投稿に繋げるサポートを、 ８年にわ

たり実践してきました。 そのほかに、 健診データの解析や離島 ・ へき地

の看護について継続して研究を行っています。

看護師 ・ 保健師の臨床研究支援

（ヨコヤマ　カナ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

１． 不妊治療看護に関する研究

２． 院内助産に関する研究

３． 切れ目ない継続支援に関する研究

助産師には、 あらゆるライフステージにおける女性とその家族への支援を

行うという役割が求められており、 切れ目のない継続的な支援が必要だと

考えています。

不妊治療の影響は育児期にも及ぶことが指摘され、 子育て中に不妊治

療を受け第2子、第3子を望む夫婦も増えてきています。不妊夫婦のニー

ズに合った看護ケアを提供するための研究を進めています。

また、 助産師主導のケアを提供する院内助産が開設され始めています

が、 その機能は施設によって様々です。 院内助産がうまく機能し、 助産

師が本来の役割を発揮できるような方法を考えています。

助教 勝 村　 友 紀

看護学部　看護学科

生涯発達看護学　助産学　不妊看護　院内助産

助産師の役割は妊娠・出産・産後にとどまらず、大変多岐に渡っています。

どのライフステージにおいても、 必要なニーズを汲み取り、 適切な支援

を提供することが専門職としての助産師には求められていると考え、 研究

を進めています。

母性看護学

（カツムラ　ユウキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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前立腺全摘除術後患者と共に暮らすパートナーのレジリエンスに関する

研究

[ 学術論文 ]

手術を受けた前立腺がんサバイバーのレジリエンス． 日本看護科学会

誌， 38， 318-327， 2018

助教 金 澤　 美 緒

看護学部　看護学科

前立腺全摘除術後患者、 パートナー、 レジリエンス、 看護実践

前立腺全摘除術後患者とパートナーとが術後の困難にうまく適応しながら

生きることを可能にする、 患者とパートナーとが相互作用しながらレジリエ

ンスを高める過程を促進する看護実践モデルの開発に取り組んでいきた

いと考えています。

前立腺全摘除術後患者のパートナーのレジリエンスに関する研究

（カナザワ　ミオ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

精神疾患を持つ人が、 自己の成長を実感でき、 生きていく方向性として

の価値ある活動に取り組むための“動機づけ”に焦点をあてた研究を行っ

ています。

【学術研究論文】　

認知療法プログラムに参加した慢性妄想型統合失調症患者の精神症状

に関する主観的体験の認知の構造の変化 （愛知県立大学看護学部紀

要）

助教 加 藤　 宏 公

看護学部　看護学科

精神看護　動機づけ　認知行動療法

精神障害者に対する看護実践において、 セルフマネジメントを維持して

いくための動機づけが重要であると考えています。 そのアプローチとして

認知行動療法を用い、 科学的な検証のもとに、 精神看護の普及と啓発

活動をしていきます。

精神看護学

（カトウ　ヒロタダ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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・ がん患者の心理的支援に関する研究をおこなっています。 同じ病名 ・

同じ病期であってもがんの診断を受けた患者さんの受け止め方は様々で

す。 心理特性との関係しているのかを明らかにし、 心理的支援につなげ

ることを目指しています。

・ ICT を活用した患者支援システムの構築に関する研究を行っています。

現在では幅広い年代の方がインターネットを活用しています。 遠隔看護

の普及を目指し、 多くの患者さんが手軽に利用できるシステムの構築し

たいと考えています。

助教 近藤　三由希

看護学部　看護学科

がん看護　心理特性　反すう　遠隔看護

がん専門病院での臨床経験を活かして、 がん患者さんの気持ちに寄り添

い、 その人らしく歩める支援を考えていきたいです。

成人慢性期看護学

（コンドウ　ミユキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1． 患者が認識する術後回復

手術を受けた患者さんが認識している回復の質 （Quality of Recovery）

について研究しています。

2． フルマラソン大会の救護に関する研究

名古屋ウィメンズマラソンの救護所運営に携わりながら、 マラソン大会の

救護に関する研究にも取り組んでいます。

助教 佐々木 久美子

看護学部　看護学科

周術期看護　救護体制

手術を受けた患者さんの回復が促進するように研究に取り組んでいます。

安全な救護所運営に関する研究にも取り組んでいます。

術後回復の質に関する研究、マラソン大会救護に関する研究

（ササキ　クミコ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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１． 更年期症状で悩む女性に関する研究

２． 看護 ・ 助産師教育に関する研究

３． 妊娠期から切れ目ない継続的支援に関する研究

国際助産師連盟 （ICM） は、「助産師の国際倫理綱領」 を発表しており、

そこに助産師は女性の権利擁護者となることが明示されています。 助産

師は、 妊娠・出産に関連するケアだけにとどまらず、 あらゆるライフステー

ジの女性や家族の健康を継続的に支援する役割が求められています。

現在、 その役割を担うことのできる助産師の育成に関わる研究を進めて

います。

また、 将来的には、 本学で開催している子育て広場において、 女性を

継続的に支援するプログラムを開催できることを目指しています。

助教 米 川　 美 那

看護学部　看護学科

生涯発達看護学　助産学　助産師教育　更年期女性

助産師として、 あらゆるライフステージの女性を継続的に支援したい気

持ちから、 更年期症状で悩む女性へインタビューすることから始めました。

その研究から、 やはり女性や家族を継続的に支援する専門職の必要性

を感じました。

現在は、 その専門職育成に関わる研究を進めています。

生涯における女性のケアと継続的支援

（ヨネカワ　ミナ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

自宅で最期の時を過ごすがん患者が増加する中で、 患者の介護と看取

りを担う家族への支援が必要と考えています。

これまでに行った研究は、 次のよう （左図①） になります。

まず、 がん患者の家族の現状を捉えるために、 家族がどのように患者の

看取りの状況に対処し、 どのような看取りの過程をたどったのかを面接調

査により明らかにしました （研究１）。

次に、 この研究結果をもとに、 家族を支援するための看護援助モデルを

作成しました （研究２）。

今後は、

作成した看護援助モデルを用いてがん患者を自宅で看取る家族を支援

する研究 （左図②） に取り組みます。

助教 吉 田　 彩

看護学部　看護学科

がん　緩和ケア　在宅　家族　モデル開発

緩和ケア病棟や在宅看護の現場で看護師としてがん患者さんとご家族の

支援をしてきました。

研究を通してがん患者さんやご家族が望む療養生活を送れるよう支援し

ていきたいと考えています。

がん患者を自宅で看取る家族への支援

（ヨシダ　アヤ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
看
護
学
部
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左図のように、 手術療法を受けるがん患者の治療法の意思決定の構造

や喉頭全摘術を受ける患者の意思決定に影響する要因を明らかにしてき

ました。 今後も、 喉頭全摘術を受ける患者に関する研究を進めていきた

いと思います。

[ 学術論文 ]

渡邉直美 , 鎌倉やよい . 手術を受けるがん患者の意思決定に影響する

要因 . 日がん看誌 .28(1),1-6,2004

助教 渡 邉　 直 美

看護学部　看護学科

喉頭全摘術　がん　意思決定　集中治療　

喉頭全摘術を受ける患者さんのお役に立てるような研究を行っていきた

いと考えています。

喉頭全摘術を受ける患者に関する研究

（ワタナベ　ナオミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

手術療法を受けるがん患者の意思決定に関する概念図試案
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現在の研究課題
教授 黒 川 　 景

（クロカワ　ケイ）

看護学部　看護学科

病理学、 病理診断学、 腫瘍病理、 感染症の病理

現在の研究課題
教授 岡 田　 悦 政

（オカダ　ヨシノリ）

看護学部　看護学科

1. 細胞老化機構の解明と個体老化抑制への可能性 2. 疾病予防効果

が期待される食用植物成分の探索とその機構解明 3. アルツハイマー

型認知症予防の研究－食成分による予防及びその機構解明－

現在の研究課題
准教授 広 瀬　 会 里

（ヒロセ　エリ）

看護学部　看護学科

終末期にあるがん患者の在宅療養に向けた退院支援、 終末期がん患

者の意思決定支援

現在の研究課題
講師 尾 沼　 奈 緒 美

（オヌマ　ナオミ）

看護学部　看護学科

1. がん患者の治療の意思決定に関する研究 2. がん患者のリスク認知

に関する研究 3. 医療におけるリスク ・ コミュニケーションに関する研究

現在の研究課題
助教 伊 藤　 裕 子

（イトウ　ヒロコ）

看護学部　看護学科

ICU サバイバーの在宅移行支援に関する研究

現在の研究課題
助教 杉 山　 希 美

（スギヤマ　キミ）

看護学部　看護学科

わが子の育児と親の介護を同時に担うダブルケアラーに関する研究

看
護
学
部
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光、 電磁波、 電気、 磁気などの情報媒体は、 究極的には量子力学の

法則に従います。 量子情報科学は、 量子力学を基礎とした情報システ

ムの設計を行うことで、 システムの性能を格段に向上させることが期待さ

れている新しい分野で、 現在、 各国で研究開発が進められています。

私たちは、 その基礎理論である量子情報理論、 超高信頼度通信とされ

る量子通信、 超高速計算とされる量子コンピュータ、 絶対安全な暗号と

して期待される量子暗号について、 研究を進めています （左上図）。

【最近の研究テーマ例】

・ 量子情報理論 ： 有限の “けちん坊” 量子情報源はあるのか ?

・ 量子通信 ： 多元量子信号に対するビームワンダリングの影響

・ 量子暗号 ： 量子最適測定の誤り率近似式と量子暗号評価への応用

・ 量子計算 ： 量子 - 古典ハイブリッド計算による線形方程式の解法

教授 臼 田　 毅

情報科学部　情報科学科

量子情報科学　量子情報理論　量子通信　量子暗号　量子計算

この研究を始めたのは 30 年近く前になります。 当時の先進技術だった光

通信よりも格段に先を行く夢の通信 「量子通信」 の存在を知ったためで

した。 以来、 量子情報理論、 量子暗号、 量子コンピュータと、 量子情

報科学全般の研究に携わってきました。 量子情報の研究者には、 専門

は他分野で、 一部のテーマに一時的に興味を持って参入する人も多い

ですが、 一貫して研究を継続し、 複数のプロジェクトを実施してきました。

左下図に、 企業と共同で取得した特許の例を示しました。

量子通信 ・ 量子暗号 ・ 量子コンピュータの研究

（ウスダ　ツヨシ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

離散事象システムとは、 何かできごとが起こることでその状態が遷移して

いくシステムのことであり、 それぞれのできごとの起こった時刻よりも、 順

序を重視するものです。 このような離散事象システムとして表される対象

には、 コンピュータのハードウェア ・ ソフトウェア、 通信プロトコル、 生産

システム、 交通システム、 ビジネスワークフローなど、 人間が作ったシス

テムの多くが含まれます。 離散事象システムを解析するためには、 適切

な数学モデルが必要であり、 ペトリネットはそのようなモデルの一つです。

ペトリネットは図的表現をもち、 モデルを視覚的に理解することや、 シミュ

レーションを行うことができる一方で、 数学的表現によって、 理論的な解

析を行うことができます。 このようなペトリネットの解析問題の理論的研究

と、 離散事象システムに対する応用研究を行っています。

教授 太 田　 淳

情報科学部　情報科学科

電気電子工学　通信 ・ ネットワーク工学　 離散事象システム

離散事象システムは有限個の状態をもつ多数の部分からなり、 有限だが

膨大であるシステム全体の状態を総当たりしなければ解決できない 「組

み合わせ最適化」 問題に遭遇することがよくあります。 ちょっと前までは組

み合わせ最適化の壁によって理論的には解けるが現実規模の対象には

適用できないような問題が、 近年のコンピュータの飛躍的発展によって力

ずくで解けるようになってきていると感じています。  

離散事象システムの解析と応用

（オオタ　アツシ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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　私はいわば “待ち行列バスターズ （退治屋）” です。 皆さんの周りに

はこんなことありませんか。 職場の書類の山が減らない、 導入した情報シ

ステムの反応速度が遅い。 家庭ではお子さんの宿題がたまる。 近所の

店舗では長蛇の列ができている。 これらの現象に共通するのはサービス

を受けるために生じている待ち行列です。 職場では書類、 情報パケット、

家庭では宿題、 店舗では人が待っています。

　待ち行列は気合い、 根性、 残業、 勤勉とかのガンバリにより一時的に

は減らせるかもしれません。 でも根本的な解決はできません。 私、 “待ち

行列バスターズ （退治屋）” は、 イヤな待ち行列を退治する方法を日夜

研究しています。 退治方法に使う道具はシミュレーション、AI、IoT、ロボッ

トなどの情報科学技術です。 さらに人がそもそも持っている自律性、 協調

性、 学習意欲なども活用します。

教授 奥 田　 隆 史

情報科学部　情報科学科

情報通信システム　待ち行列モデルと問題解決　知的生産の技術

　世界経済は所有型経済から、 自律 ・ 分散 ・ 協調型コモンズで展開さ

れる共有型経済へとシフトしつつあります。 その結果、 モノや労働力は、

多くの人で共有しながら必要なときだけ利用／提供するというフロー型のリ

ソースに変わりつつあります。待ち行列バスターズの出番が増えています。

講演、 相談、 共同研究でお役に立てるかと思います。 よりお役に立てる

ことは、 情熱を持った仲間同士で、 楽しく学び合える、 遊び心ある研究・

勉強会を一緒に開催することです。 ご連絡をお待ちしております。

待ち行列モデリングと問題解決術

（オクダ　タカシ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1　画像中の物体の高速抽出 （連結成分のラベル付け） 方法

2　物体特徴 （面積、 重心、 周囲長、 円形度） の高速抽出方法

3　オイラー数の高速計算方法

教授 何　 立 風

情報科学部　情報科学科

パターン認識　人工知能　 画像処理

自動運転システムや人間型ロボットの時代が間もなくやってきます。 自動

運転システムや人間型ロボットの実現には、人間の視覚に相当する技術、

いわゆるコンピュータビジョンが不可欠です。 コンピュータビジョンは画像

中の物体の自動認識 （パターン認識） を行い、 状況判断を支援します。

これら関連の研究成果は、 ものの自動分類、 企業の製品の質量の自動

検査などに応用することができます。

パターン認識に関する研究

（カ　リフウ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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■血管機能の解析診断技術

　従来の FMD 検査等の血流刺激に対し生じる血管応答に基づいた血管

機能評価は、 特定の時刻の最小径や最大径といった特徴量のみが用い

られる 「点」 の分析でした。 本研究室で開発した血管系のマルチスケー

ルモデルのシミュレーションによって、 FMD 検査時のデータから血管内部

の細胞生理メカニズムの特性、生理物質の動態 （NO 濃度や Ca 濃度等）

が推定でき、 動脈硬化の超早期診断も可能となります。

■視覚機能のシミュレーション技術

　ヒトの眼球光学系、 網膜錐体モザイクの解剖学的、 生理学的特性に

基づいた初期視覚系のコンピュータモデルを開発しています。 外界像が

ヒトの視覚系でどのように受容、 処理、 表現されるているか、 その情報処

理の具体的な様子を網膜内の神経細胞の応答レベルで明らかにすること

ができます。

教授 神 山　 斉 己

情報科学部　情報科学科

生体情報科学　神経情報科学　シミュレーション

生命体の働き、 仕組みについて、 細胞レベルの特性から超精密なレベ

ルでコンピュータモデル化するアプローチで研究を進めています。 元々

はモノを見る仕組みを科学的に理解するための研究手法として細胞モデ

リング技術を開発してきましたが、 この手法が生命体の様々な部位に適

用でき、 血管系のモデル化 ・ シミュレーションによって、 動脈硬化の超

早期診断技術等、 医療応用にも威力を発揮することがわかってきました。

生体機能の解析 ・ 診断技術に関する研究

（カミヤマ　ヨシミ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

1) 脳情報処理模倣型インテリジェントシステムの研究開発

複数のロボット同士や人間とロボットが、 共通の目的を目指して、 協調動

作を行うために、 他者 ( ロボット ) の行動予測や意図推定の研究を行って

います ( 図 1 参照 )。

2) 分人型ヒューマン―ロボットインタラクションシステムの研究開発

他者 ( 人間やロボット ) とコミュニケーションを取る際に、 分人という概念

を用いて、 ロボットに個性を持たせる研究を行っています ( 図 2 参照 )。

3) 知識再利用型インテリジェントロボットネットワークシステムの研究開発

個々のロボットが獲得した知覚情報、知識、行動規則をクラウドで共有し、

再利用させる研究を行っています ( 図 1 参照 )。

教授 小 林　 邦 和

情報科学部　情報科学科

人工知能　知能ロボット　ヒューマン―ロボットインタラクション

大目標として、 サービスロボットの社会への導入促進があります。 人間が

仕込んだ動作やコミュニケーションしか取れないサービスロボットは、 一

般ユーザからすぐに飽きられ、 社会へ受け入れられることは難しいと思い

ます。 しかしながら、 他者 ( 人間やロボット ) の意図が推定できれば、 他

者との円滑な協調動作が実現できます。 また他者に応じて、コミュニケー

ションの様式が変更できれば、多様なコミュニケーションが実現できます。

自律ロボット ( エージェント ) の協調動作の獲得

（コバヤシ　クニカズ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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1. 波動方程式族の係数同定問題に対する数値解法の研究

2. 位相最適化手法を用いた逆問題数値解析の研究

3. 多倍長計算による逆問題高精度数値解法の研究

教授 代 田　 健 二

情報科学部　情報科学科

逆問題　波動方程式族　数値解法　位相最適化手法

偏微分方程式、 特に波動方程式族で表現された数理モデルにおける逆

問題 ・ 逆解析に対する数値解析 ・ 数値的再構成手法を研究しています。

近年は、 位相最適化 （トポロジー最適化） 手法の逆解析への応用を研

究しています。

波動方程式族の逆問題に対する数値解法の研究

（シロタ　ケンジ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

システムの動作は問題の設定により離散的な事象変化を用いて解析する

ことができ、 プログラムから人間の行動に至るまで非常に多くのものが含

まれます。 このようなシステムを解析するための有力な手法に PN モデル

を用いる方法があります。 本研究室では PN の理論的研究とその拡張モ

デル ( 量子 PN、 Fuzzy-PN 等 ) の提案、 学習推論機構の提案、 それら

の理論的検討、 シミュレーションを通して実情報システムへ応用 ( 学習

型 Fuzzy 推論、 通信プロトコル、 量子コンピュータ、 自律分散システム、

生産システム等に応用 ) を研究しています。 その他、 コンカレントシステ

ム関連の研究 （格子グラフ、 カオス、 記号解析等） も行っています。

＊詳細は左記アドレスをご参照ください。

教授 辻　 孝 吉

情報科学部　情報科学科

情報システム数理　知能情報学　システム工学　計算機科学

情報システムに関する数理を基本に、人間の動作から、通信、プログラム、

量子コンピュータ、 人工知能までコンカレントな動作を特徴とする大規模

システムのモデル化、 解析、 設計手法に関する研究を行っています。

お気軽にお問い合わせ下さい。

コンカレントシステムのモデル化および解析

（ツジ　コウキチ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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　音声や電気信号など、 取得したい信号には、 種々の雑音が混入し、

支障となる場合が多々あります。 しかも雑音の特性が刻々と変化していく

厄介な場合があります。

　本研究シーズは、 そうした外来の雑音を信号処理技術によって低減さ

せる方法の一つを提供します。 その方式は、 雑音源となる信号を参照信

号として取得し、 雑音に汚された信号を参照信号によって分析して、 含

まれる雑音成分だけを推定しながら消し去る 「適応フィルタ」 と呼ばれる

技術を基礎としています。 医療診断などが対象とする微弱な信号に、 商

用交流電源由来の大きな交流雑音が混入しているような場合では、 本

来の信号を歪めては意味がありません。 通常の適応フィルタではそうした

問題がありますが、本シーズでは、これも解決し、特許も取得しています（特

許第 5593289 号）。 既に、 眼科医療機器メーカの製品に採用されており、

実際に臨床応用に供しています。

教授 戸 田　 尚 宏

情報科学部　情報科学科

生体医工学 ・ 生体材料学　 人間医工学　医用システム

　適応フィルタによる雑音除去では、 適用場面に応じて、 種々の工夫や

改良が必要な場合があります。 従いまして、 利用する場面において、 最

大のパフォーマンスが出せるように、 綿密な打ち合わせと、 テストが必要

になります。 知財に関しましては、 相談させて頂くことになります。

　適応フィルタだけではなく、 一般の信号処理、 ニューラルネットワークに

よる知識処理、Ｘ線ＣＴスキャナの画像再構成に関する研究もしています。

信号に加わっている雑音の除去

（トダ　ナオヒロ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

人の解析から複数ロボットの制御まで

①レーザレンジファインダーによる３次元空間計測

次世代ロボット研究所のアリーナ内の 4 か所にレーザレンジファインダー

を設置し、 広領域の 3 次元空間センシング手法と点群データ (point 

clouds) からの物体検出手法について研究しています。

②モーションキャプチャを用いた動作解析

人の動作データをモーションキャプチャで取得し、 人の微妙な動きを解

析する手法を研究しています。

教授 村 上　 和 人

情報科学部　情報科学科

3 次元レーザスキャナ　モーションキャプチャ　point clouds　多視点画像　

次世代ロボット研究所アリーナの特徴を生かした研究を進めています。

施設の特徴：①十分な実証実験スペース （広面積・高天井の屋内空間：

16m × 28m × 8.5m）、 ②国内有数の照明設備 （光の三原色を調整し、

色合いの異なる様々な照明環境を創出）、 ③空間内の物体を 3 次元的

に計測可能 （人やロボットの動作の正確な把握）

3 次元空間センシング応用に関する研究

（ムラカミ　カズヒト）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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人工衛星による地表面観測結果から植生を定量するための手法開発、

大気補正などの衛星画像処理、 衛星センサーの相互校正に関する研究

を行っています。 衛星画像データから緑被率などのモニタリングに必要

な付加価値の高いデータを作成し、 それらを役立てることで社会貢献を

目指しています。

1　衛星画像解析手法に関する研究

2　衛星センサー間相互校正に関する研究

3　植物中の太陽光放射伝達過程モデリングに関する研究

【科学研究費補助金による研究課題】

地球観測データの相対校正手法に関する基礎研究 （2009-2013）、 地

球観測データの統融合化を目的とした相対校正手法の開発 （2015- 継

続中）

教授 吉 岡　 博 貴

情報科学部　情報科学科

自然共生システム　植生変数　環境リモートセンシング

気候変動やヒートアイランド現象などの環境問題が関心を集める中、 衛

星による地球観測の役割はますます大きくなっています。 当研究室ではこ

れらの問題に対して、 データ処理手法の開発など、 情報科学の観点か

ら取り組んでいます。

衛星画像解析手法に関する研究

（ヨシオカ　ヒロキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
（上図）
（下図）

LANDSAT-7 号による名古屋市の衛星画像
画像処理を実施して抽出された各地点
（各画素内）の緑被面積割合（緑被率）

　世の中には様々な画像が存在します。 ここでは、 医療現場で撮影され

た画像を用いた、医用画像処理に関する研究を行っています （CT 画像、

超音波画像等を用いた病変解析等 ・ ・ ・ ）。

　主なテーマは筋に関する画像認識 ・ 解析で、 多元計算解剖学に基づ

く骨格筋の機能解析に関する研究に取り組んでいます。 他にも、 骨の微

細構造特徴の自動認識 ・ 解析に関する研究、 体幹部骨格筋の部位別

解析のための計算機支援診断システムに関する研究を行っています。

　システムの対象は、 医師、 技師、 療法士、 学生、 患者や患者の家族

などであり、 画像処理をベースにしたソフトウェア、 ハードウェアを限定し

ない各種の医用画像情報処理技術が提供可能です。

准教授 神 谷　 直 希

情報科学部　情報科学科

コンピュータ支援診断　医用画像情報処理　計算解剖学

　工学技術を利用し、 医療、 看護、 福祉等様々な分野に対するチャレ

ンジをしています。

　画像処理技術をはじめ、 様々なセンサやシステムを活用 ・ 構築し、

最先端の取り組みを行っています。 工学の秘める大きな可能性を探求し

ていきましょう。

人体数理モデル構築と医用画像情報処理技術

（カミヤ　ナオキ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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人や動物の体に何もつけないで、 電波を使って離れたところから呼吸や

心拍をモニタリングする技術を研究しています。これを機械に応用すると、

機械にセンサをつけなくても、 動きや振動をモニタリングできる可能性が

あります。 私は、 信号処理を工夫することによって、 これまでにない新し

い応用を開拓しています。 たとえば、 １台のセンサで複数の人を同時に

監視する技術や、 従来にくらべ非常に簡単に呼吸 ・ 心拍を推定する信

号処理などを提案しました。 この方法を、 これまで、 人や動物に対して

実験を重ね、 知見を蓄積しています。 これにより、 医療 ・ 介護はもとより、

自動車の自動運転や畜産業などにも IoT を普及させ、 効率化を進める

きっかけとなることが目標です。

　また、 こうしたモニタリングのデータを収集するためのセンサネットワーク

技術の研究も、 併せて進めています。

准教授 神 谷　 幸 宏

情報科学部　情報科学科

IoT　非接触生体センサ　農業の IoT

私は、 ワイヤレス通信用信号処理技術の研究に２０年にわたって従事し

てきました。 その成果を、 ワイヤレス通信と同様に電波を使う生体計測

技術に応用することで、斬新なアイデアを提案しています。 特徴として（１）

きわめて簡単で、 （２） 複数の人 ・ 動物を同時に計測でき、 （３） 心拍 ・

呼吸の瞬時的変化を掲出でき、 （４） 心拍 ・ 呼吸だけでなく、 測定対象

の方向も同時に検出できること、 などの点があります。

非接触生体情報センサと IoT

（カミヤ　ユキヒロ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

コンピュータアーキテクチャを中心として、高性能低消費電力プロセッサ、

ヘテロジニアスマルチコアプロセッサ、 自動設計、 IoT/ 組み込み用低

消費電力プロセッサ、 低消費電力信号処理専用ハードウェア等の研究

開発を行っております。

特徴としては、 理論やシミュレーションだけでなく、 実用化を目指した

VLSI 設計や FPGA 設計まで幅広く行っております。 また、プロセッサアー

キテクチャだけでなく、 周辺回路や OS、 ライブラリやシステムアプリケー

ションの研究開発等も行っております。

准教授 佐々木　敬泰

情報科学部　情報科学科

低消費電力プロセッサ　並列計算機　計算機アーキテクチャ

コンピュータアーキテクチャは古くから研究されていますが、 計算機に求

められる性能は年々増加しており、 更なる高性能化が求められています。

また、 近年は単純な計算速度だけではなく、 消費電力、 回路規模、 開

発コスト、 発熱、 セキュリティなど、 様々なものが求められています。 そ

れらの要求に応える新しいコンピュータアーキテクチャの研究を行ってお

ります。

コンピュータアーキテクチャ、 並列計算機システム

（ササキ　タカヒロ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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多重ゼータ値は、 リーマンゼータ関数を多変数化した多変数関数の特

殊値として定義されます。 この２０年のうちに、 結び目理論、 数理物理や

モチーフ理論の発展などと関わりあいながら、 大変活発に研究されてい

る研究対象です。 この研究の起爆剤ともなった大きな予想 (Zagier 予想 )

は、 現在、 肯定的な解決が得られていますが、 その後も興味を掻き立

てる新たな予想が次々に生み出されています。 モジュラー形式も、 多重

ゼータ値との深い関係が示唆されている対象の一つで、こちらは多重ゼー

タ値よりもさらに長い１００年以上の研究史があり、 整数論における有名な

問題の解決に一躍担ってきました。 様々な数学や物理においても、 その

研究の重要さが認識されています。 私の研究は、 多重ゼータ値とモジュ

ラー形式の関係性を探ること、 および、 その相互応用を考えることだとい

えます。 多重ゼータ値の理論は比較的若いといえますが、 それを古典的

なモジュラー形式の問題に応用し、 新たな研究の方向性を切り開くような

研究をしています。

准教授 田 坂　 浩 二

情報科学部　情報科学科

数学　代数学　モジュラー形式　多重ゼータ値　整数論

これまでのところ、私が研究において大切にしてきたことは、「人との交流」

ということに尽きます。 一人で完成させる研究も好きですが、 研究交流は

時に問題解決の糸口に繋がりますし、 思いがけない発見に発展すること

があります。 また、 この思いがけない発見を一喜一憂してくれる仲間がい

ることは、 研究の励みにもなったりします。 自分の分野を大切に育みなが

らも、 他分野との関わりあいを持ち続けて、 新たな研究の芽を見出せる

ような研究者を目指しています。

多重ゼータ値とモジュラー形式の研究

（タサカ　コウジ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

【１】 ポイントクラウド処理技術および画像処理技術

　家庭用ロボットが食後に薬を手渡せるように、 高性能なカメラを使用し

て食事の進行度を推定する技術を開発しています。 具体的には、 食器

の平面や輪郭を認識し、 食器上の物体の体積や個数を求めています。

【２】 住環境知能化技術

　人間の生活状態 （食事状態や睡眠状態など） を推定するために、 生

活空間に独自開発のセンサーを埋め込んでいます。 キッチンにセンサー

を埋め込むことで調理を支援したり、 薬箱にセンサーを埋め込むことで服

薬を支援したりしています。

准教授 鈴 木　 拓 央

情報科学部　情報科学科

ポイントクラウド処理　家庭用ロボット　高齢者支援

　三次元センサーなど、 新しいセンサーに適した知的な情報処理技術を

研究しています。 特に、 人間を対象とし、 食事の終了や睡眠の開始を

予測する生活状態推定技術を専門としています。 また、 同技術を生活

支援ロボットやスマートホームに実装し、 高齢者の薬の飲み忘れや飲み

過ぎを予防する服薬管理支援システムを開発しています。

生活状態推定技術を応用した服薬管理支援システム

（スズキ　タクオ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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1． 軌道上衛星センサの絶対校正

センサが観測した電気信号を輝度等の物理量へ変換可能にすることを、

センサの絶対校正といいます。 複数センサによる一貫したデータ解析の

ため、センサ間における校正標準の伝達 （統一化） を行うことがあります。

その解析手法を開発しています。

2． GEO-LEO データ統融合のためのデータスクリーニング

正確なデータ統融合のためには観測条件による系統誤差の少ないデー

タを抽出することがあります。 特に静止衛星 （GEO） と低軌道衛星 （LEO）

の統融合を目指した手法開発を行っています。

3． 統融合データによる環境変化情報抽出           

   （環境データサイエンス）

様々な仕様の衛星センサによる大量の地球観測データを使った、 陸域

植生変数解析手法の開発を行っています。 物理過程を表すモデルにも

とづいた手法の開発を目指しています。

講師 小 畑　 建 太

情報科学部　情報科学科

データサイエンス　衛星データ処理

最近は小型衛星の増加や気象衛星の高性能化等により環境ビッグデー

タ時代に突入しており、 大量かつ不均質な衛星データから如何に正確か

つ有用な情報を抽出するかが重要となります。 そこで、 衛星センサが観

測する放射輝度等の物理過程に従う、 より正確な複数衛星によるデータ

の統融合モデル ・ アルゴリズムを開発することを目指しています。

衛星観測データ統融合による環境データサイエンス

（オバタ　ケンタ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード

近年、病院や教育現場など実生活の中で使用されることを想定したロボッ

トの研究開発が行われています。 本研究室では、 実生活の場面でロボッ

トが人とインタラクションすることで、 ロボットが人に与える効果について検

証しています。 そして、検証結果を基に、実生活で活躍できるようなロボッ

トを開発しています。 特に本研究室では、 人の教育を支援する教育支

援ロボットに関する研究開発を積極的に行い、 研究業績を出しています。

現在の主な研究テーマは下記になります。

①学習者の気持ちに共感しながら共に学び合う

　　パートナーロボット

②発達障がいグレーゾーン児童から勉強を教わる

　　パートナーロボット

③認知的徒弟制理論に基づき、 学習者に勉強を教える

　　教師型ロボット

講師 ジメネス・フェリックス　

情報科学部　情報科学科

知能ロボティクス　ヒューマンロボットインタラクション

近年、 学習が遅れている児童および自閉症スペクトラム障害児に対する

家庭学習における教育支援の重要性が指摘されています。 本研究室に

おける教育支援ロボットはこれらのニーズに応えられる可能性を持ってい

ると考えております。

　現在、 他大学や保育所と連携しながら研究を進めています。 地域や企

業と積極的に連携しながら研究を進めたいと思っていますので、 お気軽

にお問い合わせください。

人の学習を支援するパートナーロボットの開発

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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現在の研究課題
教授 小 栗　 宏 次

（オグリ　コウジ）

情報科学部　情報科学科

1. 知的情報処理技術に関する研究 2. 生体信号処理技術に関する研

究 3. 状態推定技術に関する研究 4. ＩＴＳ （運転支援 ・ 予防安全） 技

術に関する研究 5. 高度情報社会の分析 ・ 評価

現在の研究課題
教授 永 井　 昌 寛

（ナガイ　マサヒロ）

情報科学部　情報科学科

1. 地域保健 ・ 医療 ・ 福祉包括ケアシステムの構築に関する研究 2. 情

報教育および e ラーニングシステムに関する研究 3. 集合知を利用した

保健医療福祉支援システムの設計に関する研究

現在の研究課題
教授 山 村 　 毅

（ヤマムラ　ツヨシ）

情報科学部　情報科学科

自然言語をパターン認識の視点から統計的に処理することを中心に、

1. 可読性向上手法の開発、 2. タイトル推定、 3. 意見情報抽出、 4. 文

章の誤り訂正手法の開発、 などの研究を行っている。

現在の研究課題
教授 山 本　 晋 一 郎

（ヤマモト　シンイチロウ）

情報科学部　情報科学科

1. 細粒度のソフトウェア解析技術 2. 高機能 ・ 高信頼性ソフトウェアの

開発支援環境 3. 柔軟に自律進化可能な Web サイトの構築手法

現在の研究課題
入 部　 百 合 絵

（イリベ　ユリエ）

情報科学部　情報科学科

1. 音声－調音特徴変換に基づく調音動作可視化の研究 2. 音声情報

処理を応用した発話訓練に関する研究 3. 音響 ・ 言語情報を用いた軽

度認知症傾向の判別

現在の研究課題
准教授 金 森　 康 和

（カナモリ　ヤスカズ）

情報科学部　情報科学科

1. 名古屋弁の特徴解析に関する研究 2. 音声情報と感性情報の統合

利用に関する研究 3. 外国語学習における音声処理技術の利用に関す

る研究

現在の研究課題
准教授

准教授

伊 藤　 正 英
（イトウ　マサヒデ）

情報科学部　情報科学科

1. ロボット単体あるいはロボット群の視覚フィードバック制御 2. 動的単眼

カメラシステムにおける奥行き推定 3. ロボットの劣駆動性あるいは冗長

性を活用したフェイルセーフ制御



－ 83 －

情
報
科
学
部

現在の研究課題
准教授 河 中　 治 樹

（カワナカ　ハルキ）

情報科学部　情報科学科

1. 道路路面標示の維持管理の効率化 2. 動画像からの排尿量計測 3. 

脈波 - 血圧変動の関係性のモデル化 4. ドライバモニタリングによる予

防安全技術 5. 高齢ドライバの運転能力測定

現在の研究課題
准教授 平 尾　 将 剛

（ヒラオ　マサタケ）

情報科学部　情報科学科

1.Cubature 公式の構成問題とその実験計画法への応用 2. グラフ上の

確率論とそれを用いたグラフ構造データの解析 3. 組合せデザインの構

成問題とその計算機を用いた探索

現在の研究課題
講師 大 久 保　 弘 崇

（オオクボ　ヒロタカ）

情報科学部　情報科学科

1. オブジェクト指向言語の型理論 2. 代数的仕様記述法のソフトウェア

検証への応用

現在の研究課題
講師 粕 谷　 英 人

（カスヤ　ヒデト）

情報科学部　情報科学科

1. 書換え型計算モデルにおける完備化の研究 2. 高階書換え系の計算

戦略に関する研究
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第二言語教育

・ 英語による授業実践に必要な諸要素 （教授法等） の可視化

・ 英語を介した日本語教授法

・ 留学 ・ 国際交流のための専門英語　　　　　　　　                    

国際教育交流 ・ 国内外の高等教育事情の把握と比較考察

・ 国際交流担当教職員の専門性とキャリアパス

・ 海外教育機関との協力関係の構築

最近の論文等

・ 日本の大学における English-medium instruction (EMI) の役割 : 課

題と展望 . ウェブマガジン留学交流 , No. 91, 9-27. 日本学生支援機構 

(2018 年 )

・ English-Medium Instruction and the Expanding Role of Language 

Educators. Clements, Krause, & Brown 編、 Diversity and inclusion, 

16-23 頁 . JALT ： 全国語学教育学会 （2019 年）　　　　　　　

准教授 桑 村　 昭

国際戦略室

国際化、 言語教育、 国際教育、 英語媒介授業（EMI）、 日本語、 英語

教授法 （TESOL）、 内容言語統合型学習 （CLIL）

これまで、 国内外の大学や語学学校、 日本人学校、 現地校、 難民セ

ンター、 企業等で、 教育者、 研究者、 プログラム ・ コーディネーターと

して、 言語教育及び国際交流に幅広く携わってきましたので、 学校 ・ 自

治体など地域での異文化間教育や交流のお手伝いが出来るかと思いま

す。 言語文化背景の多様な教育現場 ･ 職場へのご提案やご支援などに

応じます。

大学教育の国際化と英語媒介授業 （EMI）

（クワムラ　アキラ）

研究者からのメッセージ

研究シーズの内容

研究キーワード
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